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──私し立りつ永えい命めい学園高校図書館利用における注意事じ項こう──



・図書館内での飲食を禁きんず。

・図書館内で大声及およびその他の騒そう音おんを出すことを禁ず。

・図書館内では携けい帯たい電話の電でん源げんを切るか、マナーモードに設せつ定ていすること。

・本の返へん却きやく期き限げんを遵じゆん守しゆし、大切に扱あつかうこと。

・その他、図書館と利用者に迷めい惑わくをかける行こう為いを禁ず。

・これらの注意事項を守れない場合は、退たい館かん及び一定期間の入館禁止処しよ分ぶんが下される。



※永命学園生徒による非ひ公こう式しき補ほ則そく

　命が惜おしかったら注意事項を守り、図書館内で月つく詠よみ読どく破はに逆さからうな。



    

  
    
      
　第一章　来たれ、叡えい智ちへの道に






　楠くす本もと綴つづるは本が好きだった。

　ヒマさえあれば、とにかく読書に励はげんでいる。ジャンルは特に限定しないが、お気に入りは甘あまい恋れん愛あい小説とファンタジーノベルだ。前者の方はまだまだ恋こいに恋している十五歳さいの少女ゆえだが、思春期真まっ只ただ中なかの彼女は、どうしても必要以上に自分の外見を批ひ判はん的に見てしまう傾けい向こうがあった。

　近きん眼がんでダサイ黒くろ縁ぶちの眼鏡めがね。

　背せが低い。

　あかぬけない三つ編あみ。

　スタイルが悪い……というか、貧ひん乳にゆう。

　そして顔がいまいち。

　先の四つはある意味揺ゆるぎない事実だが、最後の一つは少々自じ虐ぎやく的すぎると言っていい。眼鏡と常つねにうつむいて本を読んでいるせいで、彼女本来の魅み力りよくに気づく人も少なく、ついつい自分をそんなふうに思ってしまう。

　同級生の深ふか津つ香か奈なは、そんな彼女の魅力を知るいい友達だった。

　綴とは対照的にショートカットの似に合あう活発な彼女は、幼おさな馴な染じみということもあって綴が他人に見せる気配りや優やさしさをよく理り解かいし、隠かくれた魅力も重々承しよう知ちしている。同時に、彼女のドジな部分とそれが巻まき起こす失敗も充じゆう分ぶん知っていた。

　だから眼がん前ぜんの出来事も、彼女にとってはある意味で必然だったかもしれない。

　永えい命めい学園に入学して一週間、念願だった図書館利用も解かい禁きんとなり、綴はすぐさま本を借りこみ、今朝も通学のバスの中で読みふけっていた。さすがにバスから降おりた通学路で歩きながら読むようなマネはしないが、それでも読みかけの本に注意をとられていたのには違ちがいない。日ひ頃ごろからよく転ぶ彼女は、ふとしたことで躓つまずき、持っていた文庫本を取り落とした。

　それだけならまだいい。

　躓いた先には、自分と同じく入学したての男子生徒がいた。

　それだけなら、まだ謝あやまればすむだろう。

　だがその二人組の男子生徒はそれですみそうな人種ではなかった。

　耳に光るピアス、逆立った髪かみはいいとしても、煙草たばこの臭においをふりまいているのはいかがなものか。正直、このままきちんと出席して授じゆ業ぎようを受けるのかも怪あやしい雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　それでも、こんな他の生徒もいる人通りの多い場所ならたいしたことにはならないはずだ。

　問題は、彼らが缶かんコーヒーを飲みながら歩いていたことにある。

　綴がぶつかったことで当然それはこぼれた。幸い服にはかからなかったが、男子生徒の片かた方ほうの顔がコーヒーまみれになってしまった。

「ご、ごめんなさい……」

　綴は恐きよう怖ふにおののきながら謝ったが、後の祭りだ。顔を茶色に染そめた少年は、今にも食いかからんばかりに彼女を睨にらんでいる。

　そんな二人の間にすかさず香奈が割わって入った。幼よう稚ち園えんのころから、綴の失敗のフォローは彼女の役目だ。

「ちょっと、アンタ何する気よ？　確たしかにぶつかったのはこの娘こだけど、謝ってるじゃない？　タオルなら貸かすから、向こう行きなさいよ」

　一歩も引かない勝気なセリフは、この場では適てき切せつとは言えなかった。やはり非ひがあるのは綴だし、相手の怒いかりにも油を注いだふしがある。

「あのな………」

　激げき情じようのおもむくままに相手が香奈の肩かたを掴つかむ。遠えん慮りよのない力ちから任まかせの動作に、香奈の顔が歪ゆがんだ。

　自分のせいで巻き起こったトラブルに、綴はただオロオロするだけで何もできない。周囲の生徒も遠目で見つめているだけだ。そんなとき、彼は現あらわれた。

「やめろ」

　静かな声が一いつ瞬しゆんでその場を制せいした。周りで傍ぼう観かんする生徒達もその姿すがたに息を呑のみ、彼から距きよ離りを置く。

　詰つめ襟えりの学生服を着ているので永命学園の生徒には間違いないが、新入生ではあるまい。鼻び梁りようの整った端たん整せいな顔は非ひ常じように理知的で、縁ふちなしの眼鏡がよく似合う大人びた印象だ。けして老ふけ顔なわけではないが、大学の講こう義ぎに顔を出しても違い和わ感のない落ち着きはらった態たい度どは、高校生というより己おのれの道を定めた学徒と言った方がいい。

　長身に堂々とした態度も相まって、乱らん入にゆう者しやであるはずの少年はその場の視し線せんを一手に集めていた。

　──この人……誰だれ？

　こんないきなりの登場は、綴の愛読する本ではよくあるパターン──彼女が少年に物語のような救いの役目を期待したのも無理はない。だが彼が次に発した言葉は、

「その手を放はなせ」

　ではなく、

「その足をどけろ」

　だった。

　その言葉で、初めて綴は自分が落とした本が相手に踏ふまれていることに気づいた。ただのアクシデントだろうが、それを見つめる少年の瞳ひとみは、心なしか冷たい怒いかりを宿していた。

「は、こんなボロい本が何だってんだよ？」

　これ見よがしに、茶ちや髪ぱつの生徒が本の表紙に靴くつ底ぞこをめりこませる。

　その瞬間、周囲の空気が変わった。

　物言わぬ傍観者達の多くは、その少年を知っていた。そして、茶髪の生徒がどんな運命を辿たどるのかも、また。

　だからこそ、まったく止めにも入らずに、むしろ気の毒そうに事の成り行きを見守っているのだ。

「私は足をどけろと言った」

　少年が重々しく言った。私という一いち人にん称しようがよく似に合あう、冷たく澄すんだ声だ。

「なのに、貴き様さまは従したがわなかった。もう知らなかったといういいわけは許ゆるさんぞ」

　少年が一歩踏み出す。その威い圧あつ感、そして溢あふれ出る殺気に近い圧あつ迫ぱく感は、この平和ボケした国の若わか者ものが放つものではなく、明らかにある種の修しゆ羅ら場ばをくぐりぬけた者だけが発するものだった。

「その本は図書館のものだ。貴様ごときが足あし蹴げにしていいものではけしてない。本は大事に扱あつかう──高校生にもなって、図書館の基き本ほんルールも知らんのか？」

「だからどうしたよ！」

　プレッシャーに耐たえきれなくなり、茶髪の生徒がいきなり拳こぶしを振ふり上げる。

　それを防ふせいだのは、少年が鞄かばんと共に小こ脇わきに抱かかえていた本だった。

　サイズはハードカバーの小説ほどだが、標ひよう準じゆんのものよりやや厚あつさがある。黒くろ塗ぬりの表紙はブックカバーをつけていない本来の表紙だが、書名はおろかあらゆる文字が書かれておらず、外側からはその内ない容ようがまったく想そう像ぞうできない。

　しかも表面は細い金の鎖くさりで十字に縛しばられ、開かれることをかたくなに拒こばんでいる。鎖の十じゆう字じ架かの中央からは蛇へびが絡からみつく林りん檎ごをかたどった装そう飾しよくがあしらっており、明らかに万ばん人にん向むけの本ではない。

　そんな奇き妙みような本が盾たてとして相手の拳を受け止める。と同時に、鈍にぶい音が聞こえた。

　例えるなら……硬かたい鉄板を全力で殴なぐって拳が砕くだけるような。

「ギャアアア！」

　茶髪の生徒が拳を押おさえて地面に転がり込こむ。おそらく骨こつ折せつしているだろう。本の表紙は金きん属ぞく製せいなのか、恐おそろしく硬かった。自じ業ごう自得とはいえ、これはあまりにも気の毒だ。特に事の発ほつ端たんである綴は、複ふく雑ざつな心しん境きようで見つめている。対照的に、周囲の傍ぼう観かん者しやはそれ見たことかと訳わけ知しり顔だ。

「テメェ、何なんだよ一体………」

「ただの図書部長だ。反省するなら、もうこれで許してやるが？」

「ふざけんな！」

　無事なもう一つの拳が放たれる。だがその拳よりも本によるガードの方が早かった。またも鳴り響ひびく無残な破は砕さい音おん。そして、静かな戒いましめ。

「愚おろか者」

　少年が本を振り上げ、その表紙で茶髪の生徒の顔をはたく。鈍どん器きで殴られたのと変わらないわけだから、結果はにべもない。すぐさま相手は倒たおれこみ、そのまま起きることはなかった。

　少年がちらりと残る片かた割われを見ると、そちらはすでに逃にげ去った後だった。相あい棒ぼうの惨さん状じようを考えれば、賢けん明めいな判はん断だんだろう。



    

  
    
      「新入生も質しつが落ちたな」

　小さく嘆なげき、少年は踏まれた本を拾ってその表紙を見つめた。特に破は損そんはなく、刻きざまれた靴くつ跡あともはたくだけで落ちそうだ。

「君のかな？」

　少年が棒立ちのままの綴に声をかけると、彼女は条じよう件けん反はん射しや的に頷うなずいた。同時に香奈の方は戦せん闘とう体たい勢せいをとっている。少年の行動を見れば無理もないことだが、予想に反して彼は穏おだやかに本を手て渡わたした。

「次は落とさないようにな。それから、返へん却きやく期き限げんは必ず守るように」

　そう言い残し、彼は去って行った。

　やや型かた破やぶりな出会いゆえか、その姿すがたはひどく印象に残った。

　それが今後の学生生活が平へい穏おんならざるものに変わる予告だとは、まだ気づかない。





　少年との二度目の出会いは、最初の出会いからわずか数時間後だった。

　昼休み、綴は読み終わった本を返しに図書館を訪おとずれた。

　入学してまだ日は浅いが、すでにこの場所は綴の校内一のお気に入りとなっている。彼女でなくとも、本好きな者ならほとんどがそうだろう。

　この学園の図書館は通つう常じようの「図書室」という規き模ぼのものとは異ことなり、「図書館」という名めい称しようで呼よばれるのに相応ふさわしいものだった。校こう舎しやから独どく立りつし、学園の敷しき地ちの端はしに設もうけられた建物は、二階建てでかなり大きい。外観は蔦つたが壁へき面めんを覆おおう古めかしい洋館だが、中は真新しい校舎同様洗せん練れんされた造つくりであり、本の管理や貸かし出しも機械化が進んでいる。貸し出しは支し給きゆうされたカードを読み取るだけでできるし、本の検けん索さくも設せつ置ちされた端たん末まつで楽に行える。

　充じゆう実じつした施し設せつのために利用者も多いが、人手が少ないことが唯ゆい一いつの欠点だった。今日もカウンターで本の貸し出しや返却に対応する者が一人しかいないらしく、綴は自分の順番が来るまでしばらく待たねばならない。

　ようやく順番が回り、係の者に返却する本を手渡したとき、綴は思わず大声を出しそうになった。今思い返せば、それは図書館内ではかなり危き険けんな行こう為いだった。両手で口を封ふうじたのは、正せい解かいだっただろう。この男が図書館にいれば、どういう目にあわされるかわからない。カウンターの中に腰こしかけるのは、今朝自分を……いや、本を救った少年だったのだ。

「返却ですね」

　少年は綴を認にん識しきしているのかいないのか、静かな声でそう告げ、本を受けとった。

「……他ほかに用がなければ、どいてくれるかな？」

　彼に促うながされ、ようやく綴は後ろで順番を待つ利用者の列に気づいた。

「す、すいません」

　慌あわててその場から離はなれると、もう彼の視し界かいに自分はおらず、淡たん々たんと仕事をこなしているだけだった。

　とりあえずお礼でも言った方がよかったのか……肩かた透すかしをくらったような気分で、綴は次に借りる本を求め、本ほん棚だなへと歩いていく。

　そのとき、それは聞こえた。

　図書館では聞こえてはならない不ふ快かいな雑音。

　他の利用者を顧かえりみず、ただ互たがいを満足させるためだけの空むなしい会話。

　けれども他の利用者は注意したりはしない。事なかれ主しゆ義ぎではなく、必要がないだけだ。なぜなら、この図書館には彼がいる。

　だが新入生である綴は違ちがった。

　この図書館のルールをまだ熟じゆく知ちしていない彼女は、やや不快感を込めて、大声の雑談にふける二人組の男子生徒を見ていた。外見はごく普ふ通つうだが、中身は今朝の連中とそう変わらなかった。おそらく新入生だろう。だから図書館でこんなことができる。

　やがて二人組の一人が綴を見み咎とがめた。

「なに、何か用？」

「あ、いえ………」

　機き嫌げんの悪そうな声に、視し線せんをずらす。香奈もいないのに、朝のような愚ぐは犯おかしたくなかった。しかし悲しき本好きの性さがで、意図しないうちに声が出ていた。

「あの、もう少し静かに話した方が………」

「はあ？」

　二人から同時に睨にらまれたショックで、綴は後ずさった。それを心強い声と体が支ささえる。いつのまにか、カウンターの少年が背はい後ごにいた。

「彼女の言うとおりだ。他の利用者の迷めい惑わくになるので、声を小さくするか、外に出ていただけるかな？」

　あくまでも丁てい寧ねいで、静かな声だった。利用者に対する態たい度どとしては完かん璧ぺきだろう。自分もまた生徒であるということをわきまえた、むしろ下手に近い発言だ。特に声のボリュームが理想的で、二人にはっきりと届とどきつつも館内の静せい謐ひつな空気を乱みださない。

　だが相手には馬の耳に念ねん仏ぶつで、あっさりと聞き流された。注意への反感からか、むしろあてつけるように話し声のやかましさは増ましている。

　その声が急に途と切ぎれ、彼らは喉のど元もとを押さえた。

　少年が指先で彼らの喉を高速で突ついたのだ。喉は人体急所の一つであり、直ちよく接せつ呼こ吸きゆうに関かかわるため、コツを知る者がやれば、致ち命めい的なダメージを与あたえずに声だけを封ふうじることもできる。

「……新入生とはいえ、図書館の利用ルールはわかっているはずだ。これでこりたか？」

　答えはノーだ。二人揃そろって、少年に掴つかみかかろうとする。だがすでに勝負はついていた。図書館内で彼に逆さからえる者などいない。目にも留まらぬ速度で少年の右手が振ふり下ろされる。その手にあの本があるのは言うまでもなく、二人組の運命もまた然しかりだ。

　彼らはあっさり意い識しきを飛ばされてその場に倒たおれこみ、そのまま襟えり首くびを掴まれてズルズルと床ゆかを引きずられていった。

「こいつらを外に捨すててくるので、カウンターを頼たのむ」

「わかりました」

　少年に代わってカウンターにいた女生徒が即そく座ざに頷うなずく。その顔には疑ぎ問もんも恐おそれもなく、すでに慣なれきっている。それは常じよう連れんの利用者も同様だった。

　綴の耳に、ヒソヒソと話す声が聞こえてくる。

「あいつらも馬ば鹿かだよな」

「図書館で騒さわぐなんて」

「月つく詠よみさんのこと知らないのかね？」

「知ってたらするわけないだろ」

「そりゃそうだ。しばらくはあーゆー新入生が多そうだな」

「知らないってことは、怖こわいよなあ」

　訳わけ知しり顔の常連達は、今朝傍ぼう観かんしていた生徒達と同じだった。彼らはすでに知っていたのだ。図書館利用のルールを守らない、あるいは本を大事にしない者がどういう運命を辿たどるか。

　それはこの男の裁さばきを受けることに他ほかならない。

　ようやく少年の存そん在ざいをおぼろげに捉とらえ、綴はおそるおそる小声で声をかけた。

「あの………」

「何か？」

　彼が足を止め、綴を見る。両手にゴミ袋ぶくろを抱かかえたようなごく自然な動作は、これが彼にとっての日常であることを示しめしていた。

「……朝は、ありがとうございました。その、さっきも………」

「礼には及およばない。これが仕事だ」

「……仕事、ですか？」

「図書部長の月詠読どく破はだ」

　己おのれの名と役やく職しよくを告げ、読破は両手の荷物を処しよ理りするために去っていく。

　この日、綴は初めて学園の図書部長の名と、図書館利用の注意事じ項こうの非ひ公こう式しきな補ほ則そくを知った。





「ねえ、アンタ本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

　下校途と中ちゆう、香奈が心配そうに顔を覗のぞき込こんできた。

「うん……そんなに怖い人じゃないよ」

　心配を打ち消すように笑ってみせる綴だが、香奈の方はおさまらない。

　二人とも、新しい高校生活には大分慣れてきた。

　運良く同じクラスになれ、真新しい校こう舎しやも、中学時代よりも広い校庭もそれなりに居い心地ごこちが良くなってきた。創そう立りつしてからまだ十年とたっていない新設校である永命学園は、一年生である自分達とどこか似にている。学業も部活動もまだまだ発はつ展てん途と上じよう、これから伸のびていく──そんな印象の高校だ。大半の一年生が同じ感想を抱いだいているだろう。大なり小なり、この発展途上の高校での生活に希望を抱いてやってきた。

　ようやくそれを思い返す余よ裕ゆうが出てきた矢先、香奈に大きな心配事が舞まい込んだ。今回のホームルームで綴が図書部員になってしまったことだ。

　図書部といっても部活動ではなく、いわゆる「委員会」などと呼よばれる組そ織しきと同じであり、学校によっては「図書委員会」なる名めい称しようで呼ばれるものだ。

　この学園における図書部の役やく割わりは、図書館の清せい掃そうや蔵ぞう書しよの整理が主な仕事であり、部員は各クラスから一人ずつ選出される。綴にはまさにうってつけの役職だろうし、普ふ段だんの香奈なら素す直なおに賛さん成せいしたことだろう。自分から立候補したことからも、綴のやる気が窺うかがえる。だがこの学校の図書部を束ねるのは、何を隠かくそうあの月詠読破だ。

　今朝の一いつ件けん以来、すでに香奈は読破についてかなり調べ上げていた。

　名前のとおり読書家で、授じゆ業ぎようを除のぞけば学園内で彼の姿すがたを見かけるときは読書中か、図書部長としての仕事をしているかしかない。読書量は半はん端ぱではなく、毎日読む本が違ちがうとある生徒は語る。もちろん、どれも一日でしっかり読み終わっているのは間違いない。さらに読んだ本のタイトルと内ない容ようを全すべて記き憶おく、図書館の本全てを読破しているという噂うわさまで加わると、最も早はや生きた伝説と言っていい。

　専せん攻こうは当然文ぶん系けいで、国語と英語の成せい績せきは入学以来常つねにトップ。三年生に進級した今年もその地位が揺ゆらぐことはまずないとされる。特に古文に関しては教きよう師しも舌したを巻まくほどの知ち識しきと読どつ解かい力りよくを持ち、普通に現げん代だい文ぶんを読むのと変わらない感覚だという。実じつ際さいに、彼が何やら古めかしい古こ文もん書じよを読んでいたという目もく撃げき例れいもある。語学も堪たん能のうで、英語以外にも複ふく数すうの国の言葉をマスターしていると思われ、例によって外国の本を読んでいたという話にも事欠かない。

　これだけ聞くと、完全無欠の天才と思われがちだが、けしてそうではなかった。

　文系科目に関して隙すきはないが、数学や理科となると途と端たんに人ひと並なみ以下の成績に落ち込む。答案を返されるたび、決まって教師に「得意科目だけよくてもしょうがないぞ」と軽い小言を言われているそうだ。彼の頭が悪くないのはわかりきっているし、文章問題の読解力も問題ないはずだから、教師もそう言うしかない。

　ちなみに読破が言うには、「問題の意図はわかるが意味がわからない」とのことだ。こういった適てき度どな欠点があるため、読破はそこまで他の生徒を超ちよう越えつした存在ではなかった。

　だが香奈が気にしているのはそんな勉強上のことではない。問題は今朝、そして綴が昼休みに見た彼の行動に関してである。“〝最強の図書部長”〟と謳うたわれる読破は、図書館の利用規き則そくを文字通り力ずくで守らせていた。破やぶった者がどうなるかは、今朝の一件や昼休みの出来事を見ればわかる。特に武ぶ術じゆつの心得があるわけでもないそうだが、その格かく闘とう能力は高く、未いまだかつて敗北したためしはないという。

　例を一つ挙げれば、かつて図書館で騒さわぎ、読破に一撃で昏こん倒とうさせられた不良がそれを根に持ち、知り合いの暴ぼう走そう族ぞくに頼たのんで彼を襲おそわせたという噂がある。その結果は誰だれも知らない。はっきりしているのはただ一つ──その暴走族が一ひと晩ばんのうちに、何者かに全ぜん滅めつさせられ、なおかつぶちのめされたメンバー全員が、直方体の鈍器らしきもので殴おう打だされていたという事実だけだ。

　このような事例は他ほかにも多々あり、今や読破は図書部長という役やく職しよくにして学園内最強の称しよう号ごうまで手にしていた。

　親友がそんな男の下もとで仕事をするとなれば、香奈でなくとも心配する。今朝の一件からもわかるとおり、ドジっ娘こを地でいく綴ならば、いつあの一撃を喰くらうような失しつ策さくをやらかすかもしれない。

　ところが当の綴は特に心配などしていなかった。まだ出会って間もないが、彼が意味もなく暴力を振ふるうような人物でないことは感じ取れる。そうでなければ、図書館の利用者は激げき減げんしているはずだ。

　マナーの悪い利用者にも、まず読破は丁てい寧ねいに口頭で注意する。それに従したがわない者の運命は明白だが、ほとんどの利用者はそんな馬ば鹿かなマネはしない。読破の雷らい名めいがいい意味で轟とどろき、今や図書館利用の注意事じ項こうはほぼ守られている。しばらくは読破の存そん在ざいを知らない新入生が粗そ相そうをやらかすかもしれないが、すぐにそれもなくなるだろう。

「……だから、香奈ちゃんの心配するようなことはないってば」

「そお？　でも、な～んかあの人引っかかるのよねえ」

　香奈が納なつ得とくいかないと首を傾かしげる。人を見る目があると断だん言げんできるわけではないが、自分の第六感は信用していた。

　あの男には何かある。

　図書部長という肩かた書がきだけでは片かた付づけられない、何かが。

　そんな香奈の直感を、綴も信しん頼らいはしている。今までそれに何度となく助けられてきたのだ。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ。本好きな人に、悪い人いないから。いい人だよ、部長さん」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおに、香奈は毒気を抜ぬかれたように溜ため息いきをついた。

「アンタの基き準じゆんでいくと、この世に悪人はいなくなるわよ。ま、そこがアンタのいいとこだけどね」

　親友の長所兼けん短所を再さい認にん識しきし、香奈は自分の不安を杞き憂ゆうだと片付けた。

　だが、やはり彼女の直感は当たっていた。

　確たしかに読破はただの図書部長ではなかった。

　そしてまた、綴の言葉も必ずしも正しいわけではなかった。
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　昔から本が好きだった。

　本はありとあらゆる知識を与あたえてくれる。すばらしい本との出会いは、くだらない人間とのそれよりはるかに価か値ちがある。

　知識と感動──人生で必要な全すべてがそこにある。

　しかし、感動は自らの胸むねに収おさめるだけでもいいが、知識は活用されねば意味がない。いかに多くのすばらしい知識を持っていたとしても、自分の内に秘ひめているだけなら宝たからの持ち腐ぐされだ。本の著ちよ者しやも、そんなことは望んでいないに違ちがいない。

　だから自分はこの知識を活いかさねばならない。

　人々のため、著者のため、そして何より自分のために。

　それが何なん人ぴとにも侵おかされない、今の自分を支し配はいする行動原理だった。

　そして今、自分は大いなる知識を手に入れた。

　この本のページを繰くるたびに、文章を一行なぞるたびに、活字を一文字読むたびに胸が高鳴る。

　この素す晴ばらしき書物から得たものを、秘ひ蔵ぞうしてはならない。これは世に知らしめるべきものである。今こそ起たたねばならない。それこそが自分の義ぎ務むなのだから。

「それはそれは。立りつ派ぱな心がけだね」

　見み透すかしたように呟つぶやかれ、初めて彼が部屋にいたことに気づいた。

　神出鬼き没ぼつという言葉は、彼のためにあるようなものだろう。いついかなる時でも何の気配も感じさせず、気がつけばそこにいる。

「その想おもいこそが、君を高みへと近付ける。頑がん張ばってね」

　人ひと懐なつっこい笑え顔がおを、私は素す直なおに受け入れられなかった。思えば、彼のことは何も知らない。ある日現あらわれ、大いなる知識の泉いずみとその扱あつかい方を授さずけてくれた。何の理由も告げず、何の見返りも求めず。

「あなたの望みは……何？」

「特にないよ」

　彼はそう言ってまた微笑ほほえんだ。何度となく繰り返した受け答え──そして彼はいつもこう続ける。

「僕ぼくはね、ただ物語を書きたいだけなんだ。それも極ごく上じようの傑けつ作さくをね。君がこれから行うことが、僕の糧かてになってくれる。ただそれだけさ」

「本当に……それだけ？」

　曖あい昧まいな笑みを浮うかべたまま、彼が黙だまり込む。それがまた不安をあおる。

　そして彼が背せを向けて去っていく。それは決まりきったある種の儀ぎ礼れいだったが、今日は違った。足を止め、

「一つ、忠ちゆう告こくをしよう。あの学園には、君の……いや、君のような者にとっての天てん敵てきがいる。せいぜい気をつけることだ」

「天敵……？」

「そう。本を愛する者にとっての、ね。だが君は彼らから逃にげられない。彼かの地に求めるものがある限かぎり」

「それはどういう……」

　疑ぎ問もんをぶつけたとき、すでに彼はいなかった。ドアの開け閉しめをした様よう子すなどない。いつものように忽こつ然ぜんと姿すがたを消した。

　別れ際ぎわの言葉が、しばらく精せい神しんを蝕むしばみ、他の思考を許ゆるさない。

　天敵と求めるもの。

　どちらを優ゆう先せんするか、答えはすぐに出た。何より、すでに賽さいは投げられたのだ。
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　その朝、綴と香奈が学園に足を踏ふみ入れると、何やら妙みようにざわついていた。登校した生徒達の多くが、教室に入らずに一方向へと流れている。

「何かあったのかなあ……？」

「さあ………」

　奇き妙みような光景が気になり、二人は自然と人の波に乗って歩いていた。行き着いた先は図書館前の噴ふん水すいだった。

　図書館前には石いし畳だたみの広場があり、その中心をなす建けん造ぞう物ぶつが噴水だ。周囲にはベンチも多く、生徒達の憩いこいの場として知られている。また場所が場所だけに、そこに腰こしかけて読書に励はげむ読破の姿もよく見られる。

　そんな場所だからだろうか、人波の先頭にいるのはまさしく読破だった。噴水を前に立ち尽つくす彼の瞳ひとみは、心なしかいつもより厳きびしく見える。

　その視し線せんの先には、無残に破は壊かいされた噴水の残ざん骸がいが広がっていた。

　周囲の生徒の間からも、困こん惑わくと驚おどろきの声が上がっている。目の前の光景は単たん純じゆんな悪戯いたずらで片かた付づけることのできない、悪意に満ちた破壊だった。

　最も印象的なのは、噴水の中央にそびえる水みず瓶がめ座ざをイメージした女じよ性せいの像ぞうの破は損そん状じよう況きようだ。腰の部分から叩たたき折られ、下半身を噴水に残したまま、上半身だけが無残に石畳の上に転がっている。

　その上半身の破壊がまた悲ひ劇げき的だ。像が肩かたに担かついだ壺つぼから円形の水すい槽そうへ水が流れる仕組みだったのだが、その壺は無残に砕くだけ散り、破は片へんを見つけることすら難むずかしい。像の象しよう徴ちようである壺、さらにギリシア調の美女をイメージした精せい緻ちな彫ちよう刻こくの顔の部分も、抉えぐり取られたような跡あとを残して失われている。顔と壺を失ったその像からは、最も早はや元の姿を想像することは不可能だ。

　破壊の魔まの手は水槽本体と広場の石畳にも及および、無数の大きな罅ひび割われと欠損が確かく認にんできた。石畳が剥はがれ地じ肌はだがさらされた部分は水槽から漏もれた水に浸しん食しよくされ、いくつもの水みず溜たまりが生じている。

　さながら地じ震しんでも起こったような光景だが、もちろんそんな事実はないし、破壊はこの場所だけに限げん定ていされている。それがこれをあくまでも誰だれかの仕し業わざによる人じん為い的なもの──そしてそれだけで片付けられることだと考えさせる。

　だが綴には読破だけは違ちがう感想を抱いだいていたように思えた。別に根こん拠きよがあるわけではないが、彼の表ひよう情じようから何となくそんな気がする。いくら読書スポットの一つが失われたとはいえ、彼の顔つきはあまりに真しん剣けんすぎた。感想を訊きいてみたい気もしたが、その真剣な様子に声をかけることがはばかられ、結局会話を交かわすことはなかった。

　やがて何人かの教きよう師しが生徒達に教室に入るように呼よびかけ、その朝の出来事はそれで生徒達の頭から消えていった。すぐにはるかにショッキングな事じ件けんが学園を席せつ巻けんしたからだ。





「ねえ、あの話聞いた？」

「聞いた聞いた。あの守しゆ衛えいのオッサンの話でしょ？　殺されたっていう………」

「そうそう。でさあ、死体が見つかった場所って、結けつ構こう学校から近いんだって！」

「やだ怖こわい……でもさあ、どんな殺され方してたの？」

「それがさあ……」

　前の席で話し込こんでいた女生徒の片方が急に声をひそめたため、綴の耳にその先の内ない容ようが伝わることはなかった。

　昼休みに入った瞬しゆん間かん、堰せきを切ったように皆みな同じ話で騒さわいでいる。

　なんと、学園の近くで殺人事件が起きたのだ。それだけでも充じゆう分ぶんにショッキングな事件だが、殺害されたのはこの学園の関係者で、学園の敷しき地ち内ないにある学がく生せい寮りようの守衛だった。普ふ段だんそれほど生徒達と関かかわりがあるわけではないが、やはり見知った人物が殺されたとなるといやが上にも注目は集まり、噂うわさ好きであろうがなかろうが、ついつい話題はその話に傾かたむいていく。

　しかし怖がりの綴には迷めい惑わくこのうえない。テレビのサスペンスドラマさえまともに見られない彼女にとって、この噂はなるべく関わらずにすごしたいものだったが、生あい憎にくと隣となりの席の親友はその気持ちを察してくれなかった。

「殺人事件かあ、ねえ、犯はん人にんってうちの学校にいたりするのかな？」

「そんなこと、あるわけないよ……」

「そお？　でも、殺されたのってあの学生寮の守衛でしょ？　だったらいてもおかしくないじゃない」

「それは……そうかもしれないけど……」

　素人しろうとホームズ気取りの香奈と対照的に、綴の表情は冴さえない。たしかに香奈の指し摘てきは間違っていないが、だとすれば、殺人犯は自分と一つ屋根の下にいるかもしれない。いや、すでに顔を合わせ、すれ違っているかもしれない。それを考えるだけで、胸むねの中に言いようのない恐きよう怖ふが浮うかんでくる。

「犯人……早く捕つかまるといいね」

「そりゃあね。でもさ、ちょっと妙みようだと思わない？」

「妙って……？」

「いや、その守衛が行方ゆくえ不明になったのって、昨日の夜からなんだって。で、死体が見つかったのは今朝……だけど、昼のニュースでも扱あつかわれてないんだって」

「どういうこと？」

　さすがの綴も興きよう味みを覚え、身を乗り出した。

「いや、私も先生から聞いたんだけどね。職しよく員いん室しつでも気になってニュースを見たんだけど、死し因いんとか状況が全然放送されないんだって。そりゃ殺人事件が起きたことは言ってるけど、詳くわしいことはぜ～んぜん。だから先生達もまだ何もわからないってさ」

「そうなんだ……」

　不思議に思いながらも、綴はその件けんについてそれ以上考えることはなかった。元々殺人事件などには興味のない少女だ。いずれは解かい決けつされるという淡あわい希望を抱いだいて事件のことは胸の奥おくにしまいこみ、昼休みを終えた。

　放課後になると、今日の部活は中止、なるべく下校を早めて不ふ審しん者しやに注意するようにと担たん任にんが告げた。近辺で殺人事件が起こったのだから、この処しよ置ちは当然だろう。綴はおとなしく従したがうつもりだったのだが、この用事だけは──図書館に寄よることだけは譲ゆずれない。まして今日は閉へい館かん時間が早いので、余よ裕ゆうがない。

　香奈を校門に待たせて急ぎ足で図書館へ向かうと、図書館前のあの場所で読破が座すわり込んでいるのが目に入った。

　すでに記き憶おくの片かた隅すみに追いやられた噴ふん水すいの件だが、実物を目にするとにわかに記憶が甦よみがえってくる。今朝の読破はずいぶんと真しん剣けんに噴水の亡なき骸がらを見つめていたが、今もそれは変わりない。彼にとっては、殺人事件よりもこちらの方が重要なのだろうか。

　彼の片手には小型のデジタルカメラとおぼしき品があり、それで噴水周辺を何度も撮さつ影えいしている。破は損そんした像ぞう、地じ肌はだをさらした石いし畳だたみ、砕くだけた水すい槽そう──場所ごとに細かく撮とり分ける姿すがたは、警けい察さつの鑑かん識しき課かが行う現げん場ば検けん証しように似にていた。くだらない真ま似ね事ごとと思う者もいるかもしれないが、実じつ際さいその手て際ぎわは本物に匹ひつ敵てきするほど鮮あざやかだった。

　綴がしばらくぼんやりとその様よう子すを眺ながめていると、撮影を終えた読破とふと目が合った。

「あ………」

「……君か。何か用かな？」

　読破はすでに新人の図書部員の顔を覚えていた。彼にとっても、綴のような純じゆん粋すいな本好きは貴き重ちようだろう。

「いえ、その……今朝も、こうしてたなって……」

　遠えん慮りよがちに今朝の疑ぎ問もんを尋たずねると、答えはあっさり返ってきた。

「気になってな」

「はあ……えっと、これ、誰だれがやったのかがですか？」

　読破が頷うなずく。一いち応おう職員会議で出た結けつ論ろんは、部外者のイタズラということだった。もちろん学園の関係者の可か能のう性せいもあるわけだが、そこは「信しん頼らいしている」という理由であえて触ふれられてはいない。それに、今日はそんなことを話し合う余裕はなかっただろう。殺人事件に比くらべれば、犠ぎ牲せい者しやのいない器物損そん壊かいなど瑣さ末まつなことだ。修しゆう理り代だいはかかっても、直せばそれですむ。この学園の理事長は資し産さん家かだそうだから、それも難むずかしいことではあるまい。

　だが読破はそんな事じ情じようには興味を持っていなかった。おそらく、学園内でこの一件に最も関心を払はらう人物だと言っていい。そんな気配を感じ取り、綴は思い切ってより核かく心しんの部分を尋ねてみた。

「先せん輩ぱいは……誰がやったと思います？」

「わからないから、ずっと気になっている。この破壊には意図が見えない」



    

  
    
      「意図……？」

「そうだ。しいて挙げるとするなら、ただ何も考えずに暴あばれたかった──そんな意図しか見えない。だがそうするとわからなくなる」

「……はあ……。でも、何でそんなことしたんでしょうね？　ムシャクシャしてたとか？」

「ジャイアンはムシャクシャしたとき、誰を殴なぐる？」

「はあ？」

　思わず間の抜ぬけた声を上げてしまったが、読破の顔は真剣そのものだ。その迫はく力りよくに気け圧おされる形で、綴も真ま面じ目めに考えてしまう。

「のび太くん……ですよね？」

「その通りだ。理由はなぜか？　弱いからだ。自分が殴ってもただ逃にげるだけ、絶ぜつ対たいに勝てる。だから憂うさ晴らしにはもってこいだ。しかしこれは違ちがう。ここはまだ作られてそうたっていないから、老ろう朽きゆう化かもない。人の力で壊こわすにはかなり骨ほねが折れる。像を叩たたき割わる程てい度どなら金きん属ぞくバットでも使えばいいが、他はそうもいかない。そんな困こん難なんな作業を、憂さ晴らしでやる意味があるのか？」

「それは……え～と機械とか使ったんじゃないですか？　道路工事で使うみたいな……それだったら簡かん単たんに壊せるんじゃ………」

「それも考えてみたが、壊された跡あとは機械によるものじゃない。それにその手の機械を使えば、どうしても人目につく……いや、これだけのことをすれば必ず駆かけつける者がいるはずだ。なのに、その人物はもういないときた。それがどうも気になってな」

　それを聞いても綴にはまだ彼の発言の意味がよくわからなかった。

　夜の学校で何か事じ件けんがあったとき、誰よりも先に気づき、誰よりも早くその場所に駆けつけるのは誰か。もし綴がそれに気づけば、学園を席せつ巻けんする殺人事件がまた違った意味を持っていただろう。しかし綴を含ふくめ、学園の誰もがそこまで辿たどり着いてはいない。

　唯ゆい一いつの例外である読破は、どうも独どく自じに調ちよう査さを進めていたらしく、噴水の件について公おおやけになっていない情じよう報ほうを手に入れていた。彼の調べによると、いつも最も早く学園にやって来る橘たちばなという用よう務む員いんの老人が、この破壊された噴水の第一発見者らしい。見つけたときにはこの状じよう態たいで、犯はん人にんの特定などできようもなかった。

「そうなんですか……じゃあ、やっぱりわかんないままなんですね………」

「それはそうだが、手がかりは多少ある。深夜に学園の傍そばで、機械とは違う大きな破は砕さい音おん、それと何か獣けものが放つような唸うなり声を聞いたという者がいる。どちらもごく短い時間らしいから、理り屈くつで言えばその短い時間でこれだけのことがなされたわけだ」

「そうなんですか……でも、そんなのどうやって調べたんですか？」

「企き業ぎよう秘ひ密みつだ」

　素そっ気け無ない言葉に、それ以上訊きく勇気はなかった。やはり香奈の言うとおり、この図書部長は只ただ者ものではないらしい。捜そう査さ能のう力りよくもさることながら、まずこんな事じ件けんに着目しているだけで充じゆう分ぶん高校生離ばなれしている。

　綴が学園の有名人に対する印象を少し変えたとき、当の本人はその隣となりで彼女を意い識しきしているのかいないのか、小声でぶつぶつと呟つぶやいていた。

「ただ暴れたい……それが理由──しかもありえないほどの短時間。駆けつけたはずの者は消え、残ったのは機械に頼たよらない不ふ可か能のうな破は壊かい……どう考えても、その先が考えられん……」

　憂うれいを込めて首を振ふる読破は、真相を追い求める名めい探たん偵ていに似にていた。推すい理りなどという行こう為いにはまったく無む縁えん、テレビの二時間ドラマの犯人もわかったためしがない綴は、素す直なおに感心している。

「何かすごいですね。これだけでそこまでわかっちゃうなんて、まるで探偵さんみたいです」

　ほめ言葉にも、読破は興きよう味みがなさそうだった。

「この程度のこと、推理小説を読めば誰にでもできる。それに推理も手て詰づまりだ。やはり、人の手によるものという前ぜん提ていが間違いか」

「先せん輩ぱい………？」

　人の手によるものでなければ、何だというのか？

　無言の問いには反はん応のうを示しめさず、読破は時計を見た。

「もうこんな時間か。今日はこのまま閉へい館かんだな」

「あ……そういえば！」

　読破と話し込んでいたことで、うっかり図書館の閉館時間を忘わすれていた。気がつけば辺りに人の気配がほとんどない。

「ど、どうしよ……」

「用があったのか？」

「はい……その、本を返したくて……期き限げんが今日までで………」

　内ない容ようが内容だけに、綴はどこか落ち着かない様よう子すだった。本の返へん却きやく期限を破やぶるだけでも充分に恐おそろしいのに、今自分の前にいるのは、あの読破だ。さすがに女じよ性せいを相手にあの黒本が振るわれるとは思わないが、見み逃のがされるとも思わない。良りよう策さくが見つからずに考えあぐねていると、読破が手を差し出した。

「だったら私が返しておこう。どうせこれから図書館に行く」

「そうですか？　じゃあお願いします……」

　彼の申し出に甘あまえ、綴はおずおずと鞄かばんから取り出したハードカバーの新しん刊かん書しよを手て渡わたした。

「ほう……久く留る里り美み沙さの新作か。なかなか目の付けどころがいい」

「あ、そうですか？　それ、面おも白しろいですよね！　先せん輩ぱいも読んだんですか？」

「ああ。ここ最近では一番の作品だ」

「私もです。続き、早く読みたいですよね！」

「そうだな」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおで語る綴に感化されたのか、読破も珍めずらしく微び笑しようをこぼす。彼もできればこのまま話し続けたかっただろうが、自分の立場と差し迫せまる時間がそれを許ゆるさない。再ふたたび図書部長としての顔に戻もどり、

「ところで、もう帰った方がいいんじゃないか？　今日の事件のこともあるし、ご両親も心配する」

「そうですね………あ！」

「どうした？」

「私、友達を待たせてるんです。早くいかないと……それじゃ失礼します」

　慌あわてて走り出した綴は、傍はたから見ているとかなり危あぶなっかしかった。一目散に駆かけて行き、読破の視し界かいから消えないうちに案の定躓つまずいた。あまりにわかりやすいドジっ娘こぶりに、さすがの彼も苦笑した。

「……さて、私も行くかな」

　綴が立ち上がって再さい度ど駆け出すのを確かく認にんし、図書館に向かって歩きだす。その顔はすでにいつもの読破──いや、違ちがう。図書部長とは別の、もう一つの顔になっていた。





　図書館一階のカウンター奥おくにある図書準じゆん備び室しつ。

　ここは生徒では図書部員以外は入ることを許されない場所で、読破の仕事場でもある。

　教室よりも狭せまいスペースには、修しゆう繕ぜんが必要な本や入荷したばかりの新刊があちこちに立ち並ならび、常つねに雑ざつ多たな状じよう況きようが続いている。目立つ調度品は作業用の長なが机づくえと貸かし出し禁きん止しの古書や図ず鑑かんを収おさめた本ほん棚だなだけという、殺風景な部屋だ。

 読破の権けん力りよくを示しめすように、彼が図書部長に就しゆう任にんしてからは何な故ぜか読破専せん用ようの机と肘ひじ掛かけ椅い子すが用意され、蔵ぞう書しよの検けん索さく用ようと業務用の二種類のパソコンまで完備されていた。

　しかしこの部屋の主は対外的には読破ではなく、図書館の責せき任にん者しやでもある司し書しよ、氷ひ室むろ真ま由ゆとなっている。

「デジカメ……役にたったかしら？」

「ええ。もう少しお借りできますか？」

「構かまわないわよ。私は使わないし、あなたにはいつもお世話になってるし」

　真由は蠱こ惑わく的に微笑ほほえみ、椅子から立ち上がって読破に近付いた。年とし頃ごろの少年ならそれだけで動どう悸きが速まってしまいそうな知的な美び貌ぼうは、司書という職しよく業ぎようには似につかわしくないほど色気に溢あふれている。モデルでも充じゆう分ぶんに通用する均きん整せいのとれたスタイルは、思春期真まっ只ただ中なかの少年にはやや危き険けんな代しろ物ものだ。

「でも……ずいぶんと外のこと気にしてるわね。なんで～？」

　ピンクのルージュを塗ぬった唇くちびるから発せられる言葉は、誘ゆう惑わくに似ていた。金きん縁ぶちの眼鏡めがねをかけた顔が読破に近づき、毛先がゆるくカールした髪かみの芳ほう香こうが漂ただよってくる。しかし読破はまったく動じていなかった。彼の性せい格かくもあるが、相手の本当の思惑が読めているからだ。

「図書館のすぐ前で起きたことです。矛ほこ先さきがこちらに向いていてもおかしくなかった。図書部長として、関心を持つのは当然でしょう」

「そう……ところで、今ヒマ～？」

「見ての通り、大おお忙いそがしです。どこかの暇ひまを持て余あましている人と違って」



    

  
    
      「あ、ひっど～い。まるで私が仕事してないみたいじゃない！」

「少なくとも、司書の仕事は私に押おし付けていますね」

　冷れい徹てつな皮肉に、真由は目を泳がせた。

　確たしかに、司書の業務はほぼ読破が行っている。

　そもそも学業に勤いそしむべき生徒には図書館の業務を行う暇はなく、図書部員と言ってもせいぜい人手の必要な本の整理や図書館の掃そう除じが主な仕事だが、この学園では貸し出し業務も図書部員に任まかせられている。とはいえ部員にも都合があるし、そもそもなりたくてなった者ばかりではない。

　だから結局は部長である読破が昼休みと放課後に図書館に通い、ほとんどの業務をこなしていた。本来司書がこなすべき仕事を生徒が行う最大の理由は、まず真由がしないからだ。図書準備室にはちゃんと彼女の机も用意されているのに、そこで図書館の業務が行われることはまずない。

　一いち応おう彼女の言い分によれば、自分は民みん俗ぞく学がくを専せん攻こうしており、今でも大学の研究室に通って研究を行っている。あくまで彼女が言っているだけだが、それなりに注目を浴びている期待の新しん鋭えい──らしい。そのため、どうしてもそちらに時間を割さいてしまい、ついつい図書館の方は読破に任まかせがちになってしまう……とのことだ。実じつ際さい、今も机で自分の論ろん文ぶんを書いている最中である。

「……お、押し付けてるんじゃなくて、任せてるの！　月詠クン頼たよりがいあるから……」

「いい大人が、年下の生徒に自分のすべき仕事を放ほうり出して任せる、か。なるほど、私も相当頼られているようですね」

「そんな言い方しなくてもいいじゃない………」

　甘あまえるような、すねるような口ぶりで真由が再ふたたび近付いてくる。

「ホントに頼りにしてるのよ……？　だから、私のお願い聞いてくれない～？」

「お断ことわりします」

「まだ何も言ってないでしょ！」

「言わなくても、今までのパターンから推すい察さつするに、どうせ論文の執しつ筆ぴつに詰つまったので私に代筆でも頼たのむ気でしょう」

「うっ………」

　図星だった。

　読破のことは彼が中学のころから知っているが、そのころから彼の才さい能のうには目をつけている。読破の文章力は半はん端ぱではなく、それだけで充分に身を立てていけるほどのレベルだ。もちろん小論文問題など赤子の手を捻ひねるよりたやすい。創そう作さくには興きよう味みがなく、むしろ苦手なようだが、資し料りようを基もとにした論文などは充分にゴーストライターの資格がある。以前、締しめ切り直前のものを読破に手伝ってもらって以来、味を占しめ、真由はちょくちょく頼んでいた。

「そんなつれないこと言わないで……私と読破クンの仲でしょ？」

「司書と図書部長の関係以上でも以下でもありません。私も忙しい身ですので」

「あ、そんなこと言っていいのかな～」

　少しむくれた真由が、机の上に置いてあった封ふう筒とうを指先でヒラヒラと弄もてあそぶ。一いつ般ぱんのものと明らかに違ちがう黒い封筒は、中に収おさめたものの重要性を感じさせる。

「気がついたら、いつもどおり机の上に置いてあったのよね～。毎度毎度誰だれが届とどけるのかしれないけど、これが欲ほしいんだったら………」

　言い終わる前に、封筒は素す早ばやく真由の手から奪うばわれた。

「ちょ、ちょっと！」

　真由の言葉を無む視しし、読破は封筒を見つめた。住所も宛あて名なもなし、唯ゆい一いつその出しゆつ処しよの手がかりは、読破の黒本と同じマークをかたどった、封筒の黒い紙に映はえる古風な白い蝋ろうによる封印だけだ。

　いつもどおりという真由の言葉どおり、読破は慣なれた手つきで封を開け、中身を取り出す。中から出てきたのは数枚まいの写真だった。真しん剣けんな目つきで目を通していると、横から真由がコッソリと覗のぞき込こんでくる。写真が彼女の目に触ふれる前に封筒にしまい、読破は自分の椅い子すに座すわり込んでパソコンを起動させた。

「ひっど～い、せっかく渡わたしてあげたのに、見せてくれたっていいでしょ？」

「見ない方がいいです」

「それ、どういう意味？　もしかして、エッチな写真とか？」

「ご自由に想そう像ぞうなさってください」

　どうでもいいように言い捨すて、読破はデジタルカメラのデータをパソコンに転送し始めた。最も早はや真由のことなど部屋の置おき物もの以下にしか考えていない。普ふ段だんからこのような傾けい向こうのある少年だが、あの黒い封筒が届くとそれに拍はく車しやがかかる。真由もそれを熟じゆく知ちしているから、もう口を出さないでただ読破の作業を観察していた。

　転送したデータをパソコンで少々補ほ正せいし、鮮せん明めい度どを上げてプリンターで印刷する。印刷は最高画が質しつに設せつ定ていしてあり、通つう常じようの写真と比くらべても遜そん色しよくのない出来だ。印刷を終えた写真を封筒のものと見比べ、読破が納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「やはりな」

「満足した？」

　何な故ぜか得意げな顔で真由が擦すり寄より、今使っていたパソコンとプリンターを指差す。

「何がわかったのか知らないけど、これはあなたの要望を私が学園側にちゃ～んと伝えたおかげで配はい備びされたんだから、感かん謝しやの一つも言ってくれないと」

「ありがとうございます」

　その先に来る言葉を予想した読破は、気のない礼を返しつつすでに足を出口に向けている。

「いいのよ別に……ただ、私のお願いをきいてくれれば………」

「では失礼します。閉へい館かん処理をよろしく」

「あ、待ちなさいよ！」

「嫌いやです」

「そんなこと言わないで、締しめ切きり近いのよ～。何がお望み？　ご飯でもおごろっか？」

「自分の食い扶ぶ持ちは稼かせいでいます」

「じゃあ何が欲ほしいの？　地位、名めい誉よ？　それとも私の体……？」

「………さようなら」

　読破はもう諦あきらめたように呟つぶやき、そのまま追いすがる真由を無む視しして図書館の外に出た。

　すぐに携けい帯たい電話を取り出し、誰かに連れん絡らくを入れる。

「月詠だ。写真は確たしかに受け取った」

「そうですか。それで結果は？」

　電話の相手は、性せい別べつ不ふ詳しよう、年ねん齢れいすら定さだかでない無む機き質しつな声だった。ただそのテキパキとした口調から、かなり仕事のできる人物と推すい察さつできる。

「一いつ致ちした。ほぼ間ま違ちがいないと思うが、一いち応おうこちらのデータも送るので、そちらでも照合してくれ」

「かしこまりました。もうお伝えする必要もないかと思いますが、報ほう告こくから察するにやはり今朝の二つの件けんは人間がやったとすると、不ふ可か解かいな点が多すぎます。となると──」

「“〝戒かい書しよ”〟がらみだな」

　読破の口調に熱がこもった。単なる感かん情じようの昂たかぶりとはまた違う、一種の使命感に裏うら打うちされた声だ。

「そうなりますね。しかし、現げん在ざいこの件の裏にあると思われる戒書は回かい収しゆうリストにありません。そのため、こちらからの情報提てい供きようは今のところできません。後はそちらの判はん断だんで『鑑かん定てい』及および『回収』を行ってください」

「了りよう解かいした。副館長にもそう伝えてくれ」

「かしこまりました」

　相手の承しよう諾だくを受け、読破は電話を切った。

　辺りを見回しても、誰も彼の声を聞いていた者はいない。いたとしても、内ない容ようを理解することは不ふ可か能のうだっただろう。どんなに有名であっても、読破の肩かた書がきはあくまで図書部長だけ──誰もがそう思っているからだ。

　そして今やその図書部長としての仕事も終わりを告げた。すでに図書館は閉館し、利用者も中にはいない。だがそれは同時に彼のもう一つの仕事の始まりでもあった。

　静かな声とは裏うら腹はらな熱い決意を胸むねに、彼は呟いた。

「必ず回収する……異い界かい司し書しよの名に懸かけてな」



　　　　＊



　本の著ちよ者しやは、自分の著作に様々な想おもいを込める。できるなら、その想いを読者に正せい確かくに受け取ってもらいたいと考えているに違いない。それは著者の側からの切なる願いではあるが、同時に押おし付けでもある。読者は著者の意図を読み取ろうとすると同時に、自分の主観でその作品を読み進めていくのだ。

　そのため、その本に込められた想いは読者の数だけ答えがある。読者が感じた想い、それはその人物にとっては唯ゆい一いつ絶ぜつ対たいの真理に等しい。

　だからこそ自分はその“〝想い”〟に則のつとって行動した。何の後こう悔かいもない。そもそも、自分が読み取った著者の想いは、明らかに著者自身の意に添そうものに違いない。著者は絶対にこの本にちりばめられた珠しゆ玉ぎよくの知ち識しきが、有ゆう効こうに活用されることを望んでいる。そうでなければ筆をとっていないはずだ。

　そう。

　間違ってなどいない。

　昨夜は初めてで色々と失敗もあったが、今日は大だい丈じよう夫ぶだ。あの忠ちゆう実じつなる僕しもべを呼よび出し、今こ宵よいも意い義ぎある実験に踏ふみ出すとしよう。



　　　　＊



　風が吹ふいていた。

　ただし、一箇か所しよだけ。

　夜の森に無む造ぞう作さに置かれた一冊さつの古書。かなりの年代物だが、保ほ存ぞん状じよう態たいは良好で、ちゃんと題名も作者名も確かく認にんできる。しかしラテン語で書かれたそれを読み取ることのできる人物はそうはいない。

　別に問題はなかった。

　要は内容だ。それさえ解わかればそれでいい。ここに記された大いなる知識があればそれでいい。そしてその知識は活用せねば意味がない。

　開かれたあるページを中心として、冷たい風が吹き荒あれる。

　本と自分の周囲に生おい茂しげる木々が、その風にざわめいて声をもらす。

　それは叫さけびか──あるいは悲鳴か。

　やめてくれと言っているのかもしれない。

　残念ながら、その願いは聞き入れられない。これは世界を一変させる大いなる実験なのだから。

　時は満ち、準じゆん備びは整った。後は最後の仕上げだけだ。

　吹き荒れる風の中に、言葉が流れていく。言語自体は日本語で、内容は会話に近い。あるものをこちらに招まねくための詠唱が、奇き跡せきをこの世に顕けん現げんさせる。

「やめろ」

　予期せぬ声に、その人物は振ふり向いた。見覚えのある少年が立っている。入学したての新入生でもない限かぎり、彼を知らない者はこの学園にはいない。

「その本はお前の、いや、人の手に余あまる。こちらに渡わたしてもらおうか」

　差し出された右手の指先には、栞しおりが一枚まい挟はさまっていた。鮮あざやかな蒼あおの紙の端はしにきらびやかな金糸を通したもので、どこにでもあるような安物とは別べつ格かくの品だった。紙も上じよう質しつで、皺しわ一つない滑なめらかな表面は絹きぬの触しよつ感かんに近い。さらに表面に刻きざまれた赤い林りん檎ごにからみつく蛇へびのマークが、その栞に神しん秘ぴ性せいを与あたえている。

「お前の目的に興きよう味みはないし、訊きく気もない。だがその本だけは見み逃のがせない。もうわかっているはずだ──それがどういうものか」

「わかってたらどうする？　大体、あなたに何の権けん利りがある？　これは僕の本だ……たとえあなたといえど、口を挟む権けん限げんはないはずだよ、月詠さん」

　不ふ敵てきにそう答えた声は、まだ十代の少年だった。その若わかさが、彼に学園内で本に関する最高の権力を持つ読破にこんな態たい度どをとらせるのか。しかし、彼の言うことに間ま違ちがいはない。たとえ読破とはいえ、個こ人じんの持ち物に干かん渉しようする権利など持ち合わせていないはずだ。

「確たしかに、それがただの本なら私も何も言うまい。だが、そうでないことはすでにわかっている」

　読破が相手の足あし下もとに向けて何か投げ、相手にも見えるように持っていた懐かい中ちゆう電灯でそれを照らし出す。彼が投じたのは、放課後に図書準備室で印刷した噴ふん水すいの残ざん骸がいの写真、そしてあの黒い封ふう筒とうに収おさめられていた写真だった。

　そこには、無残な死体が写うつし出されている。たとえ親が見ても自分の子こ供どもと断だん定ていできないほど蹂じゆう躙りんされた死に様は、誰もが目を背そむけたくなる。それを耐たえ抜ぬいてよく観察したならば、それが今朝見つかった守しゆ衛えいのものだとわかることだろう。少なくとも永命学園の生徒ならば、服ふく装そうから何とか判はん別べつでき、死体の詳しよう細さいが公表されないわけも想そう像ぞうがつく。

　猟りよう奇き殺人と片かた付づけるのはたやすいが、それは明らかに人の手によるものではなかった。おそらくは獣けもの、それも恐おそろしく獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうによるものだ。だが動物学者はそれを否ひ定ていするかもしれない。まず爪つめ痕あとと咬かみ痕のサイズが大きすぎる。これだと守衛を襲おそった獣は、ざっと三メートルほどの全長を持つ計算になり、その存そん在ざい自体が怪あやしまれる。さらに全身二十箇所にも及およぶ傷きず痕あとは、どれも途と方ほうもない膂りよ力りよくが背はい景けいにあった。いかに獰猛な獣でも、脇わき腹ばらを拳こぶし一つ分抉えぐり取るなどできるだろうか？

　一種の不ふ可か能のう犯はん罪ざいの産物であるこの死体なら、警けい察さつが公表できないのも頷うなずける。情じよう報ほうはかすかにもれ、一部の生徒達の噂うわさに上っていたが、その真実はこの写真の中に在あった。

「私もこの写真を見るまでは断定できなかったが、今ならわかる。噴水を破は壊かいしたモノと守衛を殺したモノ……それは同じ存そん在ざいだ」

　断言した読破に、少年は軽い驚おどろきの表情を浮うかべた。よくわかったな、とでもいうように。

　にわかには信じられるはずのない読破の言葉だが、実じつ際さいに検けん証しようしてみればわかる。広場の石いし畳だたみが割われた跡と守衛の皮ひ膚ふを切り裂さいた爪痕は一いつ致ちし、水すい槽そうに空いた穴あなも守衛を貫つらぬいた牙きばと同種のものだ。普ふ通つうなら、まず守衛の死体の異い常じようさだけにとらわれ、そこで推すい理りが停てい滞たいする。噴水の件けんにしても、悪戯いたずら以上の考えは見み出いだせない。

　しかし読破は違った。

　まず噴水の時点で彼は犯はん人にんが人ではないと見抜き、その犯行現げん場ばに駆かけつけて目もく撃げきしたはずの者──すなわち守衛の存在に注目した。

　夜間の学園に事件が起これば、まずは守衛がその場に向かう。この事実に気づき、そしてその人物が殺されたことで、読破の中では二つの事件は繋つながった。

「守衛を殺したのが口くち封ふうじなのはわかる。だが問題はどうやって殺したか、そして彼が何を見たかだ。答えろ、貴き様さまは何を招いた？　その本で異界から何を呼よび出した？」

　沈ちん黙もくを許ゆるさない鋭するどい言葉に、少年は肩かたをすくめた。

「そこまでお見通しか……聞いたとおり、厄やつ介かいな人だよ。さすがは異界司書だね？」

「知っていたか。ならば話は早い。その本を渡せ」

「嫌いやだと言ったら？」

「言ってみろ」

　気配が変わった。いや、それはその場を包む大気自体の震ふるえかもしれない。

　そこにいるのはただの高校生でも、学園最強の図書部長でもなかった。

　図書館の利用規き則そくを破やぶった者でも、こんな読破は知らない。

「貴様は人を殺した。それも身勝手な理由で。“〝戒かい書しよ”〟を使った上でだ」

　少年は反はん論ろんできなかった。投げかけられる言葉が真実であり、その一つ一つが恐きよう怖ふという楔くさびを体に打ち込こんだからだ。

「貴様がどれほど理り屈くつを並ならべようと、その事実の前では全すべてが霞かすむ。おとなしく渡すか、それとも破は滅めつか。それが最後の選せん択たく肢しだ」

　最後通告と共に読破が一歩踏ふみ出す。

　その冷たい瞳ひとみが、逆ぎやくに少年の縛いましめを解といた。

　動かなければ──死ぬかもしれない。

　彼が古書に手を伸のばしたとき、読破もまた懐かい中ちゆう電灯をその顔に向けた。まばゆい光が彼の動きを止めるが、それだけだった。

　読破が古書を奪うばうより一いつ瞬しゆん早く、彼はその言葉を紡つむいだ。

　行け、というシンプルな日本語。

　だがそれは彼の手にある古書の力により、異界の存在への命令となる。

　突とつ如じよ読破の周囲で風がざわめき、少年の背はい後ごから獣けものの咆ほう哮こうが聞こえた。聞き覚えのある動物のものだが、その音量と圧あつ迫ぱく感は桁けた違ちがい、一種の高周波のような力を宿しているのか、強きよう烈れつな耳鳴りは神しん経けいにまで影えい響きようを及およぼした。

　──いかん。

　読破はその咆哮から、獣の意い志しを読み取った。

　昨夜と同じく、それは彼方かなたの世界からこちら側に招まねかれつつある。

　守しゆ衛えいの死体と破壊された噴ふん水すいの光景がオーバーラップし、読破は任にん務むの優ゆう先せん順位を変えた。

　手にした栞しおりを少年の背後の空間に投じる。

　虚こ空くうで停止したそれは蒼あおい燐りん光こうを放ち、異界からの干かん渉しようを遠ざける。いかなる力の発現か、栞がポトリと地面に落ちたとき、すでに獣の気配は消えていた。

　異界からの来らい訪ほう者しやは去り、召しよう喚かんは失敗に終わった。

　だが同時にあの少年もいない。

　栞を投じた隙すきを突つかれたが、この場合は仕方ない。とりあえず昨夜の二の舞まいは食い止めた。少なくとも、この森は無事ですんだのだ。図書館裏のこの森まで何かしら事件が起きたとなると、図書館の利用者もさすがに減へるだろう。

　異い界かい司し書しよなる任務と同時に、彼には図書部長としての責せき任にんがあるのだ。

「……逃のがしたか。だが、次は許ゆるさん」



    

  
    
      　第二章　新たな理ことわりを知れ






　その日の放課後、図書館に本を借りに来た綴つづるは、カウンターにいるのが読どく破はではないことに気づいた。

　以前読破が図書館で騒さわいだ一年生を外に放ほうり出しに行ったとき、代わりにカウンターにいた女生徒で、綴もすでに名前だけは知っている。

　ある意味で読破以上の有名人、二年生の図書部副部長、樹いつき睦むつ美みだ。美少女としか言いようのない美び貌ぼうに、モデル並なみのスレンダーな肢し体たい。他ほかにも絹きぬ糸いとのような豊ゆたかな黒くろ髪かみ、透すき通るように白い肌はだと、周囲の視し線せんを集める要よう素そには事欠かない。

　外見だけでなく成せい績せきもトップクラス、さらにその一挙一動から窺うかがえる育ちの良さから、彼女は男女問わず学園内にファンが多かった。しかし、その全身から滲にじみ出る他人を突つき放すような雰ふん囲い気きのために、あくまでも高たか嶺ねの花に留とどまり、交こう際さいを申し込む男子生徒はいない。互たがいに牽けん制せいしあっているのか、声をかける者も稀まれだった。

　例外的に読破とは親しいらしく、綴は何度か二人が話しているのを見かけたことがある。仕事上でもよく読破を補ほ佐さし、読破以外にカウンターにいるといえばまず彼女、図書準じゆん備び室しつにも頻ひん繁ぱんに顔を出していた。そのことは他の生徒にも周知の事実であり、図書館の利用者の何なん割わりかは彼女目当てという説もあるが、あながち間違いではないだろう。実際、今日の利用者はかなり多かった。よくよく観察すれば、かなりの男子生徒がチラチラと睦美に視線を送っているのがわかる。

　綴があらためて睦美の人気を実感したとき、ふと読破のことが気になった。まだ知り合って日の浅い彼女にとって、図書館にいない読破というのは想そう像ぞうしがたい。やはり図書準備室にでもいるはずだ。そう考えたとき、足は自然とそこへ向かっていた。自分でも理由はわからない。しいて言えば、昨日の噴水の件けん以来、妙みように彼のことが気にかかっていたからだろうか。

　カウンター横にある準備室のドアに手をかけると、睦美に声をかけられた。

「ちょっと、何の用？」

「え………」

　そう訊きかれても、具体的には答えられない。睦美は答えを待たずに冷たい声で、

「あなたも図書部員だし、入るのは自由だけど、部長の邪じや魔まだけはしないで」

「は、はい……」



    

  
    
      　逆さからえない静かな言葉に気け圧おされつつ、綴はそそくさと部屋に入った。どうもあの上級生の前だと必要以上に緊きん張ちようしていけない。あの手の自分と対照的な自信に満ち溢あふれた人物の前に立つと、どうしても畏い縮しゆくしがちだ。

　なるべく早く出ようと思いながら室内を見回すが、読破の姿すがたはなかった。

　彼がいたからどうというわけでもないが、いなければここに来た意味もない。

　帰ろうと思ったとき、部屋の奥おくで足音がした。

　首を傾かしげつつ、音がした方向──貸かし出し禁きん止しの図ず鑑かん類るいを収おさめた本ほん棚だなの裏うらに赴おもむく。ほとんど物置に近い状じよう況きようのこの場所には、まだ足を踏ふみ入れたことがない。

　だがそこにも読破はいない。

　かわりに奇き妙みような空白が床ゆかに生じていた。

　雑ざつ誌しや新聞、書類などが積まれた雑ざつ多たな床ゆかに、そこだけ汚よごれていない純じゆん白ぱくの区く域いきがある。しかもそれは明らかに他の部分と異ことなり、板いた張ばりではない硬こう質しつな石板だった。表面には何やら怪あやしげな文章が刻きざまれているが、綴には何が書かれているかさっぱりわからない。アルファベットに似にていなくもないが、少なくとも高校で習うことはない言語だろう。

　石板の幅はばはそれほどなく、せいぜい大人一人が収まる程てい度どのものだ。普ふ段だんは荷物にその存そん在ざいを隠かくされているようで、周囲には片かた付づけられた形けい跡せきがあった。

　──先せん輩ぱいがしたのかな……？

　根こん拠きよはないが、彼なら自分の知らない準備室の秘ひ密みつを知っていることだろう。その一いつ端たんに触ふれようと、身を屈かがめてそっと刻まれた文字の表面を指先でなぞる。

　何気ない動作はすぐに驚おどろきを呼よんだ。

　硬こう質しつな石ではけして味わえない触しよつ感かん──その指先は沼ぬまに入り込むように、第二関節まで石板にめりこんでいた。

「なっ………」

　恐きよう怖ふを感じて指を引き抜ぬこうとしたとき、思わず足がもつれ、顔から石板にダイブしてしまう。

　ぶつかる、そう思って身を強こわ張ばらせたが、それは優やさしく彼女を迎むかえ入れた。

　先ほどの指先同様、顔が何の抵てい抗こうもなく石板にめりこんでいく。転んだ勢いきおいのまま、全身もまたそれに続く。

　傍はたから見れば、水面への飛び込みに似ていたかもしれない。

　奇妙な床板は綴の全身を呑のみ込み、彼女をある場所へと誘いざなう。

　そこに辿たどり着いたとき、まず硬質な感触が臀でん部ぶを襲おそった。

「いったあ………」

　おもいっきり尻しり餅もちをつき、半泣き状じよう態たいでよろよろと立ち上がる。どうやら自分は床の下に落ちたらしい。落ちた深さのわりに加速がついていなかったのは、あの石板のせいだろうか。さらに運よく宙ちゆう返がえりが決まって頭からの激げき突とつも避さけられたが、正直これでもけっこうキツイ。

　尻のあたりを撫なでながら辺りを見回すと、薄うす暗ぐらいながらも非ひ常じように広大な空間であることがわかる。

「ここ、どこ………？」

　何とか手がかりを得ようと、目を凝こらして周囲にある数多くの建けん造ぞう物ぶつを見つめる。その正体に気づいたとき、鋭するどい声がした。

「誰だれだ？」

　はっと左を見ると、周囲の風景と同化する学生服の人物が立っていた。

「先輩………？」

　相手が読破と知って安心したが、彼の表ひよう情じようは険けわしかった。

「何な故ぜここにいる？　どうやって入った？」

「先輩……どうしてここに？」

「質問に答えろ。何故ここに来た？」

　読破の口調は詰きつ問もんに近い。彼にしてみれば、自分の来らい訪ほうは明らかに迷めい惑わくだったようだ。

「いえ、あの私もよくわかんなくて……準じゆん備び室しつの床ゆかに触ふれたら、ここにいたというか、落ちたというか………」

「…………」

　読破の表情に変化はない。しかし、その瞳ひとみは明らかに綴の言葉の真しん偽ぎを見定めようとしている。

「……あの、ここってどこなんですか？　本棚とかあるみたいですけど………」

　おそるおそる尋たずねると、読破は仕方ない、というふうに肩かたをすくめた。一いち応おう自分の言葉を信用してくれたらしく、先ほどよりは目も穏おだやかだ。

「致いたし方ないな………」

　壁かべに手を伸のばし、電灯のスイッチを入れる。

　薄暗かった世界は一気に光に溢れ、綴の目にその全ぜん貌ぼうを知らしめる。

「これって………」

　そこには予想をはるかに凌しのぐ広大な空間が広がっていた。ひょっとしたら地上部分の敷しき地ちより広いかもしれない。

　何より驚くのは、視し界かいを覆おおいつくす膨ぼう大だいな数の本棚だった。軽く百架かは超こえているだろうが、その量の本棚を以もってしてもまだ収おさまりきらないものがあるらしく、床ゆかのあちこちに未整理の本が積み上げられている。本はどれも年代物で外がい国こく製せいのものが多く、ほとんどが埃ほこりをかぶっていた。それでも保ほ存ぞん状じよう態たいは良好なようで、上の図書館に並ならんでいてもおかしくはない。

　ひんやりとした空気の中にこもる歴史と叡えい智ちの欠片かけらが、本好きにはたまらない恍こう惚こつ感を醸かもし出し、綴をある種の感動にひたらせていた。

「ここ、一体何なんですか？」

「閉へい架かだ。貸かし出し禁きん止しの本や、上で入りきらないものをここに収めている……というのが建たて前まえだ」

「建前？　何でですか？」

「実じつ際さいにはその用よう途とでは使われていない。ただ、ここの元所有者の蔵ぞう書しよを収しゆう納のうしているだけだ」

「元所有者って……ここ、元々は他ほかの人のものだったんですか？」

「ああ。昔の話だがな」

　返事は妙みように無感情だった。あえて感情を打ち消しているかのような読破は、元所有者なる人物にあまりいい印象を抱いだいていないようだった。

「この学校ができる前からこの場所には図書館があった。正せい確かくには書庫だがな。持ち主が土地を売り、この学校が創そう設せつされると同時にここが図書館として寄き贈ぞうされたが、そのとき貸し出しできないような本は全すべてここに入った。私も忙いそがしくてまだあまり読んでいないが、貴き重ちような本も多い。ここにある本を売るだけで、校こう舎しやがもう一つぐらい軽く建つ」

「へえ………」

　図書館の地下に秘ひめられた事情を知り、綴は改めて辺りを見回した。

　歴史を感じさせるこの本達は、今までどれだけの人間に読まれてきたのだろう。

「でも……何かかわいそうですね」

　ポツリと呟つぶやかれた一言に、読破が目を細めた。

「どうしてそう思う？」

「だって……本って、やっぱり読むためにあるんだから、こんな所で誰にも読まれないなんて、かわいそうだなって……」

　言ってから、生意気なことを言っていると思った。まして相手は図書館の主と呼よばれる男だ。だが読破の反はん応のうは彼女の予想を裏うら切ぎった。

「同感だ。本来ならここも開放すべきなのだろうな」

　彼の表情は少し悲しげだった。ひょっとしたら、彼が一番それを願っているのかもしれない。ここに足を運ぶのは、少しでも本の願いを叶かなえるためなのだろうか。

「……だが、本は読めなければ意味がない。ここにある本はほとんどが外国書で、読むのは普ふ通つうの生徒では無理だろう。しかも希少本も多いからな。それに……読まない方がいいもの、読んではならないものもある」

「えっ………？」

「独ひとり言だ、気にしないでくれ。私は用があるからここに残るが、君はそうもいくまい。例の殺人事じ件けんのこともあるし、なるべく早く帰った方がいいだろう。それに、今日は友達は待っていないのか？」

「あ、今日は大だい丈じよう夫ぶです。香か奈なちゃんも部活してますから……あの、ここのことは……」

「できれば秘ひ密みつにしておいてくれ。防ぼう犯はん上じようの問題もあるしな。それと、次からは立ち入り禁止だ。どうせ来たところで読める本はないだろう」

「そう……ですね」

　これだけの本を前にして、それを認みとめるのは悲しいが仕方ない。正直、英語すら読どつ解かいにはかなり時間がかかる方だ。それにこの薄うす暗ぐらい地下書庫に一人で来るのは御ご免めんこうむる。

「じゃあ……戻もどります」

「そうしてくれ。そこの梯はし子ごを上れば、元の場所に出る」

　そう言われ、綴は初めて天てん井じようから下りた梯子に気づいた。

　下りるときは無用だったが、さすがに今回は必要だ。だが元の場所に続いているとすると、当然またあの奇き妙みような石板を通ることになる。

「あの、先せん輩ぱい、ここに下りるときって………」

「ごく普通に石板を外して下りる」

「普通………？」

「何か問題でも？」

　有う無むを言わさぬ威い圧あつ感に気け圧おされ、綴はそれ以上何も訊きけなかった。彼自身も同じ体験をしているはずだが、それはおくびにも出さない。

「早く行きたまえ。板は軽いから、君でも普通に持ち上がる」

「……はい………」

　一いち抹まつの疑ぎ問もんを残しつつ、綴は梯子をゆっくりと上っていく。

　やがて地下には読破のみが残され、空気は再ふたたび静せい寂じやくを帯びた。

　すでに綴の姿すがたはないのに、読破はじっと彼女の去った跡あとを見つめている。

「何な故ぜ来られた？」

　その問いの答えを知るため、小こ脇わきに抱かかえた黒本から栞しおりを出す。だが蒼あおい栞は何も答えず、何も示しめさない。

　読破にわかるのはただ一つ──この栞の導みちびきなくば、この場所には来られず、あの石板もただの障しよう壁へきとしかならないことだけだ。たとえ他の床ゆか板いたをはがしたところで、この地下書庫に辿たどり着くためには核かくシェルター並なみの防ぼう御ぎよ壁へきを突とつ破ぱしなくてはならない。

　そんな場所に彼女は苦もなくやってきた。

　その事実は、しばし彼にここに来た本来の目的を忘わすれさせる。

「楠くす本もと綴……何者だ？」
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「お悩なやみかな？」

　見み透すかしたように彼が言う。

　相変わらずの神出鬼き没ぼつ、気がつけばそこにいて、心の中を言い当てる。

「彼と会ったんだろう？　どうだい、異い界かい司し書しよは？」

「厄やつ介かい……かな」

「だろうね。彼は異界司書の中でも数少ない副館長直ちよく属ぞくの『特とく務む司書』だ。異界図書館永えい命めい学園支所の管理者にして、回かい収しゆう率りつは百パーセント。これから先、必ず君の邪じや魔まになる」

「異界司書……彼は一体……？」

「彼らだよ、正せい確かくにはね」

　そう訂てい正せいし、彼は語り出した。

　異界司書──人が文字を持ったとき、いや、何かに自らの意い思しや言葉を記す技ぎ術じゆつを得たとき、すでに彼らはそこにいたと言われる。

　人はその歴史の中で、何度となく人じん智ちを超こえた力を求め、それを得る方法を生み出してきた。それは総そうじてこの世界とは異ことなる異界の知ち識しきに通じ、異界の力を得ることに繋つながる。

　だがそれは人にとっては禁きんじられた力であり、時にこの世界の在あり方さえ揺ゆるがしかねない。それを阻そ止しするため、異界司書は活動する。

　その異界の知識と使用法を記した本を探たん索さくし、それを封ふう印いんすべき書物“〝戒かい書しよ”〟に指定し、速すみやかに回収する。回収された戒書の行き先は、異界図書館と呼よばれる別次元に存そん在ざいする図書館であり、異界司書以外は立ち入ることができない。

　この回収活動はそのまま人の歴史の闇やみに該がい当とうし、多くの者が知る事例として錬れん金きん術じゆつに関するものがある。

　すなわち、何な故ぜ錬金術は成功しなかったのか？

　錬金術について知る者なら、訳わけ知しり顔でこう答えるだろう。

　卑ひ金きん属ぞくを金に変える、そんなことができるわけがない。失敗は必然であったが、その失敗は後の近代科学の発はつ展てんへと繋がった。

　これは別に間ま違ちがいではない。むしろ客観的な史実としてはほぼ完かん璧ぺきに近い。だがこの歴史的な失敗に、異界司書が関かかわっていたとしたら？

　錬金術の成功とは、一言で言えば「賢けん者じやの石」なる物ぶつ質しつの生成にある。物質を純じゆん化かさせるこの石の力を以もってすれば、卑金属を金に変えることなど朝飯前、さらに完全な物質としての側面を持つこの石は、他ほかにも不老不死をもたらす、あるいは万ばん能のう薬やくを生むなど様々な効こう能のうを持つとされた。この錬金術の究極の目標に至いたる道を示す書物は数多いが、どれを実じつ践せんしてもそんなものはできない。これを「元々不ふ可か能のうだから」と片かた付づけるのはたやすい。

　だが真実は違う。

　確たしかに賢者の石の真の製せい造ぞう法ほうが記き載さいされた書物は存在しない。何故なら、「回収」されたからだ。錬金術とは突つき詰つめれば万物の真理を突き詰め、神に至る道とも言える。その瑣さ末まつな副産物でしかない金の生成さえ、当時の経けい済ざいには多大な影えい響きようを及およぼした。だから本物の錬金術師が記した書物は全すべて回収され、今でも異界図書館の片かた隅すみで眠ねむっている。一説によると、異界図書館はそもそも錬金術の理り論ろんの基き盤ばんとされる“〝エメラルドタブレット”〟なる碑ひ文ぶんすら保存しているという。

　これらは封ふう印いんされるべき禁きん断だんの知識の一いつ端たんにすぎず、他に異界図書館の蔵ぞう書しよを挙げればキリがない。回収は今いま尚なお続き、異界図書館は今日もその尖せん兵ぺいたる異界司書が運ぶ“〝戒書”〟を本ほん棚だなのスペースを開けて待っているのだ。

「──君が相手にするのは、そんな連中さ。そしてこの学園はとりわけ優ゆう秀しゆうな人材が担たん当とうしてる」

　ならば、この学園から去ればいい。君子危あやうきに近ちか寄よらず、何もそんな危き険けん人物がいる場所で、この実験を行う必要はない。

　そんな心を再ふたたび彼が見み透すかした。

「逃にげるかい？　それもいい。でも僕ぼくとはこれきりだ」

　逡しゆん巡じゆんしていると、彼は言い聞かせるように呟つぶやいた。

「もう君はその本の知識をほぼものにしている。実験もとりあえずは成功したしね。でも、君が目指す高みはまだ先にある。そのためには、今しばらく僕のエスコートが必要だ。何より、君の求める知識の半身はまだここにある。どうすればいいか──わかってるね？」

　頷うなずくと、彼は満足そうに笑った。どのみちこれも予定調和、彼は最初からこちらの答えを知っていた。おそらく、次の問いも。

「あれは……どこに？」

「知らない」

「…………」

「ゴメンゴメン、冗じよう談だんだよ。いや、今でもあそこにあるかわからないし、最悪、彼の手に落ちた可か能のう性せいもある。探たん索さくは君に任まかせるよ。僕からの課題だと思ってくれ」

「課題か……あの異い界かい司書とやらも？」

「どうかな」

　彼は肩かたをすくめた。

　どんなに目を凝こらしても、その動作からは彼の真意は計り知れない。だがただ一つ、断言できることがある。

「楽しんでる？」

「そりゃあね。彼がこれからどう出るか……想そう像ぞうはつくけど、実じつ際さいに見るのはやはり一ひと味あじ違う。忠ちゆう告こくしとくが、あまり彼を舐なめない方がいい」

「異界司書だから？」

「それもあるけどね」

　彼はおどけたように首を傾かたむけた。

「けど、それだけじゃない。確かに異界司書はそれだけで脅きよう威いだ。何千年の昔から、禁きんじられた異界の知ち識しきを封ふう印いんしてきた者達──その叡えい智ちと力は、僕といえど侮あなどれない。君にとっての非ひ日にち常じようは、彼らにとってはただの仕事。特に回かい収しゆうにはプライドをかけてくるから、気をつけた方がいい」

「…………」

「そして何より、君の本の回収を行う彼自身が脅威だ」

「具体的には？」

「内ない緒しよ」

　悪戯いたずらっぽく口元に添そえた人差し指で、銀の指輪が光る。

　その輝かがやきに魅み入いられたとき、彼は音もなく姿すがたを消した。

　ただ一つ、誘いざないの言葉を残して。

「急いだ方がいい。もうすぐ彼も気づく」
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　図書館の閉へい館かん時間が迫せまりつつあった。

　この時間になれば、残っているのは居い残のこりの勉強組が大半を占しめる。彼らはここの常連であり、そのルールを熟じゆく知ちしているため、時が来れば自発的に帰るだろう。

　問題は、地下に下りたままの図書部長だ。

　さすがに心配になり、カウンターにいた睦美は静かに準じゆん備び室しつへのドアを開け、中を覗のぞき込こむ。

　読破はすでに戻もどっていた。

　だが声をかけることはできない。

　彼は今専せん用ようの肘ひじ掛かけ椅い子すに腰こしかけ、読書の真っ最中だった。

　図書館利用の非公式補ほ則そくとは別に、けして破やぶってはならない掟おきて。

　それは、彼の読書を邪じや魔ましないこと。

　だがこの掟はたとえ彼を知らない人物でもけして破ることはない。

　何な故ぜなら、彼のその姿があまりにも完かん璧ぺきだからだ。

　一文字たりとも見み逃のがさない鋭するどい瞳ひとみ、時折至し福ふくにも似にた淡あわい笑えみを浮うかべる口元、優ゆう雅がに組まれた長い脚あし、皺しわ一つ作らずにページを繰くる繊せん細さいな手。そして、彼の一挙一動が創つくり出すいかなる干かん渉しようや騒そう乱らんも無に帰す静せい寂じやくに満ちた空間。

　そのどれもが完璧なまでに自然であり、周囲の風景と違い和わ感なく同化していた。

　名画の如ごとく全すべてが調和したその空間は、見る者全てに声をかけるのをためらわせ、その優美この上ない動作に見み惚とれさせる。

　元々美男子に分類される少年ではあるが、読書中はその秀しゆう麗れいさがさらに際きわ立だつ。

　もしも人が必ず自分が最も輝く瞬しゆん間かんを持つとするならば、読破は間違いなくこの時だ。

　彼が図書館内で絶ぜつ対たい的な権けん限げんを持ちうるのも、時折人々に見せるこの姿ゆえである。

　これほどまでに読書する姿で人を魅み了りようする少年なら致いたし方ない──それが学園の総そう意いだ。

　その一例として、彼は今学園一の美少女の熱い視し線せんを受けていた。

　だが彼は睦美のことなどまったく無視して本を読み進め、やがて手を止めた。

　静かに本を閉とじ、余よ韻いんにひたるかのように顔を上げ、静かに目を閉じる。それはついに求めた真理にたどりついた哲てつ学がく者しやにも似た、至福の一時だった。彼にとって、読書とはそういうものなのだ。

　だが至福を噛かみしめる時は短い。

　彼はすぐに目を開け、

「もう閉館時間か」

　と呟つぶやいた。最初からその時間に読み終わるよう、スピードを調節していたのかもしれない。実じつ際さい、睦美が彼を見ていた時間は長いようで五、六分しかなかった。

「今日の閉館処しよ理りは私がする。君も早く帰りたまえ」

「はい……」

　素す直なおに応おうじる睦美だが、その場を動こうとしない。読破に対しては常つねに従じゆう順じゆんだが、今日はその瞳に抵てい抗こうの色が見える。

「……あの部長、楠本さんを地下にお連れになったんですか？」

「向こうが勝手に来た」

　読破にしてみれば、そうとしか言いようがない。

　だが睦美は納なつ得とくしていなかったようだ。

「そうですか………いいんですか、簡かん単たんに教えたりして？」

　いつもは良家のお嬢じよう様さまを地でいく丁てい寧ねいな口調だが、今日ばかりは棘とげがあった。明らかに綴に情じよう報ほうを漏もらしたことをよく思っていない。

「彼女も一応図書部員だ」

「それは……そうですが」

　まだ納得していないらしく、睦美の唇くちびるが少し尖とがっている。こんな駄だ々だっ子このような仕草を見たら、全校生徒が卒そつ倒とうするだろう。それだけ睦美は人気が高く、洗せん練れんされた大人の女じよ性せいとの評ひよう判ばんを得ているのだ。もちろん、それは他人が抱いだいた勝手な幻げん想そうにすぎない。いかに容よう姿しがよく、精せい神しんが成せい熟じゆくしているように見えようが、どうあがいても彼女は十代の少女なのだ。時にはこんなこともある。特に──特別な異い性せいの前では。

「あそこは、部長のお仕事にも重大な意味を持つ場所です。やすやすと事情を知らない者を踏ふみ入れさせるべきではないと思いますが」

「……勝手に入られたんだがな」

　愚ぐ痴ちに似た言葉もまた、睦美の機き嫌げんを直す力はもたない。

　地下書庫の秘ひ密みつを知る数少ない存そん在ざいである彼女からすれば、読破が綴を連れていったとしか思えない。実際、そうでなければ入ることはできないはずだ。

　睦美の咎とがめるような視線に説明を諦あきらめ、読破はとりあえず一いつ般ぱん論ろんを口にした。

「君の意見ももっともだが、彼女は図書部員──それも最近では珍めずらしい熱心な方だ。いずれあの場所を発見しないとも限かぎらない。そのとき、好こう奇き心しんで勝手に入られてはそれこそ非ひ常じよう事じ態たいだ。嘘うそでない程てい度どの情報を明かして欺あざむいた方がいいだろう。君のときの二の舞まいにならないよう」

　別に皮肉ったわけではないが、その言葉で睦美はきまりが悪そうに俯うつむいた。親や教きよう師しに叱しかられることのない睦美でも、やはり過あやまちは存在する。読破の仕事を知る以前、あるアクシデントで地下書庫に入り込み、一ひと騒そう動どうを起こしたことは彼女にとって何より消したい過か去こだ。

「あのときは……本当にすいませんでした」

「もうすんだことだ。楠本君にしたって、同じことをしないとも限らん」

　その一言に、睦美が唇を噛かみ締しめた。しかし読破は気づいていない。それが一いつ層そう睦美の感情を逆さか撫なでした。

　自分が──副部長であり、読破を誰だれよりも理り解かいすると密ひそかに自負するこの自分が、新入りの一年生と同じ扱あつかいをされている。

　綴の件けんが受け入れられないのは、本当のところこの理由からだ。入学したての一年が、読破と自分だけが共有する秘密に触ふれた。ただそれだけのことが彼女の胸むねに漣さざなみをたて、狂くるおしいまでにある感情を昂たかぶらせる。

　読破への言葉などただの建たて前まえにすぎない。自分もこれが嫉しつ妬とという負の感情で塗ぬり固められた愚おろかな想おもいだとわかっている。それでも、年とし頃ごろの娘むすめにそれを全すべて自分の中に収おさめることなど不ふ可か能のうだった。

　溢あふれ出す想いを一ひと握にぎりの理性で押おさえ込み、睦美は読破と自分の関係を再さい構こう築ちくする手しゆ段だんを考え出す。それは、自分が彼にとって特別だと認にん識しきするためのただ一つの方法だ。半ばすがるような声で、

「あの部長、あそこに下りられたのは、やっぱり異界図書館のお仕事ですか？」

「君には関係ない」

　急に読破の口調が凍こおりついた。

　一いつ切さいの妥だ協きようを許ゆるさぬ拒きよ絶ぜつ。

　確たしかに睦美は彼の裏うらの仕事を知る数少ない人物である。

　だがそれだけだ。けしてそれ以上踏み込ませることはしない。

　睦美もそれは重々承しよう知ちしているが、今日ばかりは退ひけない。勇気を振ふり絞しぼり、なおも食い下がる。

「あの、もしよかったら、私も何かお手伝いを………」

「必要ない。しいて言えばすぐに帰ってくれることだ。用がないならそうしてくれ」

「……はい………」

　諦めたような声で呟き、彼女は重い足取りで歩き始めた。この瞬しゆん間かん、少女の小さな望みが断たたれたことなど読破は知らない。その知らないという事実が、彼を意識せず残ざん酷こくな少年に変える。

「ああ、そうだ……」

「なんですか？」

　顔を輝かがやかせて振り向く睦美に、読破は無む表ひよう情じようで言った。

「もう外は暗いだろう。この前の事件のこともあるし、気をつけて帰るように」

　相手のことを心配した何一つ偽いつわりのない真しん摯しな言葉。だが彼は、時として優やさしさが人の心を傷きずつけるということを知らなかった。

　睦美は無言のまま、駆かけ足で準じゆん備び室しつから出ていく。

　彼女の駆けて行った跡あとに、その純じゆん粋すいな想いを示しめすような汚けがれのない雫しずくがこぼれていたが、それを読破が知ることはなかった。



　　　　＊



　本というものは、完結されていなければ意味がない。

　その内ない容ようはどうあれ、物語には結末を、論ろん文ぶんには結論を、そして専せん門もん書しよには完全な知識が揃そろっていなければならない。

　未完の物語は数多く存そん在ざいするが、不完全な専門書など論外だ。そこにある知識が完かん璧ぺきでなければ、それは価か値ちを失うのだ。

　だが自分はそれでもこの本を責せめる気にはならない。そもそも本というものは、一冊さつで完結するものとは限かぎらない。大切なのは、その欠けた知識を補ほ完かんするための半身を探さがし出すことだ。

　そうは言うものの、どうすれば巡めぐり会えるのだろうか？　この本と出会えたことだけでも奇き跡せきに近いのに、果たして残る一冊を手にすることなどできるのだろうか？

　いや、何としてもやらねばならない。

　自分には、その力があるではないか。

　この本を手にしたことが運命ならば、残る一冊と自分は惹ひかれあっているはずだ。

　彼もきっとそう言う。

　行こう──世界を変へん革かくする大いなる実験のために。



　　　　＊



　風が漂ただよっていた。

　漂っていたと言っても、その風を感じ取ることは人間にはできない。観かん測そく所じよも無風状じよう態たいとのデータを弾はじき出しているだろう。それは間ま違ちがってはいない。これは風と呼よぶにはあまりにかすかな匂においの流れ──これを感じ取ることができるのは、ある種の動物以外ありえない。

　だからこそ、彼が選ばれた。人間と最も古くから親しい友である存在。それは属ぞくする世界が違おうと変わりない。その鼻先は空間に散らばる匂いを嗅かぎ取り、目的のものを探し出す。単純に考えて普ふ通つうの三倍の能のう率りつを誇ほこるその鼻は、どうやらお目当てのものを探し出したようだ。

「よし……やっぱりあったか」

　彼の飼かい主──と呼ぶにはいささか語ご弊へいがあるが、すくなくとも主人には違いない学生服の少年が満足げに言った。

　やはり自分の考えは間違っていなかった。

　ついに自分は大いなる知ち識しきを完成させることができる。

　小さな感動で湧わき立つ胸むねを押さえ、眼がん前ぜんの建物を見つめる。

　予期せぬ人物がその前に立っていた。

　いや、ある意味では当然だろう。ここは彼の庭と呼ばれる場所なのだから。

「悪いがもう閉へい館かんだ」

　読破が図書館の扉とびらを背せにしながら言った。

「お前の目的はわかっている。探している品は、この本だろう。ここに来るとは目の付け所がいい。そちらの彼の力かな？」

　彼と呼ばれたのは一匹ぴきの犬だった。

　一匹と言っていいかはわからないが、少なくとも体は一つしかない。

　常じよう人じんならば自分の目と精せい神しんを疑うたがうに違いない象ぞうを超こえる巨体も規き格かく外がいだが、何よりおかしいのはその首から生えた三つの頭だ。漆しつ黒こくの巨きよ躯くを持つ魔ま犬けんは、三つ首を備そなえる異い形ぎようの獣けものだった。

　ギリシア神話に起き源げんを持つその獣の名は、少しでも神話や伝説に造ぞう詣けいがあるものならばすぐに思いつく。しかしこの状じよう況きようはいかに想そう像ぞう力りよくが豊ゆたかでもそうはいくまい。

　神話でしか語られるはずのない獣が現げん実じつに存在し、平へい凡ぼんにみえる少年に従したがっている。

　それを可か能のうとしたのは古いにしえより伝わる召しよう喚かん術じゆつと呼ばれる秘ひ術じゆつ──それは本来なら歴史に残されていない、禁きんじられた異界の技ぎ術じゆつだ。

　だがそれを使し役えきする者が現あらわれた。

　封ふう印いんする者も、また。

　対たい峙じした二人の少年は、昨夜と同じ──だが召喚士は顔を隠かくさない。見られたとしても、始末すればいい。そう覚かく悟ごを決めたのだろう。

「地じ獄ごくの番犬ケルベロスを警けい察さつ犬けん代わりとはな。なかなかいいセンスをしている。１─Ｂ、白しら川かわ守まもる君」

「なっ………」

　呼ばれた名が真実であることの証しよう明めいに、彼の顔から血の気が失うせた。

　読破にまつわる伝説の一つ──彼は図書館の利用者全すべての顔と名前を暗記している。

「……噂うわさは本当だったんだ。新入生の僕ぼくでさえ、もう覚えてるなんて」

「数回図書館に来て、本を借りた。それだけで充じゆう分ぶんだろう。すでに君の素す性じようは異い界かい図書館に報ほう告こくしてある。仮かりに今日この場で私の手を逃のがれたとしても、君は世界中の異界司し書しよから追われる身だ。それでもまだ抵てい抗こうするか？」

「そんな連中なんて関係ないさ……僕にはこれがある」

　白川が右手の古書を掲かかげ、その存そん在ざいを誇こ示じした。

　図書館での彼はおとなしそうな小こ柄がらな少年だったが、今は自信に満ち溢あふれている。

　その自信の源みなもとである古書を一いち瞥べつし、読破は肩かたをすくめた。

「『幻げん獣じゆう召しよう喚かん指し南なん書しよ　上じよう巻かん』……それをどこで手に入れた？」

「あなたに言う必要はないよ」

　不ふ敵てきに言い返す白川に、名前を呼ばれたときの動どう揺ようはなかった。異界司書たる読破ならば、昨夜の邂かい逅こうで本の題名を読み取ってもおかしくはない。

　平へい凡ぼんな少年に古の召喚術を授さずけた“〝戒かい書しよ”〟──その名は『幻獣召喚指南書　上巻』だった。それを知ったとき、読破はすでに白川より先に動き出していた。

　彼が黒本と共に小こ脇わきに抱かかえていた古書を露あらわにしたとき、白川の瞳ひとみはそこに釘くぎ付づけとなる。

　その古書の装そう丁ていは、自分の手にあるものと瓜うり二つ。唯ゆい一いつの相違点はその題名だけだ。

『幻獣召喚指南書　下巻』──求めるべき知識の半身は、読破の手の中にあった。

「どうして、どうして……アンタが………」

　歯は噛がみする白川に、読破は無む表ひよう情じようを貫つらぬいた。

　彼にしてはどうということではない。

　全ては地下書庫に下りたときに遡さかのぼる。

　あのとき、読破はこの本を探さがすためにあの場所に赴おもむいた。

　そう──あの地下書庫の蔵ぞう書しよには、一いつ般ぱんの本と交じって数多くの“〝戒書”〟が存在する。それも、異界図書館の歴史でも類を見ないほどの規き模ぼで。

　これは明らかにこの地下書庫の元の主による“〝戒書”〟の積極的収しゆう集しゆう、及および隠いん蔽ぺいの意い志しが見て取れた。もちろん発見と同時にこの場所は異界図書館の管理下に置かれ、速すみやかに「回収」が行われた。しかしそれはあくまでも一部のみに留とどまっており、数多くの“〝戒書”〟がまだ手つかずで残っている。

　昨夜の一いつ件けんで白川の持つ“〝戒書”〟の題名を知った瞬しゆん間かん、彼は即そく座ざに対ついをなす「下巻」の存在に思い至いたった。それが白川の手にある可か能のう性せいも充分にある。しかし、彼が二度までもこの学園で召しよう喚かん実験を行った理由を考えたとき、胸むねに一つの仮か説せつが浮うかんだ。

　見つかる危き険けんを冒おかしてまでこの学園に固こ執しつする──それは、ここから離はなれられない理由があるのではないか？　その理由に思いを馳はせたとき、白川が下巻を手にしていないという考えが生じる。下巻を探しているからこそ、彼はこの学園にこだわっているのではないか？

　だとすれば、無む論ろん速やかにその下巻は回収しなくてはならない。そしてこの学園で“〝戒書”〟が隠されているとすれば、まず地下書庫しかない。

　半ば賭かけに似にた探たん索さくは成功し、読破は敵に先んじて下巻の「回収」に成功したのだ。

　そんな事情を知らない白川は、改めて読破という男の危険性を実感した。やはり彼は危険すぎる。

「やっぱり凄すごい……コイツより早く探し当てるなんて」

「発想は悪くなかった。ケルベロスの鼻で同じ匂いのする本を嗅ぎあてるとはな。だが本は貸かし出し禁きん止しだ。そして君の持つ上巻も『回収』させていただこう」

　読破は一歩踏ふみ出し、その右手を差し出した。

　眼がん前ぜんの少年の傍かたわらには自分に対して明らかに敵てき意いを持ち、常じよう人じんなら身体異い状じようを引き起こす毒々しい妖よう気きと血の気に狂くるった獣けものがいる。

　だが彼はまったく臆おくしていない。

　異界司書にとってこれはあくまで日常であり、片かた付づけるべき仕事にすぎない。このような異界の存在の召喚法を記した魔ま道どう書しよは戒書としては最もスタンダードなものであり、若わかい読破も多くの書を「回収済ずみ」にしてきている。

「……さすがだね。でも、僕にはそれが必要なんだ。渡わたさないのなら……」

　にわかに辺りの空気がざわめいた。図書館で見かけたときのおとなしそうな色白の生徒が、精せい一いつ杯ぱいの殺意を剥むき出しに読破を威い圧あつしている。

「これを手に入れてどうする？」

「わかっているんでしょう？　この上巻だけでは、まだまだ大きな召喚術はできない。より大きな術を使うためには、その下巻が必要なんだ。痛いたい目にあいたくないんならそれを早く渡してください」

「私の返事はわかっているはずだ。これは異界図書館に送られるべき品──君の本も同様だ。そちらこそ渡してもらおうか？」

　まったく譲ゆずる気のない読破を、白川は鼻で笑った。

「はっ、そちらの本を渡さないならまだしも、僕の本をよこせ？　異界司書は他人の本をぶんどってもいいのかな？」

「殺人者から拳けん銃じゆうを奪うばい取ることに、何の問題がある？」

「なんだって………？」

「君の場合もそれと同じだ。本来、本に罪つみはなく凶きよう器きでもない。だが異界図書館から“〝戒書指定”〟された本は違ちがう。不用意に使えば周りの人間はおろか、この世界の在あり方まで変えてしまうかもしれない危険なものだ。それが著ちよ者しやの真意も、書かれた内ない容ようも理り解かいできない愚おろか者の手にあるのは、チンパンジーに核かく兵へい器きのボタンの管理を任まかせるようなものだ」

　嘲あざけりとしか言いようのない宣せん告こくが、守の激げき情じように火をともした。

「愚か者……？　アンタに何がわかるっていうんだ？　すばらしい知ち識しきがそこにあるのなら、使わない方がどうかしてる！」

「ミジンコが相そう対たい性せい理論を使いこなせるか？」

　あきれたような問いに、白川は幻げん獣じゆうを操あやつる言こと霊だまで答えた。読破を指差し、ケルベロスに命じる。

「行け！」

　主あるじの命令を受け、三つ首の獣がけたたましい咆ほう哮こうと共に襲おそいかかる。

　読破は避よけも逃にげもせずに、

「この鳴き声……噴ふん水すいを壊こわして、守しゆ衛えいを殺したのは貴き様さまか？」

　とだけ訊きいた。

　その静かな言葉の裏うらにある怒いかりに、守だけでなくケルベロスまで動きを止めた。噴水の一件は、ケルベロスの召喚に初めて成功したときの代だい償しようで、まだ制せい御ぎよのきかない魔物は、破壊本能のままに図書館前のこの場所で暴あばれたのだ。その一部始終を目もく撃げきした守衛がどうなったかは言うまでもない。死体が学園から離れた場所で発見されたのは、せめてもの隠蔽工作の結果だ。

「責せき任にんはとってもらうぞ」

　言うや否いなや、読破の右手が平手打ちの要よう領りようでケルベロスをはたく。その手には当然読破の武ぶ器きとなるあの黒本がある。

　手て加か減げんなしの一撃にケルベロスは吹ふっ飛び、守の後方に投げ出されてピクリとも動かない。最も早はや腕わん力りよくうんぬんのレベルを超こえた所業に、守は異い界かい司書の実力を知った。悠ゆう然ぜんとこちらに歩いてくる読破に、守は蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように動くことができない。

「お、お前一体……」

「君も知ってのとおり……ただの図書部長兼けん異界司書だ」

　読破が本を構かまえる。学園の誰だれもが知る恐きよう怖ふの光景──新入生の守も、すでに読破の数々の伝説は知っている。それを思い出したとき、選せん択たく肢しは一つしかなかった。

　所持する上巻だけでも死守するため、背せを向けて全速力で逃げさる。

　読破はそれをはるかに上回る速度で前に回りこみ、黒本を白川の手首に振ふり下ろした。

「がっ……」

　小さな呻うめきと共に、白川の手から『幻獣召喚指南書　上巻』が滑すべり落ちる。読破は地面に落ちる前に素す早ばやくそれを拾い上げたが、本の優ゆう先せんは敵てきの逃とう亡ぼうを許ゆるした。

　白川は一いつ瞬しゆん後ろ髪がみを引かれる思いで本を見たが、すぐに思い直して走り去った。

　読破は追おうとはせず、それよりも本の状じよう態たいとその真しん贋がんを確かく認にんした。

　装そう丁ていの触しよつ感かん、中の文章の内容は手にする下巻と等しく、これが『幻獣召喚指南書　上巻』であることは間違いない。これでひとまず「回かい収しゆう」は終しゆう了りようした。

　残る白川の行方ゆくえも気になるが、素性が割われた以上、捕ほ縛ばくは時間の問題だろう。今は目の前の仕事を片かた付づけねばならない。

『幻獣召喚指南書』上下巻を携たずさえ、未いまだ自分の一いち撃げきで昏こん倒とうしたままの異界の獣けものの下もとへ行き、上巻を開く。中の文章はラテン語にアナグラムなどを加えた暗号に近いもので書かれているが、異界司書としての研けん鑽さんを積んだ読破には苦もなく読み解とけ、スムーズな詠唱が高々となされた。

「汝なんじ、己おのれがあるべき世に戻もどれ」

　命令と共に、地面を光の線が舞まう。円形と幾き何か学がく的な模も様よう、そして魔ま力りよくを生じさせると言われるルーン文字で構こう成せいされた魔ま法ほう陣じんが、ケルベロスの横たわる地面に浮うかび上がる。魔力を帯びた言こと霊だまが現げん世せと異界の境きよう界かいをごくわずかな間だけ歪ひずませ、魔法陣に束つかの間だけ異い界かいの扉とびらの役目を持たせる。陣から閃せん光こうが吹き出し、それがやんだとき異界の獣はもう姿すがたを消していた。その場も平へい穏おんを取り戻し、ケルベロスが撒まき散らしていた妖よう気きも感じられない。

　ようやく仕事が一いち段だん落らくしたのを感じたとき、軽く肩かたが叩たたかれた。

「さすがだね」

　──！

　声の主には覚えがある。なのに、読破は振り返らなかった。いや、振り返れなかった。その身を揺ゆるがす衝しよう撃げきと畏い怖ふのために。

「相変わらずの敏びん腕わんぶりだ。僕も鼻が高い」

「………！」

　ようやく通つう常じようどおりの反はん応のうを示しめし、読破が振り向きざまに黒本を振りかざす。だが斃たおすべき敵はすでにいなかった。残ったのは紛まがいようのない彼の気配、そして──

「……やられたか………」

『幻獣召喚指南書』は二冊さつとも読破の手の中にある。

　だがそれに匹ひつ敵てきするものが盗ぬすまれていた。



    

  
    
      　第三章　その息吹いぶき、兇きよう悪あくなり






　その時間、図書館はひどく静かだった。

　その場所の主たる少年により、常つね日ひ頃ごろから静せい謐ひつが保たもたれている場所ではあるが、この時間帯はそれこそ本を開く音、ページを繰くる音さえしない。

　開館前の早朝──この時間に図書館にいる人間といえば、二人しかいないため、それは当然のことだろう。

　そのうえ今いるのは一人だけ、しかも図書館の静謐が具ぐ現げん化かしたような少年だ。

　人より早めの登校後、読どく破ははすぐさまこの図書館に向かい、準じゆん備び室しつに入っていた。まだ鍵かぎも開いていない図書館に入れたのは、彼が合鍵を所持しているからである。

　何な故ぜ一いつ介かいの図書部長が学校の施し設せつの合鍵を所持しているかは、読破にまつわる七不思議の一つでもあるが、相手が相手だけに訊きいてくる者はいない。仮かりに訊いたとしても、読破は答えないだろう。彼が図書館の出入りに拘こだわる理由は、異い界かい図書館絡がらみなのだ。

　こうして早朝に訪おとずれたのも、全すべては異界司書の仕事のためだ。

　読破は準備室を訪れると、昨夜「回かい収しゆう」した二冊の戒かい書しよを携たずさえ、あの奇き妙みような石板の前に座すわり込こんだ。神妙な面おも持もちで石板に触ふれてみるが、何の変化もない。昨日までは彼を受け入れ、地下書庫へと招まねいていたのに。

「やはり駄だ目めか………」

　力なく呟つぶやき、読破は立ち上がった。

　今の自分にあの地下書庫は訪れることはできない。

　何故ならば、鍵となるべき栞しおりがないからだ。

　昨夜の奇妙な男は、二冊の本に手を出さなかった代わりに、黒本から栞を抜ぬき取っていた。それはある意味で戒書を奪うばわれるより性た質ちが悪い。

　異界司書がそれぞれ持つ栞──それは彼らの仕事のための様々な能のう力りよくが付加されており、時には異空間に存そん在ざいする異界図書館への扉とびらを開きもする。

　回収を成功させた以上、当然読破は栞の力で異界図書館に赴おもむき、戒書を預あずけなくてはならない。それが行われて初めて“〝回収”〟は終しゆう了りようとなる。

　しかし栞を奪われた読破にはそれができない。とりあえず向こうに連絡して人を遣つかわしてもらうことになったが、それまでは自分で管理することになる。とは言っても白しら川かわや昨夜の男がいる以上、極きよく力りよく安全な場所に隠かくしたい。そこで目を付けたのが地下書庫だったが、栞がない以上、そこも利用はできなかった。

　ダメ元で試ためしてみる気になったのは、昨日栞を持っていないはずの綴つづるが地下書庫に入ったからだが、結局予想通り──だがそうなると余よ計けいに綴の侵しん入にゆうが不ふ可か解かいになる。

「何故、彼女は……まさか………」

「何なのよ？」

　興きよう味み津しん々しんな声に振ふり向くと、真ま由ゆが本ほん棚だなの後ろから顔だけ出して覗のぞいている。

「どうしたの、こんな時間に？」

「……別に何でもありません」

「嘘うそばっかり。ねえ、教えてよ～」

　間ま延のびした声にうんざりした表ひよう情じようを見せ、読破はいつものように荷物を積んで石板を隠した。

「ねえ、昨日何かあったの？　樹いつきさんと二人っきりだったんでしょ？」

「それが何か？」

　適てき当とうに相あい槌づちを返し、読破は出入り口へと歩き出した。もうホームルームの始まりが近い。

「べっつに～。そういえば、あの娘こ、いつもあなたのこと見てない？」

　真由にしては珍めずらしく洞どう察さつ力りよくを発はつ揮きしたが、生あい憎にくからかう相手が悪い。学園一の美少女の視し線せんより、彼にとっては仕事が大事だ。

「彼女が誰を見ようと勝手です。それより、今日は昼休みにきちんとカウンターにいてください」

「どうしてよ？」

　真由は意外そうに訊くが、元々自分の仕事だ。それを完かん璧ぺきに忘わすれられるのがこの女である。

「……今日は少々用事がありまして」

「何、デート？」

「違ちがいます」

「あらそう？　でも何で私なの？」

「本来は誰の仕事か、胸むねに手を当てて考えてください………！」

　怒ど気きを押おし殺した言葉を残して二冊さつの戒書と黒本を小こ脇わきに抱かかえ、急ぎ足で自分のクラスへ向かう。

　あるいは、ホームルームが始まることへの焦あせりが彼に後の失しつ策さくを招まねいたのかもしれない。

　もしこのとき、せめて睦むつ美みに図書館を任まかせていれば、事じ態たいは大きく変わっていただろう。

　図書館という神しん聖せいな場所を、己おのれの仕事を認にん識しきしていない者に任せた過あやまちは、やがて彼に大きく仇あだなす。





　昼休み。

　それは学生生活の娯ご楽らくとしてはかなり大きなウェイトを占しめる時間だ。

　このところ殺人事じ件けんという暗い話題が学校を席せつ巻けんしているが、それでも昼休みとなれば多くの学生は解かい放ほうの時間に酔よいしれる。

　３─Ａの教室でもそれは変わりなく、生徒達は皆みなそれぞれの楽しみを満まん喫きつしていた。

　その中で、読破だけが一人思し索さくにふけっていた。

　集中できるこの時間、読破は今回の一件を脳のう内ないで整理していた。

　戒かい書しよの回かい収しゆうには成功したものの、白川の行動にはやや疑ぎ問もんが残る。

　確たしかに、読破が本を手にした隙すきに逃にげるのは最適な方法かもしれない。だが彼は明らかに戒書に執しゆう着ちやくしていた。それをあそこまで簡かん単たんに手放すとなると、読破が今まで対たい峙じした敵てきの中でも類を見ない行動だ。今までの相手はどのような目的であれ徹てつ底てい的に戒書に執着し、禁きん断だんの知ち識しきを手に入れることに対し、それなりの覚かく悟ごと信念を持っていた。

　しかし白川は違う。

　直ちよく接せつ対峙した経けい験けんから言えば、彼はかなりの小物だ。そんな彼が読破を恐おそれ、急に戒書への興味を失った──それはある程てい度ど論ろん理り的に正しいかもしれない。だが彼はすでに人を一人手にかけている。あの不敵な態たい度どからは、それを悔くいている様よう子すは一いつ切さい窺うかがえない。

　そんな精せい神しんの持ち主が昨夜のような行動を取るのは、読破の経験からするとやはり不可解だった。

　その矛む盾じゆんを説明する仮か説せつが、一つだけあるにはある。

　それは彼の背はい後ごにいると思われる存そん在ざい──栞しおりを奪うばい去ったあの男だ。

　彼がいるから、白川は戒書に執着しなかった。彼さえいれば後にそれを奪だつ還かんすることも可か能のうである──そう考えたのかもしれない。おそらく、彼は戒書の奪還を前ぜん提ていとして栞を奪ったに違いない。

　では白川の背後にいるのは誰か？

　おそらくは彼に『幻げん獣じゆう召しよう喚かん指し南なん書しよ』の上巻を与あたえ、一いつ介かいの高校生にあの複ふく雑ざつ怪かい奇きな文章の解読法を示しめした者。

　その名はすでに読破の中にある。

「やはり……あなたか。今度も繰くり返す気か……だがそうはさせない」

　熱い決意を口に出し、読破はようやく立ち上がった。彼を遠目に見ていた交友のないクラスメイト達が怪け訝げんな顔をしているが、それは気にしない。

　いつもの黒本に加え、二冊さつの戒書というやや重めの荷物を小こ脇わきに抱かかえて教室を出て行き、白川のクラスに向かう。

　目的は彼にまつわる情じよう報ほう集めだ。

　しかし当然と言うべきか、白川は欠席だった。とりあえず担たん任にんに自じ宅たくの住所でも訊きこうと思い廊ろう下かに出ると、思いがけず綴から声をかけられた。

「あれ、部長何してるんですか？」

「……ちょっとな。そういえば、君はこのクラスだったな」

「はい」

　頷うなずく綴の隣となりには香か奈なもいた。こちらは読破を値ね踏ぶみするような目でじろじろと眺ながめている。

「ちょっと訊きたいんだが、このクラスの白川というのはどういう生徒かな？」

「え、白川君ですか？」

「あの子、保ほ健けん室しつ登校だから教室に顔出しませんよ」

「ほう………」

　香奈の言葉で、昨日の彼が思い出される。交かわした言葉は少なく、対峙した時間も短いが、あの少年の奥おく底そこには何か暗いものが澱よどんでいるような印象を受けた。入学早々、保健室登校の理由も、その辺りにあるのかもしれない。

「なるほど……どうもありがとう」

　礼を言って去ろうとする読破に、綴が尋たずねた。

「あの、どうして白川君のこと訊いたりしたんですか？」

「大たい罪ざいを犯おかした」

　ビクッと綴を含ふくめた周辺の生徒に衝しよう撃げきが走った。

　奴やつは何をやらかしたのか。

　いかに新入生とはいえ、怖こわいもの知らずにもほどがある。読破に見つかったら最後、黒本の裁さばきは免まぬかれない。

　戦々恐きよう々きようの綴達を残し、読破は次の目的地である職しよく員いん室しつに向かった。担任教きよう師しが保健室登校の生徒をどれだけ理り解かいしているかは正直期待できないが、今は行くしかない。

　職員室に入り、国語教師の机つくえが集まっている区く域いきに出向くと、求める人物は座すわって仕事中のようだった。

「すいません、よろしいですか？」

「うん、月つく詠よみか？　珍めずらしいな、どうした」

「少しお訊きしたいことがありまして。お仕事中に申し訳わけありません」

「気にすんな、どうせこの後にある五限げんの授じゆ業ぎようの準じゆん備びだしな。大体終わってる。でも、珍しいな」

　白川や綴の担任教師、備び前ぜん一かず樹きは珍しい訪ほう問もん者しやに軽い驚おどろきを示しめした。読破が一年のときにクラスの国語を担当して以来、どちらかといえば親しい仲ではあるものの、職員室まで訪ねてこられることは滅めつ多たにない。

　生徒が職員室まで自分を訪ねてくる理由は色々あるが、その中でも授業のわからない箇か所しよを訊くという理由は多いだろう。だが読破の場合、まずそれがありえない。むしろ、自分の方が教えられることが多かった。

　現げん代だい文ぶん・古文を問わず、読破は教科書に載のる全すべての内ない容ようを授業で学習するよりはるかに深く理解している。そのレベルは教師をもはるかに凌しのぐため、教える側としてはやや扱あつかいの難むずかしい生徒でもある。授業中に自分のミスを指し摘てきされることも多々あり、専せん門もん分野でありながら知ち識しきの無さを露ろ呈ていすることも多い。そのため、今まで彼を受け持った教師の中には、彼の存そん在ざいを敬けい遠えんする者もいた。だがこの備前は気さくな性せい格かくで、読破の能のう力りよくも素す直なおに受け止めて評ひよう価かしているため、彼が三年となった今も割わり合あい良好な関係が保たもたれている。

「先生のクラスの白川という生徒について、少々お訊きしたいのですが」

「白川……？　何でまた、お前が気にしてるんだ？」

「実は親同士が知り合いでしてね。私の母親も彼のことを気にしています」

　真っ赤な嘘うそをスラスラと淀よどみなく話すと、備前はすぐに信用したようだ。成せい績せき優ゆう秀しゆうな生徒というのは、こういう場合得をする。

「そうか……なら、大体の事情はわかってるだろうな。正直、俺おれも参ってる。昨日から家にも帰ってないとはな………」

　──昨日から……？

　読破の目がかすかに細まる。昨日からということは、それまでは普ふ通つうに家に帰っていたことになる。

　守しゆ衛えいを殺した夜も、読破と初めて対たい峙じした夜も。

　それが何な故ぜ昨日だけ？　読破との時間が彼にそれだけのことをもたらしたか、あるいはその後で何かが起こったか？

　疑ぎ問もんはあくまで内に抑おさえ、読破は備前が言葉を紡つむぐのを待った。

「アイツ、教室にほとんど顔を出さなくてなあ……。別に勉強が嫌きらいってわけじゃない。入試の成績もいいし、宿題もきちんと提てい出しゆつしてる。ただ、学校って場所がどうも苦手らしくてな……不登校でない分マシだが、保ほ健けん室しつ登校を続けている」

「そうですか」

　読破の声には何の驚きもない。よく聞く話だ。学校を社会の縮しゆく図ずとするのなら、社会に脱だつ落らく者しやがいるように、当然学校にも馴な染じめない者がいる。良いも悪いもなく、それはごく当たり前の現象なのだ。

「先生は、彼がそうなった理由をご存ぞんじですか？」

「一いち応おうな。中学のころ、イジメがあったとは聞いてる。本当は高校にも行きたくなかったらしいが、親おや御ごさんがそれを許ゆるさなかったみたいだ。まあ、この成績なら確たしかに勿もつ体たいないけどな………」

　そう言いつつも、備前の顔には迷まよいが見えた。教きよう師しとしては白川が普通に授業を受けるのが望ましいのだろうが、彼個こ人じんの考えとしては必ずしもそうではないようだ。

　高校は義ぎ務む教育ではないわけだし、勉強するだけなら他ほかにいくらでも道はある。生徒の人生を本当に考えるのなら、学校という選せん択たく肢しは必ずしも絶ぜつ対たいではない──それが備前の本ほん音ねだろう。熱血とはいかないまでも、常つねに生徒のことを親身になって考える彼らしい考えだ。

　読破もその考えには共感できるが、白川という一生徒に関しては別だ。彼はすでに人を一人殺あやめ、その数は今後も増ふえる恐おそれがある。

　それを知らず、備前も白川の両親も彼の行方ゆくえを心配している。自分の任にん務むに対して迷いはないが、目の前の備前を見るとさすがに読破の胸むねも痛いたんだ。

　どの道これ以上話しても有ゆう益えきな情じよう報ほうは得られないと判はん断だんし、読破は礼を述のべて職しよく員いん室しつを出た。その途と端たん、マナーモードに設せつ定ていした携けい帯たい電話が懐ふところで振しん動どうした。異い界かい図書館からの連れん絡らくを予想して持ち歩いていたが、どうやら正せい解かいだったようだ。連絡の内容は、おそらく二冊さつの戒かい書しよの回かい収しゆうについてだろう。

「メールか……珍しいな」

　普ふ段だんとは違ちがう連絡法に戸と惑まどいつつ、周囲の視し線せんから逃のがれるように廊ろう下かの隅すみで内容を確かく認にんする。

　そして彼の表情は凍こおりついた。

　送信者は、さっき会ったばかりの綴だった。

　それはまだいい。図書部の一員として、彼女には電話番号とメールアドレスを伝えてある。問題は本文の内容だ。



　図書館で待つ。二冊の本を持ってすぐ来い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白川



　最悪の状じよう況きようが頭を駆かけ巡めぐり、読破は三冊の本を抱かかえたまま全速力で駆け出した。

　廊下を突つき抜ぬける疾しつ風ぷうが、後にまた一つ読破の伝説を創つくり出す。

　とにかく鬼き気き迫せまる勢いきおいのその走りを見た陸上部の短たん距きよ離り走そうのエースが、

「負けた……」

　と呟つぶやいたという。

　真しん偽ぎのほどはともかく、今の彼を追い抜こうなどと考える者は皆かい無むだろう。邪じや魔ますれば間違いなく殺やられる。そんな気配が彼の走りにまとわりついていた。

　柄がらにもなく息を切らしながら図書館の扉とびらを開ける。

　そこだけ時が止まっていた。

　誰だれもが動いていない。

　ある者は本を手に取ったまま、ある者は席についたまま、動作の一いつ瞬しゆんをコマ送りにして抜き出したように、そのままの姿し勢せいで硬こう直ちよくしている。

「どういうことだ……」

　さしもの彼もこんな状況は予よ測そく外がいだった。生徒の安あん否ぴも気になるが、まずは地下書庫の状況確認が先と考え、脇わき目めも振らずに図書準じゆん備び室しつに向かう。いかに焦あせっていようと、図書館に入った途端、歩行から足音が消えるのはいかにも読破らしい。

　だが表情は大きく乱みだれた。

　図書館中央のホール、そこには予想通り最悪の状況が待ち受けていた。

「待ってたよ……月詠さん」

　ひきつった笑えみを浮うかべ、白川は彼を見つめていた。

　その腕うでの中にはさっき話したばかりの綴が囚とらわれていた。

　顔にはナイフがつきつけられ、抵てい抗こうすれば即そく一生ものの傷きずをつけられる。

　彼女の怯おびえきった瞳ひとみは読破と銀の刃やいばを交こう互ごに見つめ、救いを懇こん願がんしていた。

「彼女は関係ないだろう……放せ」

　呼よびかけるうちに、読破はこの状況を見定めていった。

　おそらく綴は読破と話した後、すぐに図書館に赴おもむいたのだろう。そして白川に捕とらえられ、携帯電話で連絡させられた。足あし下もとに落ちた携帯電話を見ればそれはわかる。

　問題はこの奇き妙みような光景──完全に静止した図書館だ。

　──やはり召しよう喚かん術じゆつか。目的は、利用者全員の人ひと質じち………！

　おそらく、読破の見立ては当たっていた。

　白川は焦あせってこそいるものの、その表情は彼の優ゆう位いを示している。



    

  
    
      　不特定多数の人質と、今抱えている切り札。

　どちらも読破にとっては致ち命めい的だった。

「アンタと話をする気はない。早くその本を渡わたせ！　でないと、僕ぼくは……！」

「もう少し落ち着いて静かに話せ。ここは人々が静せい謐ひつと安らぎを求める場所だ」

「うるさい、早くしろ……！」

　声を荒あららげた白川に、交こう渉しようの余よ地ちはなかった。時間稼かせぎも無理だろう。

　しかも今の読破には武ぶ器きとなる栞しおりはなく、距離も味方していない。白川との距離はざっと五メートル、取り押おさえる前に綴が犠ぎ牲せいになるのは目に見えていた。

「早くしろ！」

　苛いら立だつ相手は、迷まよう時間すら許ゆるさない。

　読破に残された選せん択たく肢しは、もう二つしかない。

　内面の葛かつ藤とうを無む表ひよう情じようで隠かくしつつ、綴を見つめる。

　その怯えた瞳、震ふるえる体──明らかに自分に助けを求める無力な少女。だが彼女の中にあるもう一つの想おもいを、読破は捉とらえた。

　状況はまったく呑のみ込こめていないが、自分のせいで彼が苛か酷こくな決けつ断だんを迫られているのはわかっている。そして、それを彼女自身が悔くいていることを。

　あるいは睦美ならば自分を見み捨すてて、と叫さけんだかもしれない。

　だが綴にそこまでの覚かく悟ごも理由もない。だが、その瞳はこう言っていた。

　ごめんなさい、と。

　それに気づいたとき、選択肢は一つとなった。

　迷いを振ふり切るように目を閉とじ、感情を押おし殺した声を出す。

「わかった。本を渡そう。彼女を放せ」

「本を渡してからだ！　そこに置いて、後ろに下がれ！」

　読破は相手の要求通りに二冊さつの戒かい書しよを床ゆかに置き、そのまま後ろに下がった。

　充じゆう分ぶんに距離が開くと、白川は綴を捕とらえたまま、警けい戒かいしつつ本を手に取る。

　ようやく戻もどった上じよう巻かんと新たに手に入れた下巻。

　入手の喜びが油ゆ断だんを生む可か能のう性せいもあったが、白川はそこまで無能ではなかった。感情を不ふ敵てきな笑みのみで表し、読破の後方にある出入り口の扉まで慎しん重ちように歩く。

　ここにきてようやく完全な勝利を実感し、彼はそれまでの重い空気を打ち破やぶって声を上げた。

「はは、最強の図書部長とやらも形無しだな。そんなにこの娘こが大事なのか？」

「この図書館に来る者は皆みな大事だ。それが本を愛する者なら、なおさらな」

　読破は振り向かない。

　全すべての感情を捨て去った声で、ただ淡たん々たんと語っていく。

「そうかい！　でも、異い界かい司書も甘あまいんだな、戒書より人の命が大事なのかな？」

　白川は熱に浮うかされたように声を上げ、まだナイフを押しつけたままの綴を見た。

「よかったね、優やさしい上司で。これから僕が召しよう喚かん術じゆつを使うことをわかっていながら、君を助けるなんて」

「召……喚……？」

　ようやく声を出せたものの、綴にはわかるはずもない。読破の背せも、自分に対して無口だ。

「そうさ、異界の獣けものを呼よび出す召喚術。それがこの本の力……！　そんなすばらしいものを、アイツは僕から取り上げようとしたのさ。まあ、結局僕の勝ちだけどね……！」

　狂くるったように笑う少年は、嗜し虐ぎやくの喜びに満ちていた。彼はこのまま綴に全てを暴ばく露ろし、読破をなじり続けたかったことだろう。

　それを限かぎりなく冷えた声が止めた。

「そのへんにしておけ」

　相変わらず感情はこもっていない。だが、けして抗あらがうことを許さない気き迫はくに溢あふれている。

　一いつ瞬しゆん白川も怯ひるむが、綴を解かい放ほうしていない以上、まだ優位は彼にある。

「いいのかい、そんな態たい度どとって？　大事な後こう輩はいが………」

「やってみろ」

　にべなく言って読破は振り返った。

　その瞳ひとみに射い貫ぬかれた瞬間、白川のみならず彼に救いを求めていた綴でさえ血が凍こおりついた。

「やってみろ。だがそのときはお前も死ぬ」

　それは警告ではなく、完かん璧ぺきに予定された未来だった。

　読破の発する殺気と呼ぶのも生ぬるい威い圧あつ感は、白川の行動次し第だいで間ま違ちがいなく彼に死をもたらすことを確かく信しんさせる。

「勘かん違ちがいするな……お前の安全は彼女によって保証されている。もしお前が彼女を殺せば、私はためらわずにお前を殺して戒書を奪うばい返す。運良くこの場を逃のがれたところで、貴き様さまがこれ以上戒書で人を殺あやめれば、地の底まで追い詰つめて殺す。いつ死ぬか、好きな方を選べ」

　選択の自由はあっても、余よ裕ゆうはなかった。

　どちらに転んでも自分の末路は決まっている──そう暗あん示じさせる言葉であり、瞳だった。

　冷たく心を射貫くそれが、今均きん衡こうを破って近づく。

　読破が初めて己おのれの意い志しで一歩踏ふみ出したとき、白川は無む意い識しきに下がっていた。

「やめろ……くるな！」

　彼がもう一歩踏み込む。

　視し界かいが恐きよう怖ふで黒く染そまった。

「くるなァ！」

　絶ぜつ叫きようと共に綴を突つき飛ばし、そのまま全速力で扉とびらをくぐる。

　昨夜の再さい現げんは、読破も同じだった。

　白川を追おうとはせず、床ゆかに倒たおれた綴の下もとに駆かけ寄よる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい………」

　声が震ふるえていたのは、駆け寄る彼にも原げん因いんがあった。だが自分を支ささえる少年は、すでに普ふ段だんの己を取り戻もどしていた。

　凍いてつくような瞳も、殺気を超こえた気迫もすでにない。

「あの、あの人、一体……そうだ、香奈ちゃんもここにいるんです！」

「どこだ？」

　綴が指差した方角には、机つくえで本を読んでいた香奈がいた。もちろんその肉体は完全に硬こう直ちよくしている。

　読破は彼女の手を取り、その脈を確たしかめた。

「弱いがちゃんとある。瞳どう孔こうも通つう常じよう──あくまでも仮か死し状じよう態たい、いや、麻ま痺ひに近いか？」

　他ほかにも数人の容よう態だいを確かく認にんし、大体の分ぶん析せきは終わった。

　それを見計らい、綴が不安そうに訊きいてきた。

「大丈夫なんですか……？　香奈ちゃんとか、他の人達………」

「とりあえず命に別状はない。反はん応のうからするに、やや変へん則そく的な仮死状態だろう。体が直前の動作のまま硬直し、代たい謝しやが極きよく端たんに落ちている。意識はないようだが、すぐに元に戻るはずだ。この場所での騒さわぎは、向こうも望んでいないだろう」

「……そうですか。でも、何でこんなふうになったんですか？　私が来たら、皆みなこうなってて………」

「コカトリスだな。『その息吹いぶき、兇きよう悪あくなり』──上じよう巻かんの記き載さいは本当だったようだ」

　理解できないと想定しての呟つぶやきだったが、綴は反応した。

「え、それって、あの、ファンタジー物とかに出てくる……」

「博学だな」

　軽い驚おどろきを見せつつも、それ以上は口をつぐんだ。

　コカトリス──鶏にわとりの姿すがたをした伝説上の生物であり、その瞳ひとみを見た者は全すべて石になるとか、石化を招まねく毒息を吐はくなどといった伝でん承しようがある。今回召しよう喚かんされたのもその同類であり、この図書館の光景はその幻げん獣じゆうがもたらした「石化」の一種なのだろう。

「でも、そんなの、現実にいるんですか……？　白川君が言ってたこと、本当なんですか……？」

「…………」

　最も恐おそれていた質しつ問もんには沈ちん黙もくを貫つらぬき、読破はカウンターに向かった。

　だがいるはずの人間はいない。

　不安を胸むねに図書準じゆん備び室しつに入ると、真由が机に寝ねそべっていた。

　香奈同様に容よう態だいを確かめようとしたとき、その口元から滴したたる液えき体たいに目を引かれた。

「……まさか………」

　ある仮説を胸に、彼女の脈を取る。

　しっかりした脈動は、明らかに「石化」の影えい響きようとは無む縁えんだ。

「……氷ひ室むろ先生」

　体を揺ゆすっても反応はない。

　読破は軽く溜ため息いきをつき、今度は力を込めて机を叩たたいた。

　ドンという音と共に机が揺れ、その衝しよう撃げきでようやく真由が目を覚ます。

「あれ、月詠クン？　どしたの？」

「まずは涎よだれを拭ふいてください」

　読破の指し摘てきに、真由は初めて自分の口元の状態に気づいた。慌あわててハンカチで口元を拭ぬぐう彼女を見れば、事態を推すい測そくすることは容易たやすい。

　つまり真由はカウンターに座すわることも、石化の影響を受けることもなく、隔かく絶ぜつしたこの部屋で一人眠ねむりこけていたわけだ。しかも涎まで垂たらして。

「……氷室先生、私の頼たのみを覚えてますか？」

「ええ、ああ……まあ………」

　さすがにバツが悪そうな顔をしているが、反省の色はあまりない。

「いや、今日は利用者が少ないみたいだし、そのうち他ほかの図書部員が来てやってくれるかな～……なんて思って、自分の仕事に精せいを出してたわけよ」

「涎を垂らしながら？」

「う……そ、それは疲つかれてたのよ！　月詠クンが論ろん文ぶん手伝ってくれないから、ここんとこ寝ねてないし………」

　責せき任にん転てん嫁かの代だい償しようは、限かぎりなく冷めた視し線せんだった。

　怒いかりを通り越こしたその姿は、先せん刻こく白川と対たい峙じしたときと大差ない。

「先生、参考までに訊ききたいのですが、例えば突とつ然ぜん図書館に毒ガス兵器を持った男が侵しん入にゆうして、利用者が犠ぎ牲せいになった。ところがその図書館を預あずかる身の司し書しよは、事じ件けんに巻まき込こまれるならまだしも、事じ態たいを自覚するでもなく、空調を操そう作さして被ひ害がいの拡かく大だいを防ふせぐでもなく、利用者の避ひ難なんなど他の対たい策さくを取るでもなく、それどころか仕事もせずに閉しめきったこの部屋でただ眠りこけていた。そんなとき、その司書をどう思われます？」

「そりゃあサイッテーよ！　同じ司書として嘆なげかわしいわ」

　いけしゃあしゃあと腕うで組ぐみをしながら言い切った真由は、目の前の少年の心中に気づいていなかった。

　もし真由が女でなければ、いや、ここが図書館でなければ、多分その顔面に黒本がめり込み再さい起き不ふ能のうとなっていたことだろう。

　幸い、そのような事態にはならず、読破は無言のまま部屋を出て行く。その背せは心なしかいつもより小さくて力がない。

　ここに来てようやく真由も異い変へんに気づいたらしく、不思議そうに訊いた。

「ねえ、何かあったの………？」

　読破は答えず、そのままカウンターの傍そばで俯うつむいていた。

　上司のありえない落ち込みぶりを見かね、綴が心配そうに声をかける。

「あの、先せん輩ぱい、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……ああ。ただちょっと他人が信じられなくなっただけだ………」

「はあ………」

　状じよう況きようはかなり深刻らしい。

　実じつ際さい色々な意味で彼は傷きずついている。

　真由を叩きのめせば多少気は晴れるかもしれないが、元々彼女に図書館を任まかせたのは自分だ。もしいつものように昼休みに図書館にいれば、まずこんな事態は起きなかった。あの時点でまったく予想が不ふ可か能のうな出来事だったわけでもない。せめて自分の仕事を知る睦美に任せていれば、何らかの機転を利きかせていた可能性もある。

　先ほど真由に言ったように、空調設せつ備びを活用すれば石化をもたらすコカトリスの息吹いぶきも防げたかもしれないし、異い常じように気づいて利用者を外に避難させれば、白川も事を起こさなかったかもしれない。

　だが全ては後の祭りだ。

　唯ゆい一いつの救いは犠牲者がいないことだろうか。すでに多くの生徒が「石化」の呪じゆ縛ばくから解とかれ、後こう遺い症しようもない様よう子すで不思議そうに辺りを見回したり、体を動かしたりしている。

　それでもよかった、とは言えない。

　結局“〝戒かい書しよ”〟は奪うばわれた。

　その事実に心沈しずんでいると、聞き慣なれない足音がした。

「やあ月詠君」

　のんびりとした緊きん張ちよう感ゼロの声は、明らかに状況にそぐわなかった。

　突然現あらわれたその青年は、図書館の扉とびらからトコトコと歩いてきて読破に笑いかけた。

　年ねん齢れいはせいぜい二十代前半、温和な性せい格かくがすぐわかる容よう貌ぼうと澄すんだ瞳ひとみが、彼をまだ社会人というよりは学生のような身分に感じさせた。首のあたりまで伸のびた髪かみを後ろで一つに束ねているのも、それを助長しているのかもしれない。飾かざり気のない紺こん色いろのシャツのボタンは上から二つほど外され、痩やせた胸むねをさらしている。

「何か大変みたいだね。どしたの？」

「本を……奪われました」

「ありゃま」

　青年は少々驚おどろきの顔を作ったが、それはすぐに消え、面めん倒どうそうに頭を掻かいた。

「そっかあ、じゃあ色々訊きかないとね。とりあえず、二人で話そっか」

　読破は頷うなずき、綴をその場に残して青年と共に図書準じゆん備び室しつに入った。

「あれ、その人誰だれ、月詠クン？」

　準備室にいた真由が当然尋たずねてきたが、今の読破に答える余よ裕ゆうも意い思しもない。

「死にたくなかったら外に出てください」

　冗じよう談だん抜ぬきの視し線せんと言葉に気け圧おされ、真由は条じよう件けん反はん射しや的に頷いた。

「はい……失礼します………」

　本来の主の威い厳げんはゼロ、読破の存そん在ざいに怯おびえつつ彼女は去った。

　ようやく二人きりになると、部外者であるはずの青年はどかっと読破専せん用ようの肘ひじ掛かけ椅い子すに腰こしかけた。読破はそれを咎とがめもせず、直立不動のまま神しん妙みような面おも持もちで青年と対峙している。

「君らしくない失しつ態たいだね～月詠君」

「申し訳わけありません」

　読破は深々と頭こうべを垂たれた。そうしなくてはならないミスを自分は犯おかし、相手はそれを詫わびなければならない相手だった。

「まあ本当なら僕ぼくが来たことで『回かい収しゆう』終しゆう了りようだけど、残念だよ。それで、何が起こったのさ？」

　青年は淡たん々たんと問いかけながら、小こ脇わきに抱かかえていた新書サイズの本を開き、読破を見もせずに読み始めた。この態度が読破と彼の身分の差を如によ実じつに表している。

「敵てきが幻げん獣じゆう──おそらくコカトリスを召しよう喚かんし、図書館の利用者を石化させ、さらに私の後こう輩はいを人ひと質じちに取って戒書の譲じよう渡とを要求しました。あの場では人命を第一に考え、残念ながら渡さざるを得ませんでした。ことの原げん因いんは、私が図書館を空けていたことにあります。申し訳ありません」

　もう一度深く頭を下げた部下を見ようともせず、青年はどこか上の空といった口調で、

「そっか、まあしょうがないね。一いち応おう召喚士の顔は割われてるわけだし、うまくいけば保ほ安あん部ぶが今日中にでも捕つかまえるだろう。図書館の件けんは、おそらく君の予想通りだろうね。上じよう巻かんにコカトリスの記き載さいはあったのかい？」

「はい。昨日回収した時点で一通り目を通しておきましたが、最後の章にその召喚法が記載されていました。内容は呪じゆ文もんの詠えい唱しようと魔ま法ほう陣じんの図表で、おそらく事前に写しを取っていたと思われます。それが今回の召喚を可か能のうとしたのでしょう」

「そうか……問題は下巻だね。あれが使われる前に回収しないとね。うん、待てよ、君……下巻の方は………」

「戒めは施ほどこしておきました。時間稼かせぎ程てい度どにはなるでしょう」

　投げやりな口調が、そのままその“〝戒いましめ”〟の力を示しめしている。相手が白川だけならばいざ知らず、彼の背はい後ごにいる人物が動き出せば、長くは保もたない──そういうものなのだ。

「まあ、ただ渡すよりはマシか。解かれる前にその少年を確かく保ほできればいいけど……そうそう、地下の方は大だい丈じよう夫ぶ？」

　青年は床ゆかに視し線せんに落とした。この下に眠ねむるもの──それはあの二冊さつの戒書よりはるかに重要なのだ。

「それは大丈夫でしょう。おそらく、白川はこの地下書庫のことを知りません。問題は彼の背後にいる人物が、それを知らせる可か能のう性せいです」

　青年の目が若じやつ干かん鋭するどくなり、遠くを見み据すえた。

　彼にとっても、その黒くろ幕まくたる人物は油ゆ断だんのならない存在なのだ。

「……その黒幕とやらは、やはり彼なのかい？」

「はい。すでに一度接せつ触しよくしています。彼が背後にいる以上、次は地下書庫そのものが狙ねらわれる可能性も否ひ定ていできません」

「なるほど……困こまったねえ」

　うーむと唸うなって、彼はしばらく押おし黙だまった。それから約十分、ある可能性を考え、読破は思い切って声をかけた。

「あの……副館長？」

「え、ああゴメン、本の方が気になっちゃって」

　悪戯いたずらが見つかった子こ供どものように頭を掻かき、青年──四し海かい統とう馬まはようやく本から目を離はなした。読破の言葉どおり、彼は紛まぎれもなく異い界かい図書館の副館長、そして特とく務む司し書しよたる読破の直ちよく属ぞくの上司である。年ねん齢れいにそぐわない役やく職しよくは有能さを買われてのことだが、時折、いやかなりの確かく率りつで仕事より読書を優ゆう先せんさせるのが玉に瑕きずだ。

「ゴメンね、今いいところだったもんで……君はもう読んだ、『ヴァンデル家け殺さつ人じん事じ件けん』？」

「ええ」

「そっか……でもこれ怖こわいよねえ」

　しみじみと自分の手にある本を見つめる。保ほ存ぞん状じよう態たいは完かん璧ぺきで、新品と言ってもいい。しかしそこから滲にじみ出る雰ふん囲い気きと、その装そう丁ていからかなりの年代物とわかる。

『ヴァンデル家殺人事件』とは、中世ヨーロッパに起きたある怪かい奇きな殺人事件を扱あつかった作品で、作者はその事件の当事者であり、探たん偵てい役やくを務つとめた詩人である。詩人だけあって、その文章は事件の悲ひ惨さんさ、残ざん虐ぎやくな殺害方法や無残な死体の有様などを克こく明めいな描びよう写しやで彩いろどっていた。恐きよう怖ふ小説を苦手とする者なら、まず読めないほどの恐怖を読み手に与あたえるが、それを除のぞけば複ふく数すうの容よう疑ぎ者しやや密みつ室しつで起きた不可能殺人など、ミステリーとしての条じよう件けんを揃そろえた推すい理り小説としても充じゆう分ぶんに楽しめる。しかしそれだけならばただのノンフィクション小説、仮かりにも異界図書館の副館長ともあろうものが、仕事を棚たな上あげにしてまで読むほどの価か値ちはない。



    

  
    
      　そうこの本はただの古書ではなく、れっきとした異界図書館の蔵ぞう書しよである。

“〝戒かい書しよ指定”〟された理由はこの殺人事件の犯はん人にんが人間ではなかったことに端たんを発する。

　容疑者の中に、人の皮を被かぶった文字通りの悪あく魔まがいたのだ。犯行はうら若わかい美女を生いけ贄にえとして同どう胞ほうをこの世界に招まねくための悪魔召喚が目的であり、作中ではその凄せい惨さんかつ背はい徳とく的な儀ぎ式しきの内容も記されてあった。そのため時の教きよう皇こうの怒いかりを買い、結局出回った全すべての本が焚ふん書しよ処しよ分ぶんとなり、残った原書もその内容を危き険けんと判はん断だんした異界図書館に封ふう印いんされた。

　統馬は今怖いと言いつつその本を読んでいるが、こんな芸当ができるのも彼が異界司書であるからに他ほかならない。およそ異界司書の最高の特とつ権けんと言えば、異界図書館の蔵書を自由に閲えつ覧らんすることが可能な点だ。異界司書の多くが、この特権のために仕事をしていると言っても過か言ごんではない。それを最も体たい現げんしているのが統馬である。

「月詠君、君はこれ読んでて、途と中ちゆうで犯人わかった？」

「ええ」

「すごいねえ。僕推理小説好きなんだけど、途中で犯人わかったためしないんだよ。あ、犯人言っちゃ駄だ目めだよ。楽しみなくなるから」

「……言いません。あの、話を戻もどしてよろしいですか？」

「何だったっけ？」

「……ですから、今後の対たい策さくと、私のミスに対する処分です」

「あ、そっか」

　パンと手を叩たたき、またうーむと統馬が唸うなりだす。このあまりやる気の見えない男が出した結けつ論ろんで処しよ遇ぐうが決まるのだから、やはり読破は上司に恵めぐまれないというべきだろうか。しかし当の本人は硬かたい表ひよう情じようではあるものの、さして悲観しているようには見えない。統馬の性せい格かくと今の状じよう況きようを考えれば、最初から答えは決まっている。

「まあ、対策って言っても別にないよね。とりあえずその白川君とやらを見つけ出さなきゃ、何も始まらない。あと君のミスの方だけど、やっぱり責せき任にんは何らかの形でとってもらわなきゃいけない。例えば今回の回かい収しゆうからの解かい任にんとかね」

　様よう子すを窺うかがう統馬に対し、読破は肯こう定ていも否ひ定ていもせず、ただ次の言葉を待っている。しばらく間を置き、統馬は本を閉とじて言った。

「……けど、同時に君を頼たよるしかないという状況でもある。回収すべき本に対し、我われ々われ異界司書はあまりに少ない。解任したとしても、代わりの者を遣つかわす余よ裕ゆうはない。増ぞう援えんもまた然しかりだ。言いたいことはわかるね？」

「はい」

「今回は確たしかに君のミスかもしれない。君がここにいれば、おそらくこんな事態にはならなかっただろう。だが君のことだ、いなかったのにもそれなりの理由があるんだろう。それに君は人ひと質じちを取られていた。異界司書の仕事には、戒書による被ひ害がい拡かく大だいの阻そ止しも含ふくまれる。君の行こう為いが最さい適てきかどうかは意見が分かれるだろうが、最悪じゃないのは確かだ。この学園での回収業務は君が適任なわけだし、とりあえず今回の件けんは不問とする。また気合入れなおしてがんばってね」

「かしこまりました」

　決意を新たに、読破はもう一度深く頭を下げた。

「ところで、副館長、もう一つ気になることがあります」

「何？」

「人質になった女子生徒が、あの石板をくぐりぬけて地下書庫に侵しん入にゆうしました」

「へえ」

　これはかなり意外だったらしく、統馬も本から目を離はなした。

「ホントに？　前みたいなアクシデントじゃなくて？」

「ええ、純じゆん粋すいに彼女自身を受け入れたと思われます。石板の機き能のうの異い常じようも考えましたが、栞しおりのない私を拒こばんだので、それはないでしょう。副館長に心当たりは？」

「うーん………」

　統馬が腕うで組ぐみをして考え込こむ。彼の知ち識しきの中でも、想定外の出来事なのだ。

「やっぱり、その娘こが異い界かい司し書しよの素そ質しつがあるってのが大きいかな。僕や君はなまじ栞を使う分、それだけが異界司書としての証あかしとしてあれに認にん識しきされる。だがもしも一度もあれをくぐったことがない場合、通つう過かの基準は栞ではなく、素そ質しつがあるか否いなかになるだろう。だとすれば、あれもうっかり招まねいてしまうかもしれない。かつての君のようにね。で、その娘こってひょっとして外にいた眼鏡めがねの娘？」

「そうですが、どうして？」

「いや、何となくそんな気がしてね。同類の匂においがしたんで」

　これには読破も納なつ得とくした。彼女と出会ってからのひっかかる感覚は、やはりそれゆえだろうか。

「しかし、今後の対たい応おうはいかがいたしましょう？　ただ単に地下書庫に入っただけならまだしも、今回人質に取られたことで、今回の件に関するかなりの情じよう報ほうが漏もれてしまいましたが」

「うーん、じゃあいっそスカウトしたら？　君も一人で大変だし、もし彼女が『鑑かん定てい』の司書に育てばかなり仕事もはかどるでしょ？」

「私は反対です」

　断だん固こたる決意は、いくら上司の命令でも揺ゆるぎそうになかった。確かに統馬の意見にも一理ある。

　新たな異界司書は、特にこの学園では必要だ。

　それはあの地下書庫が未いまだに数多くの“〝戒かい書しよ”〟を擁ようする理由──異界図書館法第五条じよう「戒書以外の書物の『回かい収しゆう』を禁きんず」にある。

　これは、文字通り異界図書館へ戒書以外の書物の持ち込みを禁じたものだ。

　異界図書館はあくまでも“〝戒書”〟の封ふう印いんのためだけに存そん在ざいし、一いつ般ぱんの本に対しては不ふ干かん渉しよう、けしてその本の流通を妨さまたげてはならないという創そう設せつ以来のポリシーが明文化したこの法は、破やぶることを許ゆるされない。そのため、“〝戒書”〟とそれ以外の本を区別する「鑑定」が重要となってくる。

　異界司書の仕事は「鑑定」「回収」「管理」の三つに大別され、皆みなそれぞれの分野に特化しており、この地下書庫の整理も本来なら鑑定専せん門もんの異界司書が当たるべきである。

　だが生あい憎にくと「鑑定」専門の異界司書は他の二つと比くらべても数が少ないうえ、全員が別の任にん務むについていた。苦肉の策さくとして、先に挙げた三つ全すべてに長じたオールラウンダー、異界司書の中でも数少ない「特務司書」の読破が「鑑定」を行ってはいるが、やはり元々「回収」を専門とする彼では鑑定能力にも限げん界かいがあり、未だ地下書庫の本は“〝戒書”〟とそれ以外のものが混こん在ざいしているのが現げん状じようだ。

　それを打だ破はするためにも、「鑑定」の異界司書は必要だ。しかし周囲の人間を仕事に巻まき込むわけにもいかない。まして綴はまだ入学したての十五歳さいであの性せい格かく、どう考えても無理だ。

「……相変わらずだね。じゃあ、とりあえずそれは今回の件けんが終わるまで保ほ留りゆう、説明は君の方でしといて。機き密みつを守るにこしたことはないが、ごまかせないならある程てい度どは仕方ない。なんなら口止め料でも出そうか？」

「彼女なら図書カードの方が有ゆう効こうでしょう」

　冗じよう談だんとも本気ともつかない言葉を無む表ひよう情じようで言われ、統馬は肩かたをすくめた。

「では、これで終わりにしよっか。とにかく頑がん張ばってくれたまえ。僕ぼくも館長も、君には期待してるから。あ、そうだ、栞どうする？　今予よ備びはないけど、とりあえず新しい物を作らせようか？」

「いえ……取り戻もどします。どのみち、すぐには出来上がらないでしょう」

「そうだね。それじゃ、僕帰るよ」

　統馬が椅い子すから立ち上がって出て行こうとするのを、読破が呼よび止めた。

「副館長、あなたが私ならどうしましたか？」

「どうって？」

「彼女を見み捨すてて白川を捕とらえるか、あるいは私と同じ行動をとるか……どちらです？」

　その問いは発問者の迷まよいそのものだった。

　間違ったことをしたとは思っていない。

　だが正しかったと胸むねは張れない。

　だから彼に答えを訊ききたかった。

　しかし、返ってきたのは答えとは到とう底ていよべないものだった。

「えー、何でそんなこと答えなきゃいけないのさ？」

「……いえ、あくまで参考までに」

「参考って言ったって、僕は別に人ひと質じちになった女の子に興きよう味みないし、知らないし。あ、でも見捨てると寝ね覚ざめ悪そうだな」

「……とりあえず、同じような状じよう況きように置かれたと仮か定ていしていただけませんか……？　副館長の知人が人質になったら……のような感じで」

　部下の切なる要望に、統馬はやれやれと首を振ふった。

「だから、それがそもそもおかしいんだよ。僕がそんなヘマやらかすわけないし。百歩譲ゆずってそうなったところで、君と同じ二に択たくを迫せまられるわけでもない。とっとと相手をぶっ飛ばして、回収するんだからね」

　不ふ敵てきに微笑ほほえむ統馬。

　傲ごう岸がん不ふ遜そんとも言えるその言葉に、読破は苦く笑しようした。

　忘れていた。

　彼はこういう男なのだ。

「そうですね、あなたならば、そもそも私と同じ状況になるはずがない。失礼いたしました」

「次から気をつけてくれたまえ」

　悪戯いたずらっぽく笑い、軽く手を振りながら統馬は部屋を出た。

　読破はしばらくその場に立ち尽つくしていたが、やがて遠えん慮りよがちな声が準じゆん備び室しつの扉とびらから聞こえた。

「あの、先せん輩ぱい………もう掃そう除じ時間ですけど」

「そうか」

　綴の言葉で頭を切り替かえ、読破は図書部長としての彼に戻った。しかしその前に片かた付づけるべき問題がある。

「待てよ……館内の生徒はどうなった？」

「あ、皆みな元に戻ったみたいです……あの、あれって………」

　訊いてはいけないような気がしたが、あれだけのものを見せられて、何事もなかったかのように掃除はできない。あの奇き怪かいな光景を「理り解かい」することはできなくても、「納なつ得とく」はしたかった。

「……説明したいところだが、それはできない。言い訳わけかもしれないが、君のためだ」

「でも………」

　なおも回答を求めたとき、その口元に読破の人差し指が当てられる。

「今は掃除時間だ。今はすべきことをやれ。意見は……放課後にでも聞こう」

「はい………」

　反はん論ろんを許ゆるさぬ強い口調に屈くつし、綴はそれ以上の追つい及きゆうを諦あきらめた。今が掃除時間である以上、図書部長としての彼に逆さからうことはできない。

　自分の中に渦うず巻まく謎なぞを抱かかえたまま、綴は読破と共に館内の掃除にとりかかった。



    

  
    
      　第四章　ここより先、秘ひ中ちゆうの儀ぎとす






　放課後になると、読どく破ははすぐに二年生の教室に向かった。

　行き先は睦むつ美みのクラスだ。

　あの地下室の一いつ件けん以来、彼女とは疎そ遠えんになっている。向こうが避さけているのだが、読破はまずその事実を認にん識しきしていなかった。ただ最近来ないな──とだけしか思っておらず、その理由にもさっぱり気づかない。そのため、彼女を訪たずねるのもあくまで自分の都合からだった。

　教室に行くと、クラスには十人程てい度どが残っているだけだった。運良くその中に睦美の姿すがたを見つけ、彼女の机つくえに歩み寄よる。

「部長………」

　突とつ然ぜんの来らい訪ほうに驚おどろいたのか、睦美は読破と目を合わせようとはしなかった。それには別の意味もあるのだが、読破は気づかずに用件を告げる。

「最近見かけないが、忙いそがしいのかな？」

「ええ……テストも近いですので」

　学生なら納なつ得とくするしかない理由は、読破も例外ではなかった。

「そうか……なら、無む理り強じいはできんな」

「何か、私に頼たのみ事でもあったんですか？」

　努めて平静を装よそおうが、睦美の胸むねは高鳴っていた。この男が自分を頼たよっている。

「いや、図書館の業ぎよう務むを私の代わりにやってもらいたくてな。しばらくそちらをできそうにないのでね」

「……そうですか」

　ふっと睦美の顔が曇くもった。なんとなく予想はしていたが、所しよ詮せん自分は読破にとってはただの副部長でしかないのだ。それ以上でも以下でもない。補ほ佐さはできても、けしてパートナーにはなれない。苛いら立だつと同時に、現げん状じようを変えたいと強く思う自分がいた。相手が読破なら、自分が動かなければ何も変わらない。

「あの部長、しても構かまいませんが、一つお願いがあります」

「何かな？」

「……お暇ひまになってからでよろしいので、休日に付き合ってくれませんか？」

「………？」

　意味がよく呑のみ込こめないらしく、読破は首を傾かしげている。

「今、小説を書いているんですが、それの題材を図書館で調べたいんです。できれば部長のアドバイスが欲ほしくて………」

「ほう……君にそういう趣しゆ味みがあったとはね」

　にわかに興きよう味みを持ち始めた読破に、睦美は内心ガッツポーズを決めていた。実は前々から温あたため続けてきたアイディアだ。読破を誘さそうなら、まずベストスポットは図書館。そして彼を惹ひきつけるテーマとくれば小説だ。およそ読破がこの世で最も尊そん敬けいし、かつお近づきになりたいと思う人種が作家である。彼の関心を求めるならば、それを志こころざすのが一番てっとりばやい道だった。

「……まだ書き始めたばかりで、人に見せられるようなものではありませんが、是ぜ非ひご意見が欲しくて……駄だ目めですか？」

「いや、承うけたまわった。私も楽しみにしているよ。事がすんだら読ませてくれ」

「はい！」

　小学生並なみに元気のいい返事に、教室内に残っていた生徒が妙みような目で二人を見ている。さっきから横目でチラチラと様子を窺うかがっていたが、さすがにここまでくると二人の関係にある仮か定ていを持ち出さなくてはいけない。

　二人で連れ立って図書館に赴おもむく姿を見て、その仮定は確かく信しんへと近付いていった。翌よく日じつ、読破の耳に入らないよう、あくまで密ひそやかに睦美の意中の相手について学校中に噂うわさが広まることとなる。





　図書館に着くと、読破は睦美にカウンターを任まかせて準じゆん備び室しつの方に引っ込んだ。

　昼休みの一いつ件けんは奇き妙みような噂になりつつも、極きよく端たんに図書館の平へい穏おんを乱みだすことはなかった。石化の被ひ害がいにあった生徒達も、自分達の身に起こったことを理り解かいしてはいない。気がつけば時計の針はりが進んでいた──せいぜいその程度の認にん識しきだろう。問題は、この事じ態たいの目もく撃げき者しやに対しての説明だ。

　準備室には、案の定綴つづるが待ち受けていた。

　いつものように自分を主しゆ張ちようしない控ひかえめな印象だが、その瞳ひとみにはいつもより強い意志が見える。小手先の言葉ではごまかせそうにないが、かと言って真実を話すわけにもいかない。放課後になるまで、このことがずっと読破を悩なやませていた。

「先せん輩ぱい、あの………」

「昼休みのことなら、見たことが全すべてだ」

「でも………」

　綴が求めているのは、事態の説明だ。このところ、どうも学園がおかしい。読破がそのことについて調ちよう査さしているのは、噴ふん水すいの件で証しよう明めい済ずみだ。今度のことに関しても、彼は何かしらの真相を知っているに違ちがいない。

「知ってどうする？　単なる好こう奇き心しんならやめておいた方がいい。人をここまで進化せしめたのはそれだが、滅めつ亡ぼうの道へ腕うでを引くのもそれだ」

「そんなんじゃないです……。ただ、自分の学校で何が起こってるのか知りたくて……もし、香か奈なちゃんとか知ってる人に何かあったら……」

　綴の性せい格かくからして、その言葉に偽いつわりはない。心の底から他人の身を案じている。だからこそ、そう簡かん単たんには引き下がらない。読破はとぼけるのを諦あきらめ、

「わかった。全てとはいかないが、私に話せることなら言おう。君もうすうす感づいている通り、あの白しら川かわが言ったのは事実だ」

「じゃあ、先輩は、その……魔ま道どう書しよみたいなものを追ってるんですか……？」

「そうなるかな。世の中には人にとって過すぎた力を記した本があり、それを使おうとする輩やからがいる。そんな奴やつらが馬ば鹿かなことをしでかす前に、本を回かい収しゆうするのが私の仕事だ。昼休みの件を含ふくめて、学園には不ふ穏おんな動きがある。君を巻まき込んだのはすまなかったが、このままでは被ひ害がいは拡かく大だいするし、また君にも危き険けんが及およぶかもしれない。だからこのことは他言無用で頼たのむ」

　読破の真しん剣けんな眼まな差ざしに気け圧おされ、綴は小さく頷うなずいた。

　普ふ通つうなら信じがたい話だが、あの図書館の光景を見せられれば信じるしかない。何より、読破の高校生離ばなれした言動と行動を考えれば、それほど突とつ飛ぴな話でもない。やはり彼は只ただ者ものではなかったのだ。

「……はい。あの、でも、気をつけてくださいね。怪け我がとかしたら……」

「それも仕事の内だ。覚かく悟ごの死より、予想外の他人の犠ぎ牲せいの方が応こたえる」

「だからあのとき、本渡わたしちゃったんですか……？」

「見み捨すてた方がよかったかな？」

　真ま面じ目めな顔で聞き返され、綴は返答に詰つまった。さすがに自分を投げ出せるほどの覚悟があっての発言ではない。

「い、いえ……助けていただいて、ありがとうございました……」

「それでいい。君は自分の心配だけしていろ」

　これ以上異い界かい司し書しよへの興きよう味みを持たさぬよう、読破はこれで話を打ち切った。

　話題を変えようと作業用の机つくえに視し線せんをずらす。綴もつられてそちらを見ると、そこには十数冊さつの本が積み上げられている。まだ購こう入にゆう時じのままで、貸かし出し用の本に貼はるシートもつけられていない。

「あ、これ、新しく入にゆう荷かした本ですか？」

「ああ。一週間もすれば、本ほん棚だなに並ならぶ」

「へえ……」

　興味深そうに見つめる綴。

　今すぐにでも読みたいという気持ちが、傍はたから見ても伝わってくる。

「本は好きか？」

「はい？　あ、好きです」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおに感化されたのか、読破も微び笑しようした。

「世界中の者全すべてが君のように純じゆん粋すいなら、私も楽だろうな」

「そう……ですか？」

　いきなり自分を世界レベルにまで持ち上げられ、綴は困こん惑わく気味だ。やはり読破は普通の男と少々毛色が違う。今の言葉も冗じよう談だんの類たぐいではなく、どうやら本ほん音ねらしい。

「……だが、そうはいかないのが世の常つねだ。図書部員になったのも、本好きだからか？」

「はい。昔から本好きで……それに、本棚に本がずらっと並んでる風景が好きなんです。小さいころに変な夢ゆめ見てから、そうなっちゃったみたいで」

「夢？」

　読破の顔つきが変わった。そこにいるのは、仕事熱心な図書部長ではなく、一人の異い界かい司書だった。

「夢と言ったな？　どんな夢か聞かせてくれるか？」

「はい………」

　読破の変へん貌ぼうに少し怯おびえながら、綴はおずおずと話し始めた。

「別にたいしたことじゃなくて……ただ、小さいころに夢を見たんです。私の背せより何倍も大きい本棚があって、それには一いつ杯ぱい本が詰つまってて。どれも古い本で難むずかしそうだったけど、読んでみたいなあって思ったの覚えてます。今思うと図書館の風景だと思うんですけど、本当に広かったんですよ、その場所。本棚が見渡す限かぎり広がってて、いくら歩いても行き止まりがなくて……。でも、それって子こ供どもだったからだし、夢だからそう思ったんでしょうけど……」

　少し恥はずかしそうに幼おさない日の思い出を明かしたが、読破の方は真剣に答えた。

「夢……には違いないだろうな。だがただの夢じゃない」

「え……それ、どういうことなんですか？」

「その場所は実じつ在ざいする。ただ、君は夢の中でしか行けなかったというだけだ」

　しばらく綴は二の句くが継つげなかった。自分でもたいしたことはないと思い続けていた夢が、読破にとっては紛まぎれもない現げん実じつらしい。夢と現実──その決定的な境さかい目めがただの本好きと異界司書の差であるが、彼女にはまだそれがわからない。

「あの、部長は行ったことあるんですか、その場所に……？」

「ああ、何度もな。というより……そこが仕事場だからな」

「仕事場？」

　聞き返され、読破は言葉に詰まった。また話を蒸むし返して首を突つっ込まれては敵かなわない。

「仕事場って、バイトでもしてるんですか？　それとも、さっきのお仕事……？」

「……バイトかな」

　一いち応おうバイトではなく正せい規き採さい用ようだが、学生と兼けん業ぎようの読破の場合はそうも言える。ただし、きちんと給料が出ているかは怪あやしい。

「そのバイトって、やっぱり本の整理とかですか？」

「……そんなところだ」

「そうなんだ……ひょっとして、将しよう来らいは司書とかになるんですか？」

「…………」

　すでになっていた。

　読破はふと綴がわかってて言っているのではないかという思いに駆かられた。

「あれ、どうかしたんですか？」

「いや……別に。さて、鍵かぎを樹いつき君に預あずけなくてはな」

「あれ、氷ひ室むろ先生が閉しめるんじゃないんですか？　あ、でも、氷室先生いませんね」

「今日はもう帰った」

　正せい確かくには逃にげた、といった方がいいだろう。尋じん常じようでない読破を前にし、怒いかりの矛ほこ先さきが自分に向くのを恐きよう怖ふしたのだ。別に真ま由ゆのせいではないにしろ、こんな行動に出られることを考えると、読破にも同どう情じようの余よ地ちはある。もっとも、真由の人にん間げん性せいを考えなかった彼も悪いといえば悪いのだが。

　読破が自分のミスを思い返して沈しずんでいると、胸むな元もとで携けい帯たい電話が振しん動どうした。また異界図書館からの連れん絡らくだろう。綴に内ない容ようを聞かれないよう、部屋の隅すみに移い動どうしてから電話に出る。本来なら図書館で携帯電話の使用など許ゆるされないところだが、この図書準じゆん備び室しつは学校の内外に通じる電話も設せつ置ちされているため、例外として認みとめられていた。

「月つく詠よみです。何か進しん展てんが？」

　鋭するどく尋ねる読破に対し、あいかわらずのんびりと統とう馬まが応おうじた。

「あ、いや、それほどのものじゃないんだけどね。君の栞しおりが見つかったみたい」

「私の栞が……？」

「そ。調ちよう査さ官かんのセンサーに引っかかったんだって」

「そうですか………」

　栞がセンサーに反応するなど妙みような話だが、異界司書のものだと話が別だ。異界司書の使う栞は一種の発信機の機き能のうがあり、異界図書館にその所在地を知らせることが可か能のうである。

「しかし、何な故ぜ今いま頃ごろ発見されたのですか？」

「うーん、こっちのセンサーも完かん璧ぺきじゃないからねえ。ただここ数時間の間、栞はずっと同じ場所にあったみたい。けど……ちょっと場所がね」

「どこですか？」

「いや、君のいる図書館の近く。後ろにある森の方みたいだけど……」

「また妙なところで……とにかく行ってみます」

「そうだね。それじゃまた」

　電話を切り、読破は一目散に準備室を出て行った。冷静な彼をここまで逸はやらせるとは、あの栞には単なる仕事道具以上の意味があるに違ちがいない。事情を知らない綴にでさえ、彼の表情に隠かくしようのない喜びが交じっていたのがわかる。

　その喜びが、すぐに相反する感情に塗ぬり潰つぶされることを、まだ読破は知らない。

　そして、彼をひそかに追う少女がいたことも。





　図書館の背はい後ごに広がる森は、そのまま学園と隣りん接せつする裏うら山やまに繋つながっている。一いつ般ぱんの生徒は基き本ほん的に立ち入りが禁きん止しされているが、鬱うつ蒼そうと茂しげる木々が周囲からの隠かくれ蓑みのになることもあり、特にカップルがこっそりと足を踏ふみ入れている場所だ。

　読破は諸しよ般はんの理由から、今まで度たび々たびこの場所を訪おとずれている。最近では、初めて白川と対たい峙じしたときがそうだ。そのため木々で視し界かいが遮さえぎられようと、歩みが滞とどこおることはない。

　──近いな。しかし……この先は………。

　一歩進むごとに、脳のうのどこかで響ひびく点てん滅めつ信号が光を増ましてくる。栞に反はん応のうするのは異界図書館のセンサーだけではなく、その持ち主たる異界司書も含ふくまれる。あくまでも自分の栞だけに限げん定ていされ、しかもごく近くにある場合のみ作用する機能だが、これで栞の所在がはっきりした。

　少し急ぎ足で進むと、やがて視界が開けてきた。そこだけ木々はおろか草一本生えておらず、丁ちよう度ど円形の平地が構こう成せいされている。辺りを注意してみると、周囲の木々はこの空間の外側に微び妙みように反り返っている。

　植物にも感かん情じようがあるというのはよく聞く話だが、このような歪いびつな育ち方を促うながした感情とは何なのだろう。

「……やはりここか。どういう………」

　理由を考えるより先に、壮そう絶ぜつな光景が目に飛び込こんで来た。

　探さがし求めていた栞がそこにある。

　そしてその傍そばには白川がいた。

　変わり果てた姿すがたで。

　正せい常じような神しん経けいの持ち主なら、そのまま嘔おう吐としてもおかしくない惨ざん殺さつ死体がそこにある。四し肢しを全すべて引きちぎられ、臓ぞう器きという臓器が引き裂さかれた腹はらから引き出されていた。唯ゆい一いつ胴どうからもぎとられた頭だけが、まったくの無む傷きずで他の部分と共に地面に転がっている。

　それを見たとき、読破にはこの惨さん劇げきの張ちよう本ほん人にんの意図が読めた。

　この親が見ても判はん別べつできない死体の出自を、彼に知らしめるためだけに首だけを無傷で残したのだ。この無残な死体も、全ては読破に見せつけるためだけに。

　地面をよくよく見れば、鮮せん血けつに染そまった蒼あおい栞が落ちている。この栞をここに置きさったのも、読破を招まねくために違いない。栞の傍には、血文字で大きくこう書かれている。



　He has no more use for me.



「用よう済ずみだと………？」

　血文字の意味を戦せん慄りつと共に理り解かいしたとき、悲鳴が聞こえた。

　振ふり向くと、ついさっきまで一いつ緒しよにいた綴がいる。

「何故ついてきた………！」

　叱しつ咤たの言葉は怪かい鳥ちよう音おんにかき消され、届とどきはしなかった。

　羽ばたきの音が近い。

　読破がはっと上空を振り向くと、空の青を死の影かげが覆おおっていた。

　それは本来ならば天あま翔かけることのない鶏にわとり。

　だが今それは間違いなく読破の上空を飛来し、敵てき意いを向けている。

　古いにしえの伝でん承しようにある鶏と蛇へびの融ゆう合ごうした姿は、それだけで一種の生物兵器に近かった。腹の部分が鱗うろこに覆われ、尾おが蛇そのもののように長くうねっているものの、大まかな輪りん郭かくはよく知る鶏のものだ。

　違ちがうのは、その明めい確かくな悪意を宿した禍まが々まがしい瞳ひとみ、そして読破には及およばないまでも、ほぼ人に匹ひつ敵てきする大きさの体たい躯くだ。

　そんな奇き怪かいな鶏が尖とがった嘴くちばしを開いたとき、読破はその正体を悟さとった。

「コカトリスか……」

　見えざる召しよう喚かん士しの狙ねらいは、栞しおりを餌えさにして自分をおびき寄よせることにもあったのだろう。

　その証しよう拠こに、先せん刻こく図書館の利用者を石化に至いたらしめた魔まの吐と息いきが襲おそってくる。

　空から降ふり注ぐ息吹いぶきは確かく実じつに自分の中に浸しん透とうし、その動きを奪うばわんとする。もしも石化の憂うき目にあえば、地面に転がる白川と同じ運命を辿たどっていたことだろう。

　だが読破はその動きを奪われず、あくまで自らの意い志しでその場に立っていた。

　その手に戻った蒼あおい栞は、おぼろげな光を放ち、彼を異い界かいの毒から守しゆ護ごしている。

「無む駄だだ。異界司し書しよには対幻げん獣じゆう用ようの防ぼう御ぎよ装そう備びもある。その程てい度どの毒では私は斃たおせん」

　その言葉を理解したのか、宙ちゆうに舞まう異界の鶏はターゲットを綴に変えた。

　惨ざん殺さつ死体を見たショックでいまだ茫ぼう然ぜん自失だった綴だが、皮肉にもコカトリスの襲しゆう来らいによって己おのれを取り戻した。

「や、やだ……来ないで！」

　願いも空むなしく、鋭するどい嘴が彼女の心臓を抉えぐろうと急きゆう降こう下かしてくる。

　それを蒼い光が止めた。

　栞が空気を切り裂いて飛来し、コカトリスの体表に張はり付く。

　かつて召しよう喚かん術じゆつを食い止めたように、未知なる力が今度は鶏の動きを止め、その姿を虚こ空くうに縫ぬいつけた。

　突とつ如じよ不ふ可か視しの拘こう束そくを受けたコカトリスは、落ち着かない面おも持もちで羽をばたつかせ、鶏によく似にた奇き妙みような鳴き声を上げる。

　それは己の運命を悟さとった家か畜ちくの断だん末まつ魔まに似ていた。

　そして運命の一いち撃げきが振り下ろされる。

　舞い散る羽根の中に下り立った読破は、躊躇ためらわずに黒本で綴の胸むねの前で静止するコカトリスを叩たたき落とし、その息の根を止めた。首の付け根を完全に破は砕さいされた異界の鳥は、もうピクリともせず地面に横たわっている。

「せ、先せん輩ぱい………」

　綴には感かん謝しやの念はなかった。

　助けられたには違いないが、あまりにも壮絶な読破の戦せん闘とうを見せつけられ、今は眼がん前ぜんの少年を修しゆ羅らとしか思えない。昼休みに図書館で見た彼の冷たい表情は、やはり偽いつわりではなかった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　自分の安あん否ぴを心配する言葉にも、すぐには応おうじられない。

　ようやく声を出せたのは、読破がおどけた言い訳わけを述のべてからだ。

「動物愛護団だん体たいには叱しかられるかな。だが、相手は人を狙った猛もう獣じゆうだ。もっとも絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆ並なみの珍ちん獣じゆうだがな。捕とらえてペットショップに売った方がよかったかな？」

「先輩………」

　綴の顔を安あん堵どの笑えみがかすめ、その表ひよう情じようのまま彼女は前のめりに倒たおれ込んだ。

「どうした？」

　膝ひざをついて慌あわてて彼女を抱かかえ上げると、その後頭部に白いメモ紙が一枚まい張り付いていた。何の変へん哲てつもないそれには、ただ一文字、ギリシア文字に似た奇妙な文字とも記号ともつかないものが書かれている。

　それが意味するものに気づいたとき、前方で足音がした。

「やあ。二人きりで話したかったから、眠ねむってもらったよ」

　罪ざい悪あく感の欠片かけらもない声は、いつかの夜に出会った男のもの。

　読破は青白い顔で眠る綴に視線を落とし、彼の方を見ようとはしない。

「しかし、ずいぶんとひどいことをするね」

　男の視線は、白川の死体に注がれていた。

　だがその瞳にも声にも、同情の一いつ片ぺんさえ見当たらない。

「わかっているとは思うけど、これは僕ぼくじゃないよ」

「そうだな……あなたはけして自分の手を汚よごさない。ただ、愚おろかな人形に悪魔の言葉を吹ふき込むだけだ」

　初めての言葉は、怒いかりに彩いろどられていた。

　もし綴をその手に抱だいていなければ、今すぐに新たな戦闘が始まっていただろう。

「心外だな……僕は何も強きよう制せいしない。ただ力と使い方を授さずけ、エスコートしただけさ。そもそも、何をそんなに怒おこっているんだい？　そこに転がる彼も君の敵てきだろう？」

「殺すのが私の仕事ではない」

「だが救うのも君の仕事じゃない。どうして戒かい書しよに関かかわる全すべての人間を救おうとする？　どうして全てに責せき任にんを感じる？　優やさしすぎやしないかい、読破？」

　嘆なげきの言葉は、読破には届とどかない。彼は自らの問いを投げかけるだけだ。

「……解かい読どくを行ったのはあなたか？　あの二冊さつの戒書は、そう簡かん単たんに読み解とけるものではない」

「まあね。だが、僕は召喚術の実験には何一つ手を出しちゃいないし、唆そそのかしてもいない。全ては自由意い志しの下もとで行われたのさ。今度のことも、ね。今まではそこに転がっている彼にやらせていたようだが、切り捨すてて自分でやり始めたらしいね。それにしても乱らん暴ぼうなやり方だ」

「だがあなたは全てを予想していた」

　男は微び笑しようした。

　その通り、だとでもいうように。

　彼にとっては、眼がん前ぜんの惨さん劇げきすら想定内だったのだろうか。

「もうあなたの中では結末まで執筆されているはずだ。これから何が起こるか全て手の内──上じよう巻かんを召しよう喚かん士しに渡わたしたときから、全てあなたの筋すじ書がき通りに事は動いていた」

「そうかもしれない。だが、彼らは自分の意志で動いているよ。たとえ全て僕の“〝ストーリー”〟通りだとしても」

「最初からあなたが“〝ストーリー”〟を書かなければいい。そして、それを現げん実じつに持ち込まなければ何も始まらなかった」

　男は困こまったように肩かたをすくめた。

「それはできないね。僕にとって執筆活動は本ほん能のう──食事よりも大事で、呼こ吸きゆうよりも自然なことだ。君ならわかるだろう？　君が今止めるべきなのは、それじゃないはずだ」

「そうだな……では訊きこう。誰だれだ……もう一人の召喚士はどこにいる！」

　怒りと共に叫さけんで顔を上げる。

　だがそこに男の姿すがたは無かった。

「それを探さがすのは君の役目だ。そして僕の役目はあと一つ。じゃあね、結末を楽しみにしてるよ。君ならきっと辿たどり着く」

　声のみを残し、彼の気配が薄うすれていく。

　この惨劇と一連の事じ件けん、全すべての舞ぶ台たいを演えん出しゆつした男は己おのれの役目を終え、ただの観客へと成り下がろうとしていた。

　残されたのは、主演男優たる読破のみ。

　白川が消されたことで、再ふたたび事じ態たいは振ふり出しに戻もどった。

　手を下したもう一人の召喚士──そして、奪うばい去られた『幻げん獣じゆう召しよう喚かん指し南なん書しよ』。

　未いまだ糸口の見えない問題を抱えながら、ふとそれだけは安らかな印象の白川の首が目に入った。こんな事件を引き起こすとは思えない、年相応のあどけない顔の少年は、その最後のとき何を思ったのだろうか。

　考えてみれば、白川の死も自じ業ごう自得とは言えないことはない。直ちよく接せつ手を下していないとはいえ、彼が守しゆ衛えいの死の片かた棒ぼうを担かついだことには違ちがいない。だがこれはあまりに惨むごすぎた。読破の胸むねの中でも沸ふつ々ふつと何かが込こみ上げてくる。

「──本の好きな子だったな」

　彼はそれ以外に白川を示しめす言葉を知らない。図書館でよく見かけた少年は、楽しそうに本を選び、読書に励はげんでいた。そんな少年が何な故ぜ禁きん断だんの知ち識しきに足を踏ふみ入れたのか……今となっては誰も知らない。ただ、彼を誘いざなった者と殺した者がいるだけだ。

　読破は目を閉とじて感かん傷しようを追い払はらい、綴を両りよう腕うでで抱き上げながら立ち上がった。



　　　　＊



　今、求めるべき知識は全て揃そろった。

　思い返せばずいぶんと苦労した気もするが、実じつ際さいはそうでもないだろう。余よ人じんが数十年かけても得られない知識を、自分はこの短期間で手にしてしまった。それを考えれば、今までの困こん難なんもこれからの障しよう害がいもたいしたことではない。ましてあの程てい度どの男如ごとき、どうとでもなる。

　そもそもあの男の掲かかげる正せい義ぎなど、自分の大たい義ぎに比くらべれば何の価か値ちもない。いつの世も先せん駆く者しやは虐しいたげられ、旧ふるき法に縛しばられた者と戦ってきた。この戦いもまた、その一つにすぎない。そして勝利は、忘わすれ去られた大いなる知識を今の世に復ふつ活かつさせ、新たな時代を切り開かんとする自分に約束されている。

　だが油ゆ断だんはできない。

　奴やつの背はい後ごには数あま多たの失われた、あるいは禁じられた知識を封ふう印いんしてきた異い界かい図書館がある。今度のことで、そちらも回かい収しゆうに本ほん腰ごしを入れてくるだろう。

　彼の忠ちゆう告こくによれば、上じよう層そう部ぶの副館長も動き出したという。

　望むところだ。

　こちらにも忠実なる異界の僕しもべが大おお勢ぜいいる。いかなる手しゆ段だんを用いても、必ず勝ち抜ぬいてみせる。この学園は大義のために存そん在ざいする実験場であり、自分はそれを使う権けん利りを与あたえられた選ばれし者なのだ。

　今までは代行者に任まかせてきたが、もう彼はいない。

　あれ以上放置すれば、やがてこちらにまで異界司し書しよの手が伸のびてきたことだろう。

　切り捨てるには、丁ちよう度どいい頃ころ合あいだ。

　何より、ここから先の召しよう喚かん術じゆつ──秘ひ中ちゆうの儀ぎとされる内ない容ようを知るのは、私一人でいい。

　大いなる叡えい智ちを得るため、「下げ巻かん」に手を触ふれる。

　手に入れてから何度となく繰くり返した行こう為い──しかし、その表紙は冷たくこちらを拒こばむ。

「お困こまりのようだね」

　振ふり向くと、いつものように彼がいた。

　にこやかな笑えみと全すべてを見み透すかしたような瞳ひとみで、こちらの心を言い当てる。

「開かないんだろう、その本？」

　頷うなずくと、彼は満足そうに微び笑しようした。

「やっぱりね。さすがは読破──たとえ人ひと質じちを取られても、そう簡かん単たんには終わらせない。その下巻には、“〝戒いましめ”〟が施ほどこされている」

「“〝戒め”〟………？」

「そう。異い界かい司し書しよの持つ栞しおりには、様々な力があるが、これもその一つだ。彼が下巻を得たのは僕が栞を奪うばう前だから、奪われることも想定して手を打っておいたんだろうね」

　そう言いながら彼は本に近づき、その表紙に触れた。

　シルバーリングを嵌はめた繊せん細さいな指は、労働とは無む縁えんで白く美しい。

　だがそれだけだ。

　何の変へん哲てつもない指──それが触れただけなのに、劇げき的てきな変化が生じていた。

「開いてごらん」

　促うながされるままに本を手にすると、それは苦も無く開いた。

「どうして……？」

「“〝戒め”〟が解とかれたのさ。その“〝戒め”〟は『資し格かく無き者に叡えい智ちへの門を閉とざす』というものでね。裏うらを返せば、資格がある者が触れれば即そく座ざに解ける。そして一度解ければもう“〝戒め”〟は発動しない。これで大だい丈じよう夫ぶさ」

　彼の言葉は確たしかに正しいのだろう。

　だが何か引っかかる。

　それを感じ取ったのか、彼は宥なだめるように言った。

「気にしない、気にしない。“〝資格”〟なんて異界図書館が勝手に作った基き準じゆんだよ。気にすることはない。開いた以上、もう僕の力は必要ない。後は好きにやるといいさ」

　そう言い捨すて、彼が出ていく。

　その足取りがもう戻もどらないことを予感させ、思わず呼よび止めてしまった。

「もう、手を引く気……？」

「まさか」

　彼はあの見透かした瞳でこちらを見み据すえ、いつものように微び笑しようした。

「終わりまで見させてもらうよ。完結しなければ、どんな物語も駄だ作さくだ」



　　　　＊



　その日の全校朝会は特別の意味を持っていた。

　数日前に亡なくなった守しゆ衛えいの男だん性せいと一人の男子生徒の追つい悼とう。

　前者の方は全校生徒がその存そん在ざいを知り、殺害された事実も知っている。だが後者の方は、ほとんどの者がその顔を知らない。同じクラスの生徒でさえ、入学式以い降こうロクに顔を合わせた者はいないのだ。

　しかもその生徒の死について、詳くわしい事じ情じようを知る者は誰だれもいない。ただ事じ故こに巻き込まれた──それだけが学校側に伝えられたことだ。通つ夜やに参列しようにも、すでに伝えられた時点で事は終わっていた。

　そこに古くから世界の秩ちつ序じよを保たもつ大きな組そ織しきが動いているなど、誰も気づく者はいない。無残な惨ざん殺さつ死体は彼らの技ぎ術じゆつを以もって可か能のうな限かぎり修復され、圧あつ力りよくのかかった警けい察さつは事じ件けん性せいすら認にん知ちしない。普ふ段だんから息子むすこに無関心で、その心の闇やみに気づくことさえなかった両親は、作られた真実を鵜う呑のみにし、息子の死に疑ぎ念ねんすら抱いだかなかった。

　結局誰も真実を知らず、本当の悲しみを抱いている者もその場所にはいなかった。

　朝礼台に立つ校長が黙もく祷とうを命じても、それはただの儀ぎ礼れいであり、本心から彼の死を悼いたむ者などいない。唯ゆい一いつ、少年の死を知る一人の異い界かい司書、そしてその無残な死に様を目もく撃げきした心こころ優やさしい少女だけが静かに目を閉とじている。

　彼が黙祷を終えて目を開くと、世界は変わっていた。

　退たい屈くつそうな生徒。

　それを見張る教きよう師し。

　語り続ける校長。

　見み慣なれたはずの光景に、もう一つの存在が加わっている。

　始まりは、歌声だった。

　それに気づいたのは誰かではなく、全員だった。

　歌の内ない容ようはよくわからない。歌か詞しは存在せず、人間の歌声というよりは、動物の鳴き声に近いものがある。だがそれはその場にいる全員の心を打った。純じゆん粋すいに声の力だけで、その歌は人を魅み了りようしていく。忘わすれようとしても忘れられない、いつまでも耳の奥おくに残り続けるその歌声に、学園全ての者が酔よいしれ、その歌がどこから響ひびくのか考えようともしない。

　その歌に聞き惚ほれながらも理り性せいを失わず、歌声の主に辿たどり着いたのは読破だけだった。彼の脳のう裏りにかつて読んだ戒かい書しよの内容が甦よみがえる。取り返すべき『幻獣召喚指南書　下巻』にその名は刻きざまれていた。

「セイレーン」

　伝説に名高い航海者を惑まどわす魔ま性しようの歌うた姫ひめの名を呟つぶやき、彼は一人生徒の列から抜ぬけ出した。そんな彼の行動に呼こ応おうしたのか、生徒の中にも動きが見られた。

　各組の最前列には、そのクラスの委員長・副委員長が立っている。彼らの中のごく一部、校長の立つ朝礼台に近い、中心の列の者だけが動き始めた。その虚うつろな瞳ひとみに理性はなく、ただ校長目がけて駆かけ出していく。

　狂きよう気きじみたものが感じられるその動き。中にはペンを構かまえて、明らかな殺意を見せている者もいる。彼らが迫せまっても、初老の柔にゆう和わそうな校長は事じ態たいが呑み込めなかった。彼も他の教師も、セイレーンの魔の歌声に酔いしれ、陶とう然ぜんとした表情で立ち尽つくしている。

　生徒達が校長を手にかけようとするそのとき、彼らは鈍にぶい痛いたみと共に現げん実じつに引き戻もどされた。地面に倒たおれていくとき、彼らは自分達の行いを後こう悔かいしただろう。どうしてこの男の怒いかりを買うようなことをしたのかと。

「な、何だ君は………？」

　突とつ然ぜん目の前に生徒が現あらわれ、校長も歌声の呪じゆ縛ばくが解とけたようだ。読破の足あし下もとには彼が愛用の黒本で殴なぐり倒した生徒達が転がっているが、何な故ぜ彼らがそんな状じよう況きようにあるのかは理り解かいの外だ。

　困こん惑わくする校長を無む視しし、読破は周囲を見回した。

　必ずこの近くに召喚士がいる。教師や生徒に紛まぎれているだろうが、様よう子すを窺うかがっているはずだ。おそらく、自分の力を誇こ示じするためにセイレーンを召喚し、その歌声で生徒を操あやつり、校長を襲おそわせたというシナリオだろう。読破がセイレーンの歌声に溺おぼれるか否いなかが分かれ目だったが、相手の思おも惑わくは外れたようだ。

「自じ己こ顕けん示じ欲よくの強い愚おろか者だ。知ち識しきの使い方も、己おのれの無知にも気づいていない」

　嘲あざけりを含ふくめた独ひとり言が呟かれたとき、教員や生徒がざわつきだした。まだ前列の者しか事態を把は握あくしていないが、すぐに読破が注目の的になるのは間ま違ちがいない。現に教師の何人かが駆け寄よってくる。相手の目的は、あるいはこれだったのかもしれない。

　状況の説明を求められる前に、読破は校長に声をかけた。

「校長先生、すいませんが、そこから下りていただけませんか？」

「え？　あ、ああ………」

　求められるままに校長は朝礼台から下りた。本来ならまず理由を訊きくところだが、今の読破はそれすら許ゆるさない殺気に彩いろどられていた。よりによって全校朝会での戒書の行使──彼の逆げき鱗りんに触ふれる行こう為いがあるなら、まさにこれだ。

　校長に代わって朝礼台に上がった読破に、一いつ斉せいに視線が集まる。それに気け圧おされることなく、読破はいつもと変わりない落ち着いた口調で語り始めた。

「図書部からのお知らせです」



　は？



　その場の全員が首を傾かしげたが、読破は生き真ま面じ目めに演えん説ぜつを続ける。

「先日、図書館で本の窃せつ盗とう事件がありました」

　聴ちよう衆しゆうの、特に生徒達の顔つきが変わった。

　誰だれがそんな馬ば鹿かなことをしたのか。

　盗ぬすむならもっと高こう価かかつ安全なものを盗めばいいものを。

「盗まれた本は二冊さつ、どちらも貸かし出し禁きん止しの古いものですが、図書館の大事な本に変わりはありません。本来なら先生方に相談し、場合によっては警けい察さつに届とどけ出ることが必要かもしれませんが、それほど大おお事ごとにはしたくありません」

　読破は反はん応のうを窺うかがうように辺りを見下ろした。

　まず間違いなく召喚士はこの近くにいて、自分のことを見ているはずだ。

　もう向こうも気づいているだろう──この図書部からのお知らせが、自分だけに向けられたものであることに。

「今日まで向こうの返へん却きやくを待っていたのですが、残念ながら一いつ切さい連れん絡らくはありません。司し書しよの氷室先生とも話し合った結果、とりあえず図書部が率そつ先せんして本の回収に努めたいと思います。ただし──」

　生徒はおろか教きよう職しよく員いんも背せ筋すじに冷たいものが走るのを感じた。愚かな犯はん人にんの行動次し第だいでは、彼が小こ脇わきに抱かかえている本が必殺の凶きよう器きへと変わる。

「私を始めとして図書部一同、今回のことには深い憤いきどおりを感じていますので、愚かな犯人を簡かん単たんには許せそうにありません」

　丁てい寧ねいな物言いだが、その裏うらに隠かくされた意味は誰もが知っていた。仮かりに読破が動いて犯人が見つかった場合──確かく実じつに殺やられる。

「是ぜ非ひとも自分の行いを反省し、本の返却をお願いしたいと心から思っていますが、今のところそれは叶かなわないようです。皆みなさんも、どんな些さ細さいなことでもいいので、情じよう報ほうがあればご一報ください」

　一礼し、読破は朝礼台を下りた。どう声をかけたらいいか、教きよう師し達も困こまっている。

「校長先生………」

「うん、な、何だね？」

　声をかけられ、校長はどぎまぎしながら答えた。

「ここに倒たおれている生徒、どうも貧ひん血けつみたいですね。後で保ほ健けん室しつに連れて行くとして、とりあえず全校朝会を終わらせてはいかがでしょう？」

　読破の提てい案あんに、校長はぼんやりと頷うなずいた。彼の言葉を全すべて信用したわけではないが、倒れている生徒をそのままにはできない。読破の意見は抗あらがいようのない至し極ごくまともなものだ。

　その後すぐに生徒達に解かい散さんが命じられ、教師の誘ゆう導どうで皆校こう舎しやに帰っていく。読破もまたその流れに埋うもれて戻もどろうとしたとき、司書の真由が声をかけた。

「ちょっとどういうこと？　私はな～んにも聞いてないわよ」

「当然でしょう。言っていませんから」

「あ、そっか」

　明めい瞭りような回答に納なつ得とくしかけたが、さすがに真由も気づいた。

「ちょっと、馬ば鹿かにしてるの？」

「されない自信がおありですか？」

　丁寧な言い回しだけに、余よ計けいに人を腹はら立だたせる。真由相手ならいくら怒おこらせてもいいと思っているのだ。

「あのねえ、私の名前使うんなら一声かけなさいよ。それとも、言えないことなの？」

「いえ、言いたくないだけです。名前を使ったのは謝あやまりますが、この程てい度どは役に立っていただかないと」

「悪かったわね……！　ど～せ私はこの程度しか役に立ちませんよ～だ」

「まったくです。期待しなければ裏切られることもない。最近ようやく真理に辿たどり着きました」

　しみじみとした様子で読破は告げた。真理に辿り着いたとはいえ、ここに至いたるまでは苦く難なんの連続だったのだ。

「あ～そうですか！　今までご迷めい惑わくをおかけしました！」

　プイッと子こ供どもっぽくそっぽを向くが、すぐに視し線せんを戻して真顔で言った。

「何があるのかは訊きかないけど、あんまり……無理しちゃダメよ？」

「……善ぜん処しよします」

　頑かたくなな読破に溜ため息いきをつき、彼女は去っていった。

　その場に残った読破は、周囲の人の波に目を向けた。

　この中に召しよう喚かん士しが紛れているかもしれない。

　まだ見ぬ敵てきを意い識しきしつつ、やがて彼もまたその波の中へ身を投じた。



　　　　＊



　これは敗北ではない。

　今朝の失敗はそこまで重要ではない。そもそも校長を本気で消す気なら、もっとうまいやり方がいくらでもあったのだ。わざわざセイレーンで生徒達を操あやつったのは、全校朝会という場でいかに召しよう喚かん獣じゆうの姿すがたを見せないか──という点に絞しぼった結果にすぎない。例えばケルベロスのような獰どう猛もうな獣けものをけしかければ、目的はたやすく達成できたのだ。

　だからこれは敗北などではない。

　あの男の介かい入にゆうなど予よ測そくできていた。しかしその後のことは──

　今思っても虫むし唾ずが走る。あの男の見み透すかしたような瞳ひとみ──自分の存そん在ざいなどわかっていないに決まっているのに、自分は恐きよう怖ふを抱いだいていた。今もそれは続いている。周りの人間全てが自分を見み張はっているような圧あつ迫ぱく感。誰も自分が犯はん人にんだとは気づいていないし、疑うたがわないに決まっている。だがやりにくくなったのは確たしかだ。あの本を持っているところを見られれば、不信に思われるかもしれない。

　事じ態たいの沈ちん静せい化かを待つのも手だが、それは敗北と同どう義ぎではないか。それに実験の日時はずらすことができない。この機を逃のがせば、しばらくはあの平へい凡ぼんで無む益えきな日々の繰くり返しだ。

　いいだろう。

　奴やつの宣せん戦せん布ふ告こくには乗ってやる。

　だが必ず後こう悔かいさせてやる。



    

  
    
      　第五章　汝なんじ、終ついの扉とびらにて試ためされん






　全校朝会の後、学校は読どく破はの話題で持ちきりだった。

　よりによって、あの読破に喧けん嘩かを売るとは。

　わざわざ全校朝会で協力を呼びかけたのだから、かなり頭にきているに違ちがいない。盗ぬすんだ物が物だけに、犯はん人にんが見つかったところで、学園側が警けい察さつに突つき出すかどうかはあやしい。まして学園の関係者だとしたらなおさらだ。しかし読破の制せい裁さいは免まぬかれない。今いま頃ごろ犯人も己おのれの行いを後こう悔かいしているのではないか──これが大半の生徒の見けん解かいだった。

「……でも、何で皆みんなの前であんなこと言ったのかな………」

　昼休みになり、いつものように教室で香か奈なと共に弁べん当とうを広げていた綴つづるは、神しん妙みような顔で考え込こんでいる。

　一いち応おう大まかな事じ情じようを知っているとはいえ、まだまだ謎なぞは多い。

　昨日もコカトリスの来らい襲しゆう以い降こうの記き憶おくが途と絶だえており、その後図書準じゆん備び室しつで目覚めたものの、やはり読破は何も語ってはくれない。白しら川かわの死体についても一いつ切さい口を閉とざしていたため、彼の死をはっきりと認にん識しきしたのは今朝のことだ。

　召しよう喚かん士しであるはずの少年の死と、未いまだ見つからない戒かい書しよ。

　この二つを繋つなぐ答えを、彼女はまだ知らない。

「やっぱり……盗ぬすまれた本ってすごく大事なのかな……？」

「別にいいじゃない、そんなのどうだって。大体本が一冊さつや二冊盗まれようが、また買えばいいでしょ？　何のために授じゆ業ぎよう料りよう払はらってるのよ」

　綴よりも真実に遠い香奈が、当たり前のように言う。実じつ際さいは盗まれた本は買い直せるようなものではない。しかし、ほとんどの生徒がこう思っている部分もあるだろう。読破の呼びかけにどれだけの生徒が応こたえ、どれだけの情じよう報ほうが集まるか、あまり期待はできない。

　だから読破としては、あくまで自分一人で解決するつもりでいた。

　たまたま綴と香奈が窓まどから一望できる中庭を見ると、そんな決意を固めた彼の姿すがたが目に入った。

　二人の教室は一階で学校の中心にあり、四方を校こう舎しやに囲まれた中庭の風景が窓から一望できる。中庭は図書館前の広場よりも広く、季節の花が彩いろどる花か壇だんとベンチが特とく徴ちよう的だ。

　昼休みということもあり、ベンチには仲良く弁当を囲む集しゆう団だん、それにカップルも見える。他に作業服で庭仕事に勤いそしむ用よう務む員いんの橘たちばなの姿もあったが、彼は昼食もとらずに黙もく々もくと花壇の手入れを続けていた。普ふ段だんからこの調子で、生徒達との交流もほとんどない。

　皆それぞれの昼休みを謳おう歌かしている中庭は、読破の登場によってその和なごやかな雰ふん囲い気きが一いつ瞬しゆんにして消し飛んだ。仮かりにこの場に彼が求める犯人でもいれば、即そく座ざに凄せい惨さんな修しゆ羅ら場ばと化す。

　その一挙一動に注目が集まる中で、読破は予想外の行動をとった。中庭の隅すみの空いているベンチに腰こしかけ、持っていた本を開いたのだ。いつもの黒本とは違い、図書館で借りた文庫本である。どう見ても読書にしか見えないその行動に観衆はほっと胸むねを撫なで下ろし、それぞれの昼休みに戻もどっていた。

　やがて読破も中庭の風景に溶とけ込んでいき、注目されることもなくなっていく。それを見計らい、彼は動き出した。動き出したといっても、愛用の蒼あおい栞しおりをページの間に挟はさみこむ、ただそれだけのことだ。しかしそれは異い界かい司し書しよとしては重要な任務に繋つながっていた。

　この栞の能力を他人に気づかれずに発はつ揮きするには、読書を装よそおうのが一番いい。

　本の内ない容ようには目もくれず、読破はただ栞を見つめ続ける。この栞が目的の本を探し当て、そこまで移い動どうできる距きよ離りはせいぜいあの図書館の地下室程てい度どが限げん界かいだが、近くに『幻げん獣じゆう召しよう喚かん指し南なん書しよ』があるか否いなかなら判別できる可か能のう性せいがある。

　読破の考えとしては、召喚士はまず間違いなく学園の関係者だ。守しゆ衛えいの殺人事じ件けんで学園の警けい備びは厳げん重じゆうだし、警察の巡じゆん回かいもある。それをかいくぐって学園内にいるとなると、やはり関係者しかいない。

　しかしそれを踏ふまえても、召喚士が学園内に本を置いているという保ほ証しようはない。だが向こうが今朝召喚を行ったのであれば、話は別だ。

　下巻を読んだ読破は、あの本の持つ特性を理り解かいしている。あれはただの召喚用のマニュアルではなく、本自体に一種の魔ま力りよくが込められており、召喚をスムーズに行うためのアイテムに近い。例えば召喚の詠えい唱しようをノートにでも写して行うのと、実際にあれを所持して読みながら行うのとでは雲うん泥でいの差があるのだ。上巻に記き載さいされている幻獣はまだ下級で、コカトリスのときのように写しを取ってその召喚法を実じつ践せんしただけで何とかなる。だが下巻に記載されたより上級の召喚術となるとそうはいかない。そのため、召喚士が朝から学園内に留とどまっているとすると、まず『幻獣召喚指南書』を所持していると考えていい。本の場所がわかれば、それは即そく召喚士の居い場ば所しよに繋がる。

　そんな大きな意味を持つ探たん索さくは、うまく進まなかった。

　開始してから約十分、栞に変化は何もない。読破は諦あきらめずに根気よく待ち続けた。どの道これ以外に有効な手しゆ段だんはないのだから、それも仕方ないだろう。そして祈いのりにも似た気持ちが届いたのか、栞がうっすらと蒼あおい光を放ち始めた。しかもその光は徐じよ々じよに強くなっている。

　──近いか？

　そのとき、あの歌声が再ふたたび耳じ朶だを打った。全校生徒の誰もが耳にした魔の歌声が、中庭を舞ぶ台たいに再び鳴り響ひびく。

「どこにいる……？」

　立ち上がったとき、地が揺ゆれた。軽い地じ震しんのような衝しよう撃げきと共に、それが目の前に舞まい降おりる。

　四階建ての校舎の屋上にまでその背せ丈たけが届く巨きよ人じん。姿すがた形かたちは一応人間だがそのサイズはあまりに規き格かく外、身につけているのは粗そ末まつな腰こし巻まきだけで、スキンヘッドの獰どう猛もうそうな顔には目が一つだけ。読破は彼の顔を見上げ、その単たん眼がんによって名を知った。

　一つ目巨人サイクロプス。

　名前がわかっても、その存そん在ざいを間近に見ると圧あつ倒とうされてしまう。ここまでくると、さすがに非ひ現げん実じつすぎる。さすがの読破もポカンと口を開けたが、それも一瞬、すぐに辺りを見回す。

　この巨人はおそらく校内に設もうけられた魔ま法ほう陣じんから、校舎を飛び越こえて中庭に現れたはずだ。これほどの巨体、召喚を隠かくそうとすれば、広場の者のみならず学園中がセイレーンの歌声で眠ねむらされていると考えていい。仮に読破が殺されても──誰も気づく者はいない。

　自分の置かれた状じよう況きようを理り解かいしながら、読破はためらわずに栞と黒本を構かまえた。そんな彼を嘲あざ笑わらうかのように、巨人は口を開いた。

「愚おろ……か者…に……鉄てつ槌ついを………」

　間ま延のびした野太い男の声は、聞き取りづらいが日本語の体てい裁さいは成していた。いつの時代とも知れない古代語も覚かく悟ごしていただけに、読破も少々驚おどろいた。

「ほう……ちゃんと口がきけるのか。少し見直したぞ。しかし随ずい分ぶんと大がかりなことをするな……やはり“〝戒いましめ”〟は解とかれてしまったか。ここで決着をつける気か？」

「……違……う………」

「では伝言役か……」

　一つ目巨人サイクロプスほどの大物を伝言役──敵てきは随分と余よ裕ゆうがあるらしい。これ以上の手て駒ごまがまだこちらにある、そんな気配が見てとれた。

「……伝言は何だ？」

「儀ぎ式しき……だ………」

「何……？　どういうことだ？」

　読破の問いに、サイクロプスは何の反はん応のうも示さなかった。元々それほど知能が高くないうえに、与あたえられた役目は伝言だけなのでそれも仕方ないだろう。あくまでも主あるじの命に従したがい、今度は読破に背せを向け、大きな手で何やら拾い上げる。その手に包まれた存在を見たとき、彼の顔色が変わった。

「生いけ贄にえ……いる……。この……娘むすめ……のよう………な…………」

　人の首がすっぽり手に入るほどの大きな手の中には、睦むつ美みがいた。読破は知らないことだったが、特に親しい友人のいない彼女はいつも中庭のベンチで昼食をとっている。まして読破の姿を見かければ、尚なお更さら彼女はそこを動くことがなかっただろう。

　自分の置かれた状況を知らず、彼女は穏おだやかな寝ね顔がおのまま眠っていた。

　何より効果的な脅きよう迫はくを前にしながら、読破は揺ゆれる心中を必死に静しずめた。

　──ここで死体でも見つかれば大おお事ごとになる。それは向こうにとっても望むことではないはずだ。

　いつもの落ち着きを取り戻し始め、読破は巨人に今一度問いかけた。

「お前……満足しているか？」

　気の毒そうに放たれた一言に、巨人は首を傾かしげた。サイズは違えど、思考はそう人間と変わらないらしい。どこかコミカルな動作に、自分の言葉が理解されていないと察し、もう一度繰くり返した。

「お前、満足しているのか？　今の境きよう遇ぐうに、今のご主人様に？」

　皮肉としか言いようのない口調に、巨きよ人じんが何か言いかけたが、結局は口をつぐんだ。会話というコミュニケーションが不ふ得え手てらしく、自分の思いをどう伝えればいいか迷まよっている様よう子すだ。

「別に答えなくてもいい。大方想そう像ぞうはつく。だが儀式と生贄だと……待てよ、そういえば満月が近いな。まさか……今夜か？」

　突然読破は空を見上げた。この空が暗くなるとき、皓こう々こうと満ちた月が浮うかぶ。それが何を意味するか気づいたとき、彼の中で『幻獣召喚指南書　下巻』、その最後のページの内ない容ようが甦よみがえる。

「……なるほどな。あれを行う気か。やめておけ、そもそもあの書はお前が扱あつかえる品でもなければ、お前が考えているような意味のものでもない。これが最後の警告だ、お前自身のためにも、今すぐ本をよこせ！」

　眼前の巨人ではなく、どこからか様子を窺うかがう召しよう喚かん士しに対して最後通告が出される。だが返事が返ってくる気配はない。

　読破は覚悟を決めたように、

「……いいだろう。儀式でも何でも、勝手に行え。だが、成功はしない。そして生贄も捧ささげさせない。お前、いいかげんその手を放せ」



    

  
    
      「…………」

　巨きよ人じんは数分経たってから、その言葉が自分に向けられたことに気づいたようだ。気づくとすぐに睦美を解かい放ほうし、地面に横たえる。

　敵てきの僕しもべであるはずの幻げん獣じゆうが自分の命令に従う。

　このことで、読破は召喚士の力量を実感した。

「……所しよ詮せん、戒かい書しよを扱うには役者不足のようだな。“〝戒め”〟を解いたのは、やはりあなたか」

　達観したように呟つぶやき、再び巨人に声をかける。

「そろそろ昼休みも終わるし、セイレーンの歌声の力も無限ではない。お前もあるべき場所に帰れ」

　巨人はその肉体に不ふ釣つり合あいなかわいげのある動きでコクンと頷うなずき、地を蹴けって垂直に飛び上がった。身長がある分、一飛びで頭が校こう舎しやから飛び出る。その勢いきおいで校舎の屋上の縁へりに手をつき、そのままひょいと飛び越えて何処いずこかへと去っていった。

　その途と端たんセイレーンの歌声の呪じゆ縛ばくが解け、学園内の人間が目を覚ましていく。最も早く目を覚ましたのは、用よう務む員いんの橘だった。

「な、何だこれは、誰がした！」

　珍めずらしく大声をあげた彼の足あし下もとには、無残に踏ふみ潰つぶされた花か壇だんの草花があった。

　さっきまであの巨人が立っていた場所だから、それは致いたし方ないだろう。

　唯ゆい一いつ真相を知る読破は、どう慰なぐさめていいものかしばらく考えていたが、下へ手たに何か言って犯はん人にんにされてはたまらないので、結局無む視しすることにした。怒いかりの矛ほこ先さきを向けられないうちに、まだ目を覚ましていない睦美のもとへと駆かけ寄よる。外がい傷しようはないようだが、油ゆ断だんはできない。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　静かに身を揺らすと、彼女は目を覚ました。

「あ……ぶ、部長？」

「怪け我がはないか？」

「え、怪我……？　いたっ……」

　睦美は顔を歪ゆがめ、左ひだり腕うでを押おさえた。読破が制せい服ふくの袖そでを捲めくり上げ、その部分を見る。

「痛いたむか？」

「は、はい……」

　突とつ然ぜんの触ふれ合いに、睦美が頬ほおを赤く染そめた。読破は気にせずに睦美の白く細い腕を見つめ、そこに生じた青い痣あざに顔をしかめた。

「打だ撲ぼくといったところか……力加か減げんを知らない奴やつだ」

「え？」

「何でもない。保ほ健けん室しつに行った方がいいな。立てるか？」

「はい………」

　本当は立てないと言った方がよかったかもしれない。そうすれば、読破に肩かたを抱だかれながら保健室に行けたかもしれない。けれども、睦美にはもうこれだけで充じゆう分ぶんだった。保健室に向かう自分を気き遣づかいながら、読破が一いつ緒しよに歩いてくれる。それだけで自然と顔がほころび、滅めつ多たに見せない愛らしい笑え顔がおが覗のぞく。

　学園中の男子が羨うらやむ状況にありながら、あくまで読破はクールに付き添そい、校舎の端はしにある保健室の戸を開けた。

「あら月つく詠よみ君？」

　保健医の角かく田た紀のり子こが読破を出で迎むかえた。保健室の女じよ医いとくれば、大たい抵ていの男子が美人な女じよ性せいを期待するが、現げん実じつではまずありえない。それを考こう慮りよすれば、この女性はまだマシと言える。美人かと訊きかれれば少々返答に困こまるが、まだ歳としも若わかく、明るい性せい格かくもあって生徒達にもそれなりに信しん頼らいされていた。

　読破は特に世話になったことはないが、有名人だけに顔を覚えられていた。

「あら月詠君、どうかしたの？」

「すいません、湿しつ布ぷか何かいただけませんか？　打撲のようなので」

「あら大変、それで、怪我人はどこ？」

　読破が身を引くと、後ろからおずおずと睦美が顔を出す。

「私です。そんなにたいしたことないと思うんですけど……」

「あら、油断はだめよ？　とにかくいらっしゃい」

　睦美の治ち療りようがなされる中、読破は亡なき白川に関する質しつ問もんを始めた。

「先生、例の白川君の事ですが………」

「ああ、彼ね。残念なことになったけど……結局、私は何の力にもなれなかったみたいで……」

　紀子は寂さびしげに目を伏ふせた。

　彼女なりに責せき任にんを感じているようだが、読破には感かん傷しように付き合う暇ひまがない。

「生前、彼が親しかった人物に心当たりはありませんか？　生徒、教きよう師しを問いませんので、教えてください」

「そう言われてもね……正直、誰も思い浮かばないわ。ほとんど会話なんてなかったし、私も含ふくめて、校内にはそんな人いないんじゃないかしら？」

「そうですか」

　それ以上の質問は無意味と考え、読破は睦美を預あずけたまま部屋を出た。

　同時に昼休みの終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴り響ひびく。

　掃そう除じ場所の図書館へと歩きながら、読破は栞しおりの状態を確かく認にんした。

　すでに反応は消え失うせており、何の変化も認みとめられない。これが輝かがやきを失ったのはサイクロプスが去った後であり、少なくともその時点で召喚士は“〝戒かい書しよ”〟を所持して近くにいただろう。

　問題は、どこに去ったかだ。

「やはり……あなたか」

　かつて自分を読破と呼んだ男の存在を思い出したとき、携けい帯たい電話が鳴った。異い界かい図書館からの連れん絡らくだ。

「例の件けんについて多少成果がありましたので、ご報ほう告こくいたします」

　例の件とは、今朝の全校朝会のとき欠席か遅ち刻こくでいなかった教師及び生徒のリストアップ、そして彼らがいなかった理由についての調ちよう査さである。

　依頼の理由は、もちろん召喚士の特定のためだ。

　あの全校朝会のとき、召喚士は『幻獣召喚指南書』を片かた手てに詠えい唱しようを行い、地面には魔ま法ほう陣じんを描かいていたはずだ。そんなところを他人に見せられるはずがない。召喚士は間違いなく全校朝会には参加せず、少し離はなれた位置から事の成り行きを観察していたことだろう。

　そうなると、読破が調査を頼たのんだ者たちの中に召喚士がいる可能性が高い。

「現げん在ざい調査が完了したのは、教きよう職しよく員いんについてです。欠けつ勤きんで全校朝会に参加しなかった教師は数人おりますが、どれも出しゆつ張ちよう等の正当な理由があります。行き先の確認も行いましたが、全員にアリバイが成立しております」

「……ということは、こっそり学校に来ていた線は消えたか」

「そうなりますね。出勤した教師についても調べましたが、特に全校朝会で見かけなかったという者もおりません」

「そ、そうか………」

　予想以上の手て際ぎわのよさに、さしもの読破も感かん嘆たんした。出勤した教師を調べるとなると、どうしても学校関係者に聞き込みを行う必要があるはずだ。

　前々から思っていたが、この電話の相手は学園内にいるのではないか？

　今まではあえて触ふれずにいたが、ここまでくるとかなり気になる。守しゆ衛えいの死体の写真を収おさめた封ふう筒とうの件といい、この調査官はどう考えてもこの学園内で何かしらの動きを見せている。

　以前統とう馬まにも確かめてみたが、はっきりした答えは返ってこない。どうも全すべてを知っているのは最高権けん力りよく者しやである館長だけとの説が濃のう厚こうであり、一いつ般ぱんには異界図書館の七不思議の一つ「見えざる調査官」として触れないことが暗あん黙もくのルールになっている。

「……いかがなさいましたか？」

「あ、いや……何でもない」

　正体は気になるが、今は他に訊きくべきことがある。それにもしも「見えざる調査官」が校内にいるのなら、いずれ会うこともあるだろう。

「……教師については、もう疑うたがいのある者はいないと考えていいのか？」

「いえ、一人おります。寝ね坊ぼうによる遅ち刻こくで全校朝会に出ていないとのことですが、確認はできませんでした」

「なるほど……遅刻と言いながら、あのとき校内にいてもおかしくないわけか。で、それは誰だ？」

「国語教師の備び前ぜん一かず樹きです」

　一瞬、読破の思考が止まった。

　アルバムのページをめくるように、彼との様々な記き憶おくが甦よみがえっていく。

　自分とも気さくに会話を行った教師であり、担たん任にんを務つとめた白川のことも真しん剣けんに考えていた。そんな彼が……いや、考えようによっては、校内で白川に最も近い人物とも言える。彼が校内で極きよく端たんに知り合いのいない生徒だったことを考えると、備前には確たしかに召喚士の疑いがある。

「……教師に関しては、彼一人で間ま違ちがいないな？」

「はい」

　はっきりとした断だん定ていは、疑いようがなかった。実際、読破も全校朝会で彼の姿すがたを見ていないのだ。

「……わかった。では引き続き生徒の方を頼む」

「かしこまりした。放課後までには調査も完了するでしょう。ではまた」

　電話を切ると、読破は少し重い足取りで歩き始めた。

　この分だと、たとえ回かい収しゆうが成功しても、彼の表情が晴れる保ほ証しようはない。





　睦美はまったく午後の授じゆ業ぎように集中できずにいた。

　理由はもちろん読破のことを想おもってだ。昼休み、何な故ぜ自分は腕に打だ撲ぼくを負ったのか。あれは、何か巨きよ大だいな力に潰つぶされたような感覚だった。今は湿しつ布ぷが効きいて痛いたみもないが、きっと何かあったに違いない。

　思えば今回の件では読破から何も聞かされていない。図書館から盗ぬすまれたという本が戒かい書しよであることはまず間違いないが、肝かん心じんの内容はさっぱりわからない。自分が知っていいものではないかもしれないが、読破が全校生徒に情報を求めたのは確かだ。だったら、一番身近なはずの自分には教えてくれてもいいはずだ。

　そんなことを考えていたせいで、教師に当てられたときも当然答えられない。明らかに普ふ段だんと違う睦美に、教師も生徒も心配そうな声をかけたが、睦美はそれに応おうじることもなかった。

　とにかく早く読破に会いたい。

　会って全すべてを訊いてみたい。

　読破の仕事を知ることで、少しでも彼に近付きたい。

　いつもより積極的になろうと決意を固め、放課後に急ぎ足で図書館に向かう。丁ちよう度どそこから出て来る読破を見かけたが、声をかけることはできなかった。

　すでに先客が読破と話していたからだ。

「あの先せん輩ぱい、昼休みに……中庭にいましたよね？」

「それがどうかしたかな？」

　読破の話し相手は綴だった。睦美は気付かれないように二人の会話に聞き耳を立てている。彼女をそんな行動に走らせたのは、胸むねに突つき刺ささる嫉しつ妬とという名の楔くさびだった。

「先輩、樹いつき先輩を保健室に連れてってましたよね？　その前にあの、すごく大きい人と話してませんでした……？」

「…………」

「変なこと訊いてすいません……でも、ずっと中庭見てたらそれが見えて………」

「君以外の人間は、どうしていた？」

「香奈ちゃんも皆みんなも、変な声が聞こえたら眠ねむっちゃって……あ、私は起きてたんですけど」

　読破の顔つきが変わった。

　あのセイレーンの魔まの歌声を、自分以外で無効化した者がいたとは。

「……君は、一体何者だ？」

「え……何か言いました？」

「……別に。それで、他に何か見たのか？」

　素そっ気け無く切り抜ぬけようとしたが、綴の遠えん慮りよがちな追つい及きゆうは止まらなかった。

「声がしたとき、屋上に大きな鳥みたいなものがとまってたのを……」

「別にとまってもおかしくはないだろう」

「でもそれ、人の顔してたんです……！」

　綴は記き憶おくの中の未知の存そん在ざいに恐おそれを抱いだいていた。異い界かいの存在に接せつしたとき、ほとんどの者がまずこうなる。

　セイレーン──そう呼よばれる海の魔女は、水鳥の体に人間の女性の顔を持つという。綴が目もく撃げきしたのはそれに違いない。

「私、すっごい怖こわくて…………あれって、先輩が調べてることと関係あるんですか？　白川君をあんなふうにしたのも……？」

　綴の不安げな問いかけが、読破の胸を貫つらぬく。

　この少女は、本能的に誰を頼ればいいかということ、そして周囲に満ちる危き険けんを感じ取る力を持っているようだ。

　読破が返答に困こまっていると、聞き耳を立てていた睦美がその前に進み出る。

「部長、私にも教えてください。このままじゃ、私……部長の代理が務つとまりません」

　嘘うそだった。

　図書館の業務は彼女にとってけして難むずかしい仕事ではなく、こんな心しん境きようでも何とかやっていける。

　こんな嘘を口走らせたのは、結局は醜みにくい嫉しつ妬とだ。

　綴との会話から、読破が彼女に自分より多くの事実を話していると知り、思わず嘘をついてしまった。

「私には……話せないんですか………？」

　涙なみだ声ごえに近い声だが、読破は何も語らない。全ては睦美を巻まき込こまないため──それをわかっていても、訊かずにはいられない。

「話しても、話さなくても、結局は危険なんじゃないんですか……？　だったら………！」

　そう訴うつたえるものの、睦美に確かつ固こたる根こん拠きよはない。

　だがそれは事実だ。

　すでに被ひ害がいは学園全てに及およびつつある。

　読破はしばらく目を閉とじ、やがて重い口を開いた。

「……まだ特定できているわけではないが、ある人物が二冊さつの本を盗み出した。それを使えば、召しよう喚かん術じゆつで異界の存在をこちら側に招まねくことが可能になる。このところの一連の事件は、全てその召喚士の仕し業わざだ」

「そうだったんですか……」

　ようやく真実を告げられ、睦美の表情から抑おさえようのない喜びがこぼれる。

「それで、『回収』は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「今のところは何とも言えない。ただ、奴やつは今夜大がかりな儀ぎ式しきを行うはずだ」

　読破には確信があった。

『幻獣召喚指南書』の下巻、その最後のページにある記き述じゆつがあった。複ふく数すうの条じよう件けんを満たさなければ実行できない大がかりな召喚術で、条件の一つに満月の夜とある。読破の目が光るこの状況では、実行しないのが得とく策さくかもしれない。だがわざわざ警けい告こくを出した以上、今夜決行するだろう。読破の管かん轄かつであるこの学園で召喚儀式を成功させることで、召喚士は彼を嘲あざ笑わらうつもりだ。

「儀式の決行には、生いけ贄にえが必要だ」

「生贄……」

　呪のろわれた響きに、睦美と綴が顔をこわばらせた。

「そうだ。特に生贄に関して限げん定ていする記述はなかったが、奴のことだ、まず人間を使う。候こう補ほ者しやはこの学園の人間全員──ひょっとしたらもっと多いかもしれない。もちろん、君も私もターゲットに入る。選ばれる確かく率りつは低いだろうがな」

　読破は嘘をついた。昼休みの時点で、すでに睦美は生贄の候補に挙がっている。

　確かに生気に満ち溢あふれた十代の美少女などは、生贄の格かつ好こうの標的だろう。

　あえてそのことを睦美達には告げず、読破は自分の決意だけを述のべた。

「私は儀式を止めるつもりだが、そのことは奴も予想済ずみだろう。いかなる手段を用いてでも、私の行動を阻そ止しするはずだ。当然危き険けんが及ぶ。だから今日は図書館から離れる。君も私から離れてくれ」

「そんな……逃にげればいいじゃないですか！」

　睦美の叫さけびに、読破は首を左右に振った。

「できない。そうすれば奴を止めるものはいなくなる。これは私の仕事だ。私には、この学園を“〝戒かい書しよ”〟の脅きよう威いから守る義ぎ務むがある」

　遠い目で彼は図書館を見つめた。図書部長としても、異い界かい司し書しよとしても違う思い入れが彼の中にある。表情からは窺うかがい知れないが、その決意を揺ゆるがすことは到とう底ていできそうになかった。

「私は私の仕事をするだけ……君にもそうあってほしい。図書館の方を頼たのむ」

　読破の申し出が、睦美の胸を鋭するどく抉えぐる。彼が背せを向けて歩き出しても、まだ断ことわりの言葉を言い出せない。

　傍はたから見れば、これはただの図書館前で繰くり広げられる何気ない会話にしか見えない。いつもと変わりない読破の口調が、余よ計けいにそう感じさせる。実じつ際さい、彼にとってはそう珍めずらしいことではないのかもしれない。異い界かい司し書しよの「回かい収しゆう」には大なり小なり危き険けんが伴ともなう。今まで数々の“〝戒かい書しよ”〟を異界図書館に送ってきた読破にとっては、今回のことも日にち常じようの一部にすぎないのかもしれない。

　だから彼は睦美に後を託たくし、一人召喚士との戦いに旅立っていく。

　異界司書の任にん務むのために──自分以外の者を守るために。

　睦美にはそんな彼の決意は受け入れられなかった。去り行く読破をただ見つめるしかできない綴とは違う。手を伸のばせばそこにいる彼を、簡かん単たんに行かせられるはずがない。

「ぶ、部長！」

「何だ？」

　読破は振ふり向こうともしない。すでに心は待ち受ける戦いに向き、その足は図書館の後ろに広がる森にさしかかっている。

「別に、別に部長じゃなくたっていいじゃないですか！　高校生なんだし、他の人に頼めば………」

「この件を他人に任まかせる気はない。他の場所ならいざ知らず、この学園に眠る戒書は、私が在あるべき場所へ返さなければならないんでね」

「……でも………」

「自分で選んだ道だ。それに今回の件は私のミスから始まった。心配はありがたいが、約束を忘わすれたのか？」

「約束……？」

　記き憶おくを遡さかのぼる睦美に、読破は振り向いて微び笑しようした。

「君の小説を読ませてもらう約束だ。それに、まだ読みかけの本もある。だからさっさと片かた付づけなくてはな」

　微笑ほほえんだ読破に、睦美はもう何も言えない。

　空に穏おだやかな赤みが差し始めた中、一人の異界司書はその夕日の彼方かなたへ去っていった。



　　　　＊



　生贄という行こう為いが、至し極ごく正当なものであることが何な故ぜ理り解かいされないのだろうか？

　それは人が労働の対たい価かとして金銭を得ることと、何ら変わりがないはずなのに。

　ただ、異界の存在を招くための対価として生贄を捧ささげる──それだけのことなのに、愚おろかな使命感でそれを邪じや魔まする者がいる。

　邪魔は許ゆるさないが、見学は許してやろう。

　己おのれの無力さを呪のろいながら、身近な者の死を歯は噛がみする思いで見るがいい。

　さあ、生贄を選ぶとしよう。

　彼かの儀式に最も相応ふさわしき者は誰だれだ？



　　　　＊



「……そうか、わかった。では、最後にあれについての確かく認にんを頼む。副館長にもよろしく伝えてくれ」

　そう言って読破は携けい帯たい電話を切った。

　電話は「見えざる調ちよう査さ官かん」からのもので、生徒に関する調査が終わったことの連れん絡らくだった。報ほう告こくによれば、生徒の中には召喚士がいそうにないことが判明したそうだ。

　欠席した者、遅ち刻こくした者、単に朝礼をサボッた者──全すべての者を調べ上げた調査官の実力はたいしたものだが、素す直なおに感心している余よ裕ゆうはない。生徒がシロだとすると、読破の疑うたがいの矛ほこ先さきは自然と国語教きよう師しの備前に向く。

　すでに放課後も遅おそい時間だが、まだ彼は職しよく員いん室しつにいた。

　読破は彼に悟さとられないように職員室に入り、栞しおりが反はん応のうしていないか確かめた。彼が召喚士という確かく証しようのない以上、今はとにかく儀式の決行の鍵かぎを握にぎる『幻獣召喚指南書』を見つけ出すのが先だ。

　仮かりに備前が召喚士の場合、職員室という校内における一種の聖せい域いきを保ほ管かん場所に選ぶことは、手元に置いておくという意味も含ふくめて充じゆう分ぶんに考えられる。

　だが栞は何の反応も示しめさなかった。

「……ここにはない、か………」

　さして気落ちした様子もなく、読破は場所を移うつした。

　およそ学園で物を隠かくすのに相応しい場所を虱しらみ潰つぶしに探さがし続ける。だが成果は一向に上がらない。

　諦あきらめずに探たん索さくを続けていると、いつしか図書館の近くに来ていた。

　ふと睦美や綴のことが気になったが、寄っていくわけにもいかない。感かん傷しようを追い払はらおうと軽く頭を振ふると、奇き妙みような気配を感じた。

　何かの視し線せん……誰かではなく、あくまでも何かに見られているような感覚がある。単なる気のせいでない証しよう拠こに、栞がごくわずかだが蒼あおい光を放っていた。

「……来たか。私を消すか、行動不能にするか……どちらもさせんぞ」

　小さく呟つぶやき、図書館の裏うらに回る。栞の光が増ましたのを確認し、読破はあの森に足を進めた。向こうとしても、誰かに見られるのは避さけたいはずだ。ならば人目に触ふれないここを選ぶ。

　森の中を進む読破が辿たどり着いたのは、白川の死体を発見したあの場所だった。

「またここか」

　感かん慨がい深ぶかげに呟き、読破は地に目を落とした。

　草木一本生えない荒あれ地ちには理由がある。

　周囲の木々がここを避けるのも、全てはかつて行われた忌いまわしき実験ゆえに。

「この学園には、こんな場所がいくつもある。それは一人の男の知ち識しき欲よくを満たすために行われ、そのためにこの学園は魔力的な磁じ場ばと化した。だから簡かん単たんにお前のような存在を招まねくこともできる」

　すでに相手はそこで自分を待ちうけ、戦せん闘とう態たい勢せいを整えていた。

「貴き様さまが刺し客かくか……向こうも召喚のレベルを上げたようだな」

　声に、眼前の存在への畏い敬けいの念が交まじった。

　それも無理はないだろう。目の前の幻げん獣じゆうは、百獣の王と猛もう禽きんの王、陸と空を総すべる存在の融ゆう合ごう物ぶつだった。

　ライオンの肉体に鷲わしの頭と翼つばさを備そなえた獣けものは、ギリシア神話にその姿すがたを見せる。

　グリュプス──またの名を、

「グリフォンか」

　どちらかと言えば一いつ般ぱん的な英語名で呼よび、その肉体をしげしげと眺ながめる。サイズは通つう常じようのライオン程てい度どといったところだが、その威い圧あつ感は桁けた違ちがいだ。

「ご立りつ派ぱな体だが、頭はそれに釣つり合っているか？　貴様に少しでもその体に見合う誇ほこりがあるのなら、今すぐ帰れ」

　グリフォンは無言だった。仮に読破の言葉が理解できたとしても、自らの気持ちを伝える能力があるのかどうかは疑ぎ問もんだ。それでも彼は自分の言葉が届とどくのをまったく疑いはしない。

「召喚とは、される側にとっては迷めい惑わく以外の何物でもない。お前にとってもそれは変わらないはずだ。まして、召喚士のレベルが低ければな。答えろ、貴様は満足しているのか？」

　その問いかけに、グリフォンの瞳ひとみに感情の色が浮うかんだのを、読破は見み逃のがさなかった。見かけが獣だとしても、異界の存在はある意味では人間よりはるかに豊ゆたかな感情を持つ。グリフォンが自分の現状にどんな感想を抱いだいているか、異界司書たる読破はそれだけで理解した。

「……お前も同じか。いや皆みなそうだろうな。くだらぬご主人様とやらに自分の世界から引きずり出され、ただこき使われる。それでもやらねばならない──因いん果がな身だな」

　同意を示しめすように、グリフォンがその身を躍おどらせた。不満はあれどやらねばならない。それが召喚されたものの宿命なのだ。獣は信じがたい速度で読破に飛びかかり、ライオンの爪つめを備えた前足で、その喉のど元もとに襲おそいかかる。

　頸けい動どう脈みやくを根こそぎ引き裂さく一撃を防ふせいだのは、言うまでもなく読破が携けい帯たいするあの本だ。見た目は紙かみ製せいの表紙だが、表面には傷きず一つない。それどころか、グリフォンの爪が砕くだけている。

　予想外の出来事に、グリフォンはその本能で前足を引っ込めた。それに乗じて読破が踏み込み、本による一撃をその鷲の頭に叩たたき込む。一気に吹ふっ飛ばされ、グリフォンは無ぶ様ざまに地に転がった。

「悪いが、この本はいかなる攻撃を用いても破は壊かいできない。それに異界司書の研修には対幻獣用の戦せん闘とう法も含まれている。能無しのご主人様の傀儡くぐつでは、どう足あ掻がいても無む駄だだ」

　諦あきらめて去れ、そう暗に告げる読破だが、向こうがそうできないのは知っている。しかし何も言わずにただ罪つみなき召喚獣を滅ほろぼすだけの冷れい酷こくさを、この少年は持っていなかった。

　だからなおも立ち上がり、彼目がけて突進するグリフォンに悲しげな視線を送る。敵てきの速度はチーターをも凌しのぐ驚きよう異い的なものだったが、予想ができていれば退しりぞけるのは容易たやすい。渾こん身しんの力を込めたタックルが届く前に、読破は本を振り上げ、鉄てつ槌ついの如ごとくそれを敵の頭上に振ふり下ろす。この本が本来持つ防ぼう御ぎよ機能、さらに異界図書館の特とく殊しゆ加工が加われば、異界の獣とてひとたまりもない。

　頭ず蓋がいを砕くだかれたグリフォンは、ぐったりとその場に倒たおれ込み、けして起き上がることはなかった。その気高き猛もう禽きんの王の表情が心なしか安らかに見えるのは、気のせいだろうか。

　まだ「回収」という大仕事が残っているが、読破はその場に膝ひざを突つき、頭こうべを垂たれた。ほんの束つかの間の死者への哀あい悼とうは、背中に走った激げき痛つうで不意に終わった。

　愕がく然ぜんと振り向いたとき、地に落ちた巨きよ大だいな影かげが日差しを防ふせいでいた。とぐろを巻くその姿は、紛まぎれも無く最も高い知名度を誇る幻獣のもの。

　立ち上がろうとする意い志しは背中につけられた爪つめ痕あとに阻はばまれ、読破はなす術すべもなくその鞭むちのようにしなる尾おの一撃を腹はらに受け、背はい後ごの木まで吹っ飛ばされた。全身が硬かたい木に叩きつけられ、意い識しきはそのまま闇やみの彼方かなたへと沈しずむ。

　とどめを刺そうと、最強の刺客が迫せまってくる。

　だがそれは一冊の本によって阻まれた。

　刺客の視し線せんは、読破の手からこぼれ落ちた黒本に注がれている。

　表紙に主あるじの血を帯びたそれには、劇げき的てきな変化が起きていた。

　表面を覆おおう金の鎖くさりが解とけ、わずかながら表紙が持ち上がり、その中身が見えざる手で開かれようとしている。

　それを認にん識しきした瞬しゆん間かん、刺客はその場を去った。

　読破ではなく、黒本への畏い怖ふのために。

　その中に在あるものを、目にしないために。

　脅きよう威いが去った後、黒本は自おのずから閉とじ、再ふたたびその姿を開かれざるものへと変えた。

　そして、繰くるべき主もまた。

　使命を帯びた手が、か弱い動きながらも本を手に取った。





　図書館の閉へい館かん時間が迫っていた。

　徐じよ々じよに人ひと気けがなくなっていく館内には、読破を知る三人の女性が残っている。

　綴は自分なりに今回の事件を思い返しているが、残る二人の間には険けん悪あくなムードが流れている。

　……と言っても、あくまで睦美の方が真ま由ゆに敵てき意いを剥むき出しにしているだけだ。

　元々何かと読破になれなれしい真由を気に入っていなかったうえ、綴から彼女が昼休みに図書館にいたときの事件を聞けば無理もない。睦美の感情のバロメータは一気に憎ぞう悪おのラインまで跳はね上がり、三人が集つどったカウンターには彼女の情念が渦うず巻まいている。

　真由の方は大人の女らしく睦美に対して無む視しを貫つらぬいているが、それでも重々しい空気が漂ただよっていることは否いなめない。

　あえて何も言わないことで、危あやうい均きん衡こうが成り立っている。

　だがそれも限界、プレッシャーに耐たえ切れず、とうとう綴がポツリと呟つぶやく。

「そうだ、月詠先せん輩ぱい、どうしてますかね？」

　言った後すぐにまずいと思ったが、もう遅い。睦美の表情にさっと暗い陰が差し、真由も小さく溜ため息いきをつく。カウンターは拭ぬぐいようのない重々しい雰ふん囲い気きに包まれ、前よりも重い沈ちん黙もくが続くが、それを閉館時間の到とう来らいが打ち破やぶる。

「……そろそろ戸と締じまりしなきゃね。私、今日はここに残って論ろん文ぶん仕上げるから、閉館処しよ理りも必要ないわ。あなた達はもう帰っていいわよ」

「珍めずらしいですね、そんなこと言うなんて」

「たまにはね」

　睦美の冷たい皮肉を聞き流し、真由は準じゆん備び室しつの方に引っ込んだ。とりあえず綴の恐おそれる最終戦争は回かい避ひされ、残った二人はどちらともなく帰り支度じたくを始めた。

　図書館から出ると、すでに日は落ちて真っ暗だった。この暗くら闇やみのどこかで、今も読破は戦っている。口に出さなくても、それは二人が共有する想おもいだ。

　今までの経緯いきさつは、それぞれが情じよう報ほうを公開することで大体明らかになっている。これまで読破に口を閉とざされてきた睦美も、今はほぼ召しよう喚かん士しの所業を理り解かいしていた。

「あの副部長、私、友達と待ち合わせをしてるので、これで……」

「そう。私も帰らなきゃね………」

　二人はそこで別れ、それぞれの帰路についた──はずだった。

　綴はまっすぐに香奈と待ち合わせの場所に向かったが、睦美は違った。

　急がないと教きよう師しからも下校を急せかされるのに、校門とは逆ぎやく方向に歩いていく。

　その最中、彼女は読破に想いを馳はせていた。あのとき、自分が付いて行っても足手まといにしかならないのはわかる。それでも、彼の傍そばにいたかった。何か彼のためにしたかった。図書館のカウンターに座すわっているときも、ずっとそれを考えていた。

　今もそれは変わらない。

　長い時間をかけて、睦美はようやく一つの答えに辿たどり着きかけていた。

　今の読破が求めるもの、それは召喚士の正体だろう。読破がこの件けんに手こずっているのも、全すべてはそれに起き因いんする。敵てきの正体さえわかれば、いくらでも手の打ちようはあるはずだ。

　もちろんそう簡かん単たんにわかるなら苦労はしない。自分より大きな手がかりを持つはずの読破でさえ、まだ突き止めてはいないのだから。しかし睦美は諦あきらめずに考え続けた。昨日までと違い、今の自分には多くの情報がある。

　まず状じよう況きようを整理してみよう。

　相手は全校朝会でセイレーンを召喚した。そして『幻げん獣じゆう召しよう喚かん指し南なん書しよ』を手にしている。全校生徒と教師の目が光るあの場所で、本を抱かかえて詠えい唱しようでもしていれば否いや応おうなしに人目を引き、すぐにその正体を明かすことになるだろう。それを避さけるなら、当然召喚士はあの場から離はなれた、もしくは最初からいなかった人物ということになる。

　そしてもう一つ──昼休みのサイクロプスの一件だ。

　召喚士は当然あのとき校内にいたことになる。おそらく、近くから様よう子すを窺うかがっていたに違いない。

　この二つの条件を満たす人間がまず何人いるか──それを割わり出すことさえ睦美にはできない。この壁かべが彼女の推すい理りの進行をずっと妨さまたげていた。それがこの用よう務む員いん室しつへの道のりで不意に天てん啓けいを得た。

　確たしかに自分にはこの条件を満たす者は割り出せない。仮かりに割り出せたとしても、該がい当とう者しやは大おお勢ぜいいることだろう。だが読破はどうだろうか？　彼はすでに該当者を割り出し、それら一人一人を調べ上げているに違いない。しかし彼の様子からは、召喚士を見つけ出したようには見えない。ならば、該当者の中には召喚士はいなかったのだろう。そうすると事じ態たいは振り出しに戻る。

　しかし、何な故ぜ該当者の中に召喚士がいなかったのか？

　これは最初の二つの条件が間違っていたからではないのか？

　そう、例えば全校朝会のとき、最初からいないことで怪あやしまれるのではなく、いないのが当然、いなくても怪しまれない人物がいたとしたら？

　全校朝会とはその名の通り全校生徒と全教師が集つどうものだ。そこにいなくてもいい人物、そう例えば──用務員なら。

　推理の終点に辿り着いたとき、睦美は校こう舎しやの端はしにある用務員室の前まで来ていた。中に人がいる気配はないが、自然と胸むねが高鳴っている。呼こ吸きゆうを押おし殺し、睦美は室内に入った。

　普ふ段だん鍵かぎを返しにくることも多いので、室内の構こう造ぞうについては把は握あくしている。誰だれもいないことを確かく認にんし、何か自分の推理を裏うら付づけるものがないか、辺りを見回す。人気のない静せい寂じやくがさらに睦美の頭を研とぎ澄すませていき、自分の推理の外そと堀ぼりを埋うめていく。

　そうだ、あの昼休みの一件のとき、用務員の橘はまさにあの場所にいた。あのとき眠ねむったふりをして、一部始終を見ていたに違いない。やはり犯はん人にんはあの男しかいない。それならば、『幻獣召喚指南書』もここにあるかもしれない。

　そう考えて近くの棚たなを物色し始めたとき、後ろから肩かたを叩たたかれた。

　背せ筋すじに冷たいものを感じながら振ふり向くと、その男は笑いかけた。

「いけないよ、こんな事しちゃあ………」

　睦美が悲鳴をあげると、その口が手で塞ふさがれる。絶ぜつ望ぼうの闇に覆おおわれながら、彼女は心の中で読破を呼び続けた。





「おっそ～い、何してたのよ？」

「ちょっとね……」

　親友の追つい及きゆうを誤ご魔ま化かし、綴は珍めずらしく帰りを急せかした。

「あの、少し急がない？　もうずいぶん暗いし……」

「だったらもうちょい早く来たら～？」

　綴の異変を感じ取りつつも、あえて触ふれずに少し足を速める。

　付き合いの長い香奈は、大体綴の思考回路を理り解かいしているので、隠かくし事もそこまで咎とがめはしない。いずれ必ず相談にくる──これまでもずっとそうだった。

　だが今回は違う。

　もちろん綴も香奈に全すべてを打ち明けたい。

　相談して、これまでのように何かいい考えを出してもらいたい。

　並ならんで歩く中で幾いく度どとなく誘ゆう惑わくが襲おそうが、そのたびに一人戦いに身を投じた読破の姿すがたが甦よみがえる。彼を裏うら切ぎるようなことだけは、やはりしたくなかった。

　だから自分にできる唯ゆい一いつのこと、儀ぎ式しきから逃のがれるために早めの帰き宅たくを目指す。

　しかしその望みは奇妙な気配が打ち砕くだいた。

「どうしたの？」

　香奈は突とつ然ぜん足を止めた綴に声をかけた。返事はない。綴はただ顔色を変え、小こ刻きざみに震ふるえている。やがて、おそるおそる後ろを振り返った。

　まだ誰もいない。

　けれども気配は感じる。この世ならざる異界の獣けものの気配が。

「ねえ、どうしたのよ」

　香奈が肩かたに手を触れようとしたとき、反はん射しや的にその手を弾はじいた。

「ダメ、離はなれて！」

「え……？」

　二人の少女を、夜の闇やみを纏まとった存在が引き裂さいた。

　彼方かなたから高速で飛来したそれは、その全ぜん貌ぼうを明かすことなく一いつ瞬しゆんだけ香奈の視界を黒く閉とざし、消える。

「あれ………？」

　それが去ったとき、隣となりに親友の姿はなかった。

　ただ一つ、忘れ形見の鞄かばんだけを残して。





　あれは夢ゆめだった。

　他人に話せば誰もがそう言うだろう。

　彼は別にそんな他人を否ひ定ていしなかったが、自分の体験をけして夢だとは思わなかった。しかし夢だと思われても仕方ない部分はある。

　まずいつからそこにいたのか、その記き憶おくがおぼろげだ。これは当時五歳さいになるかならないかの少年ならば、致いたし方ないかもしれない。それでもその場所の光景ははっきりと覚えていた。

　自分の背せ丈たけの優ゆうに二倍はある本ほん棚だなが、見み渡わたす限かぎり広がっている。四方のどちらを向いてもその光景、少年にとってはそれが世界の全てを満たしていると言っても過か言ごんではなく、事実そうだった。

　とりあえず出口を探さがそうと歩き回るが、人っ子一人いないうえ、同じ光景が続くばかりだ。ふと上を見ると、天てん井じようはない。吹ふき抜ぬけの構造だが、果たして頂ちよう上じようはどこなのか。上のフロアもこことまったく同じ眺ながめなのはいうまでもない。見上げるのに疲つかれて下を見てもまったく同じだ。

　普ふ通つうの子こ供どもならこの絶ぜつ望ぼう的な状じよう況きようにまず大声で泣き叫さけび、その後に泣き疲れて助けを待つところだろう。だが彼はそうはしなかった。ここはそんなことをしていい場所ではない。それは図書館の基き本ほんルールではないか。

　母親に連れられて数回行っただけの場所の規き則そくを、この少年は子供心にしっかりと刻んでいたのだ。それに、彼はここが嫌きらいではなかった。本──と言ってもまだ彼が読むといえば絵本のレベルだが、彼はとにかく本好きだった。外に遊びに出かけるよりも、本を読んでいる。母親がおやつの時間だと呼んでも、読みかけの本を読む方が大事だった。だから図書館という場所は、彼にとって遊園地よりもはるかに魅み力りよく的だった。

　とはいえ、ここの本はどう見ても子供向けではなく、彼が読める内容ではない。だが他ほかにすることもない。歩き疲れた少年は、とりあえず絨じゆう毯たんのしかれた床ゆかに座すわり、本棚の一番下にあった分ぶ厚あつくて彼が持つには大きすぎる本を引っ張り出した。中を開いてみると、まったく読めない文字ばかりでチンプンカンプンだ。そもそもそれが文字なのかもわからない。今のところ、彼が読めるのは平ひら仮が名なとごく限られた漢字、そして英語が少々だから、それも当然だ。

　ところがページをめくるうちに状況が変わった。どうもこれは図ず鑑かんの類たぐいらしく、その年とし頃ごろの少年の気を引く絵が数多く載のっている。種類も豊ほう富ふで、武ぶ器きのような道具、それを使っていたと思われる人間の肖しよう像ぞう、さらにテレビアニメでしか見られないような怪かい物ぶつの姿もそこに在あった。

　一冊さつの本との出会いが彼を一変させ、その本を皮切りに色んな本を引っ張り出した。棚の本はどれも似たようなジャンルだったので、彼の心を和なごませるには充分に役立つ。いくら本好きとはいえ、他に誰一人いないこの場所にいるには彼は幼すぎた。だから寂さびしさと心細さを埋うめるための代だい償しようが必要だった。

　ひととおり読み終えると、今度は空くう腹ふくと疲つかれが襲おそってきた。トイレに行きたくならないだけマシだが、それもいつまで保もつか。とにかく寂しさを紛まぎらわすため、新しい本を探しに立ち上がる。そのとき、その青年は本棚の陰かげからひょっこり姿を現あらわした。

「おやおや、ずいぶんかわいい迷まい子ごさんだ。ごめんよ、見つけるのが遅おくれて」

　もうしわけなさそうに頭を掻かく白いシャツを着た青年を、彼は少し警けい戒かい心しんを持って見つめた。知らない人に声をかけられたら、気をつけないといけないからだ。

「うん、どうしたの、僕の顔に何かついてる？」

　人ひと懐なつっこい笑えみを浮かべた青年に、彼も少し心を許ゆるした。仮かりに相手が誘ゆう拐かい犯はんにせよ、この状況ではどうしようもない。

「ここ……どこ？」

「図書館だよ」

　あっけらかんと答える青年は、どうも危き機き感がない。この場所の異い常じよう性せいを知り尽つくしたうえで、さらにこういう発言をしているのだから、只ただ者ものではないと知れる。しかし少年にはそんなことを見抜く能力もないので、ただ青年の言葉に同意した。

「そっか……あの、出口は？　お母さんはどこ？」

「出口はあるけど、君じゃ使えないよ。それからお母さんもいない」

　迷子の扱あつかい方をまったく心得ていないこの言葉に、普通の子供ならまた泣き出してしまうだろう。彼もその一歩手前まで来たが、何とか次に青年が口を開くまで待った。

「でも大だい丈じよう夫ぶだよ。外には僕がちゃんと送り返すし、お母さんだってきっと君を待ってる」

「ホント？」

「ホント。でも君すごいね、その歳としでここに来られるなんて。夢ゆめとかで見られるだけの人間はそこそこいるけど、実じつ際さいに来られるとなるとそうはいかない。まして君ぐらいの歳だとねえ……まあここが招まねいたわけだけど。ねえ君、本好き？」

　少年は小さく頷うなずいた。

「そう、僕もだよ。その気持ちを忘れないでね。それじゃあ……」

　青年がシャツの胸ポケットから栞しおりを取り出す。上じよう質しつな紙に金糸の紐ひもが付いた一見して高級品とわかる品だ。紙の部分に刻きざまれた奇き怪かいな文字は、少年の瞳ひとみにはどんな願いも叶かなえる魔法の呪じゆ文もんに映った。どうやらそれが自分を元の場所に戻してくれるらしいが、その前にどうしても訊ききたいことがあった。

「ねえ……」

「なんだい？」

「また、ここに来れるの？」

　青年は困こまったように天を仰あおいだ。

「うーん、迷い込んだ人は、基き本ほん的に次からは来られないんだよねえ」

「そっか……」

　寂しそうに俯うつむく少年の頭に、青年はそっと手を乗せる。

「そう落ち込まなくていい。チャンスがないわけじゃない。どうしても自由に出入りしたかったら、君もやってみるかい、異い界かい司し書しよ？」

「異界……司書？」

　まだ司書という単語すら知らない少年には、何が何だかわからない。だから青年はそれ以上説明しようとせず、ただ栞を彼に手て渡わたした。

「あげるよ」

「……いいの？」

　知らない人から物をもらってはいけないと言い含ふくめられていたが、彼の瞳には明らかに喜びの色が浮かんでいた。

「うん。もう僕には必要のないものだから。でもその栞はただ君を導みちびくだけだ。実じつ際さいに道を歩くのは君自身さ。さあ、そろそろ帰ろう」

「うん……あの、また会える？」

　青年は答えなかった。少し寂しそうに笑い、ただもう一度少年の頭を撫なでる。

「元気でね」





　読破はゆっくりと立ち上がり、制せい服ふくに付いた汚よごれをはらって状況を確かめた。どうやら出血は背中だけで、他に外がい傷しようはないようだ。頭が少し痛いたむが、これはしょうがない。多分後頭部にたんこぶでもできているだろう。あれ相手にこの程てい度どで済すんだのだから、幸運だとしか言いようがない。

　自分を気絶させた相手は、すでにこの場から消えている。

　開きかけた黒本がそれを追い払ったことなど知らない読破は、そのまま幸運を甘かん受じゆした。

　斃たおしたグリフォンの姿すがたもすでになく、今いま頃ごろは自分のいるべき世界に戻っているに違いない。

　空はすでに漆しつ黒こくに染そまり、星がかすかに見え隠かくれする。どれぐらい気絶していたか、正確な時間はわからないが、もう時間がないのは確かだ。とにかく儀ぎ式しきの阻そ止しに出向かなくてはならない。背中の痛みをこらえながら歩き出すと、ふとさっきまで見ていた夢を思い出した。

「……名前を聞いておけばよかったな」

　あのときから、ずっと後こう悔かいしている。

　他のことははっきり覚えているのに、彼の顔だけはよく思い出せない。せめて名前を知っていれば、再さい会かいのキッカケはつかめたものを。

　向こうにとってこちらはただの迷まい子ごでしかなかったかもしれない。異界図書館は、時折異界司書ではない人間をそこに招く。招かれる側には戒かい書しよを読む資し格かく、すなわちある程度異界司書になれる資し質しつを有する人間だが、多くの者は帰る術すべを知らない。放ほうっておけば、失しつ踪そう事じ件けんとして外の世界が騒さわぎ出すので、招かれた人間は異界司書の手によって元の場所に送り返されることとなる。

　いわゆる神かみ隠かくしと呼よばれる現象の一部には、こうした異界図書館の事情が絡からんでおり、異界司書になる者にはこうした経けい験けんを持つ者が少なくない。読破もその一人であり、あのときの出会いによって彼は異界司書を目指した。その理由に、彼との再会が少なからず占しめている。向こうにとっては業ぎよう務むの一いつ環かん、今までにも多くの迷い人を帰還させただろうが、読破にとってあの出会いは一生を変えた出会いだ。

　あのときの青年の手のぬくもりは、今でもはっきり覚えている。物心がついたときには父親と離はなれて暮くらしていた読破にとって、あの青年は尊そん敬けいすべき数少ない大人の男だった。もう一度会って、話をしてみたい。

　それが読破の夢だった。

　だが資格を得て異界図書館を訪おとずれたとき、すでに彼はいなかった。彼が異界司書の職しよくを辞じしたのは自分の上司である統馬が異界司書の資格を得る前だったため、彼に訊いても答えは出ない。唯ゆい一いつ知っているであろう館長からも、未いまだ答えを得ていない。

　だから読破はただひたすら回かい収しゆうを続ける。続けていれば、いつかどこかで会えるかもしれない。そんな彼には似につかわしくない子こ供どもじみた幻げん想そうが、傷きずついた体を支ささえていた。

　地面に落とした本を拾い、そこに挟はさまれた彼がくれたあの栞を見つめる。全すべての異界司書が同型の栞を所持しているが、そのランクによって力は大きく違う。自分はまだその全てを使いこなせてはいない、少なくとも読破はそう思っている。優ゆう秀しゆうな彼と出会ったときに恥はじないためには、自分もその高みに上らなくてはならない。そう思って今日までやってきた。だが、まだ届とどくには至いたらない。

「これでは、まだ会えないな」

　しかし、この回収が終われば。

　今までもそう言い聞かせてきた。

　いつもより重たい足を引きずり、予想した儀式の場所へと向かう。そのとき、携けい帯たい電話が鳴り響ひびいた。

「月詠だ……」

「私です。白川守まもるの正確な死し亡ぼう推すい定てい時じ刻こくが割わり出されました」

「そうか………」

　この状況下で、ようやく一つの光こう明みようが見えた。

　彼が最後に依い頼らいした白川の検けん死しの結果次し第だいでは、その時点で召しよう喚かん士しが確定される。

「それで、結果は？」

「大体午後二時から三時頃、そちらの時間で言えば、掃そう除じ時間が終わった後の授じゆ業ぎよう中ちゆうでしょうか。“〝戒かい書しよ”〟を取り返して比ひ較かく的早い時間に殺されたようです」

「なるほどな」

　読破の中で今まで集めた情報と推理、そしてたった今来た連絡が複ふく雑ざつなパズルを組み立てていき、ついに求めていた結けつ論ろんを導みちびく。

「今すぐ保ほ安あん部ぶに伝えてくれ、召喚士は間違いなくアイツだ」



    

  
    
      　第六章　その力、見み誤あやまることなかれ






「いやあ、ビックリしたよ、いきなり大声出そうとするから」

「誰だれだってそうなります！」

　いささかきつい口調で睦むつ美みが言うが、相手はまったく気にしないで本に目を通している。

「まあ怒おこらなくてもいいじゃない。落ち着こうよ」

　憎にくらしいぐらいに落ち着き払はらい、異界図書館副館長・四し海かい統とう馬まは言った。

　あのとき、用よう務む員いん室しつで睦美の口を塞ふさいだのは彼だったのだ。彼は手足をバタつかせる睦美を無む理り矢や理り外に連れ出し、とりあえず事じ情じようを説明している。

　今二人は学園の裏うらにある出入り口前におり、統馬は外部と学園を隔へだてる塀へいに背せ中なかをもたせかけ、呑のん気きに『ヴァンデル家殺人事じ件けん』に目を通している。この面めん倒どう事ごとが嫌きらいな男が回収業務に関かかわるのは珍めずらしいことなので、きっと読どく破はが頼たのみ込こんでおいたに違ちがいない。すでに閉へい館かん時間をすぎているため、全ての門の鍵かぎは閉しめられて時じ刻こくは夜を迎むかえている。

　今彼らを照らすのは満月の月明かりだけだが、統馬はまったく苦にせずに読書を続けている。夜目が利きく云うん々ぬんではなく、これもまた異界図書館の副館長の能のう力りよくかもしれない。

　もっとも睦美はそんな彼の能力も素す性じようも知らない。ただ折角のチャンスを邪じや魔まされたことに苛いら立だっている。

「あの、あなた一体何なんですか？　こんな時間に……しかも外部の方ですよね」

「そうだけど、知り合いならいるよ。月つく詠よみ君って言うんだけど、知らない？」

「え……あなた、部長のお知り合いなんですか？」

「そう。で、何か君みたいな夜に動き回ってる生徒をちゃんと家に帰せってさ。まったく面倒なこと頼たのまれたよ」

「……はあ………」

　突とつ然ぜんそんなことを言われても、にわかには信じがたい。大体、読破の知り合い云々が本当だとしても、何な故ぜ彼がわざわざ睦美に接せつ触しよくするのか。もしや彼は──

「あの、ひょっとして異界司書の方ですか？」

「はあ、イカ師し匠しよう？」

　冗じよう談だん抜ぬきの本気の聞き間違いは、逆ぎやくに彼の素す性じようを隠すのに役立った。

　睦美は冷めた目で統馬を見つめ、首を振った。

「いえ、何でもないです。いくらなんでも、あなたみたいな人に務つとまるわけないですから……」

「何か凄すごくバカにされた気するな。まあいいや、とにかく帰りなよ。月詠君もそう願ってる」

「それは……できません」

「何で？」

　とっとと帰りゃいいのにというオーラ全開の統馬。

　それを軽けい蔑べつの眼まな差ざしで見返し、睦美は自分の大たい義ぎを述のべる。

「私には、部長に伝えることがあるんです」

「僕ぼくが言っとくから」

「あなたに任まかせるぐらいなら、直接言います」

　頑かたくなな態たい度どに、統馬は肩をすくめた。

　どうやらかなり嫌きらわれたらしい。

　理由に心当たりがない彼は、仕方なく奥おくの手を出した。

「やれやれ、それじゃしょうがない。それじゃあ月詠君に、君が僕の言うこと聞かなかったって言っとこうっと。どうなってもしーらないっと」

　プイとそっぽを向かれると、睦美の中で急に不安がこみ上げてきた。

「ちょ、ちょっと、何が起こるっていうんですか？」

「さあ～ね。でも彼怒おこるだろうな～。僕って結けつ構こう彼と深い仲だし」

「ふ、深い仲って……」

「何なら今度訊きいてみたら？　従したがっといた方がいいと思うけど、君がそこまで言うなら仕方ない。彼、ああ見えて怒ると怖こわいけど、僕のせいじゃないし、じゃあさよなら」

　本を閉じて素そっ気け無なく去ろうとする統馬に、慌あわてて睦美が追いすがってきた。

「そ、そんなに急いで行く必要ないでしょう？」

「だって急いでるし。いいよ、僕のことなんて気にしなきゃいいじゃない。君と月詠君の今後を想そう像ぞうすると辛つらいけど、これも運命だよね」

　その一言が駄だ目め押おしになった。

　この青年にどう思われようと構わないが、読破の心しん証しようを害するのだけは御ご免めんこうむる。

「わ、わかりました、帰ればいいんでしょう？」

「何、その態度？」

「……今日のところは帰ります」

　苦虫を噛かみ潰つぶしたような声に満足し、統馬は殴なぐりたくなるぐらいにこやかな笑みで右方を指差した。

「じゃあ、早く行けば？　お帰りはあちらで～す」

「校門は逆方向です！」

　睦美は憮ぶ然ぜんとした態度で言い返し、そのまま急ぎ足で去っていった。

　彼女がいなくなったのを見計らい、ポツンと統馬が呟つぶやく。

「……意外にあっさり引っかかったな。あの娘こ、ひょっとして月詠君のこと好きなのかな？　うーん、僕って結構鋭するどいな」

　ハッタリだけで睦美を追い返したことに満足し、統馬は軽く伸のびをして近くの外がい灯とうに背を預あずけた。そのまま読みかけの『ヴァンデル家殺人事件』を再さい度ど読み始める。

　数分後、どこかで唸うなり声が聞こえた。声は肉にく食しよく獣じゆうに近いが、それは生きるために肉を喰くらうのではない。目的はただの殺さつ戮りくだ。

　ぬうっとそれが鎌かま首くびを擡もたげて、前方の暗くら闇やみから姿を現す。巨きよ大だいな蛇へび──と表現するには、その翼つばさと頭が邪じや魔まだろう。かつて読破の背中を切り裂さいた爪つめといい、その生物を表現する言葉は一つしかない。

　数あま多たの神話や伝説で語り継つがれ、最もその名を知られた幻げん獣じゆう──ドラゴン。

　黒色の全身がその凶きよう暴ぼう性せいを示しめしている。口から炎ほのおを吐はき出しても、この存在ならばけして驚おどろきはしない。

　古いにしえの勇者が立ち向かったであろうその幻獣は、全体的な造ぞう形けい、蝙こう蝠もりに似にた翼から察するに、出自を西洋とするものだろう。

　その体長は読破とほぼ同じ身長の統馬のざっと四、五倍、四本の足のうち後方の二本を地につけてはるかな高みから彼を見下ろしている。

　これと対たい峙じするのが睦美のような美少女なら絵になるだろうが、ここにいるのは目の前の存在をまったく気にせずに本を読みふける本の虫だ。ドラゴンを完全無む視し、この男はただ本を読むためだけにここにいる。

　その異い常じような男に興きよう味みを惹ひかれたのか、ドラゴンがその身を躍おどらせて統馬に挑いどむ。まずは牙きばでその肉を喰らおうと、龍りゆう頭とうが彼に迫せまり来る。それを跳はね上がった右足が蹴けり上げた。

　その一いち撃げきでドラゴンの意い識しきは吹っ飛び、さらに頭を踏みつけられて動きを止められた。

「読書の邪魔だよ」

　ドラゴンを足あし蹴げにしたままボソリと呟く。伝説の獣けものを見下すその瞳には一いち抹まつの感情もなく、目め障ざわりな虫を踏み潰すときのそれでしかない。けして格かく闘とう向むきとは言えない肉体は、今信じがたい力で異界の獣を押さえ込んでいた。

「君が捕とらえるはずの娘むすめはもうここにはいない。かといって、追わせるわけにもいかない。だから、選せん択たく肢しを二つあげる」



    

  
    
      　ドラゴンの頭をさらに靴くつ底ぞこで踏みつけながら、統馬が冷ややかに告げる。このまま頭を踏み潰しても一向に構わない様よう子すだ。

「僕にこの場で殺される。とっととここから立ち去って彼女を追わずに消える。今すぐ決めろ。嫌なら強きよう制せい的にの方だ」

　統馬の右手の指先には、いつのまにか漆しつ黒こくの栞しおりが挟はさまっていた。読破のものと形は同じだが、異界司書としてのランクは彼が上だ。この栞が力を発はつ揮きするとき、ドラゴンにはどんな残ざん酷こくな運命が待つのだろう。

　選択の結果を確かめるために、統馬がひょいと足を上げて行動の自由を与あたえると、ドラゴンは即そく座ざにを選んだ。翼を羽ばたかせ、疾しつ風ぷうと共に大急ぎでその場から立ち去る。一度は読破を退しりぞけた幻獣を、こうも簡単にあしらう。これが読破の上司、副館長の実力なのか。

「あらら、あっさり帰っちゃった。結局、相手は中ちゆう途と半はん端ぱな『召しよう喚かん』しかできないクズってことかな。まあ、これで本当に終わりか」

　本を閉じ、統馬は歩き出した。

　彼の仕事──生いけ贄にえにされる危き険けんが高い読破に近い人間、すなわち睦美のガードはもう大だい丈じよう夫ぶだろう。後は、儀ぎ式しきそのものが問題だ。

　夜空に浮うかぶ満月を見つめつつ、統馬は学園に満ちる不ふ穏おんな気配を感じ取る。

「空気が澱よどんでいるな……そろそろか。僕も戻もどらなきゃね。たとえそれが君の“〝ストーリー”〟通りだとしても」

　誰に向けたとも言えないその言葉は、確実に彼に届いていた。

　学園のどこかで、一人の青年が微笑ほほえむ。

「頼むよ統馬。君がいなくちゃ、僕の描えがいた結末には届かない」





　いくら捜さがしても綴つづるは見つからない。

　苛いら立だつ香か奈なをよそに、ただ時間はすぎていく。もう校内に人は残っていないのかもしれない。

　だが彼女を置いていくことはできない。

　自分が見つけ出さなければ、誰があの娘こを見つけるのだろう。

「もう……どこ行ったのよ……！」

　香奈の心配には理由がある。昔から人の言うことをほいほい信じる綴は、幼よう稚ち園えんのころ危あやうく誘ゆう拐かいされかけた経けい験けんがあった。そのときはたまたまその場にいた香奈が大人に知らせたせいで事無きを得たが、他にも怪あやしげな通信販はん売ばいに引っかかったり、街中でキャッチセールスに呼び止められたりするのは日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。そんな綴を放っておけない香奈のため、二人の友情は今日まで続いている。

　さすがに高校生ともなると、お互たがいの日常もあるし、香奈がつきっきりでガードするというわけにもいかない。だが香奈の心には、いつも綴を守らねばならないという使命感が静かに燃もえている。だから今度も夜の学園を駆かける。

　校門はすでに閉められ、校内にも人ひと影かげはない。入学して初めてみる夜の学校、いくら気き丈じような香奈でも、綴を捜すという目的がなければちょっと尻しり込ごみするところだ。

　恐きよう怖ふ心しんを追い払はらうように駆け足で移い動どうし、まず図書館に彼女の姿を追い求める。すでに扉は閉まり、周囲にも人ひと気けは無いが、あの娘が行きそうなところとなれば、ここしかない。

「ここは……開かないか。どうしよ……どっか開いてないかな……」

　綴に付き合って数回来た程てい度どだから、図書館の構造には詳くわしくない。だがこれだけ広いなら、出入り口は一つではないだろう。どこかに裏うら口ぐちがあるかもしれないし、綴も館内にいるとは限らない。

　目を凝こらして暗い周辺を捜していると、いつしか図書館の真裏に来ていた。職しよく員いん用の小さな出入り口を見つけたが、しっかりと施せ錠じようされており開けることはできない。溜ため息いきをつき、香奈はもう一度携けい帯たい電話で連れん絡らくしようと、鞄かばんに手を入れた。そのとき、背はい後ごの茂しげみから足音が響ひびいた。

「だ、誰？」

　思わず大声で問い質ただすと、足音の主は体を引きずるような足取りで近付いてくる。何か危険なものを感じて急いで立ち去ろうとすると、聞き覚えのある声が呼び止めた。

「何をしている？　もう下校時間はとっくにすぎているぞ」

　少年の声でありながら、教きよう師し並なみの貫かん禄ろくと落ち着きを備そなえたそれは紛まぎれも無く読破のものだ。下校時間のことを言うなら、彼も指し摘てきされてしかるべきだが、本人はまったく気にしておらず、香奈も触ふれなかった。

「君は……確か楠くす本もと君の友人だったな。名前は……」

「……深ふか津つです。あの、何してたんですか……？」

　おそるおそるいきなり森の奥から現れた理由を尋たずねると、読破は少し疲つかれたように、

「残業でね。急ぐので失礼する。君も早く帰れ」

　命令口調の言葉には、勝気な香奈をも頷うなずかせる威い圧あつ感があった。普通なら言われるままに下校しただろうが、今日はできない理由がある。気持ちが落ち着いてきた香奈は、親友の上司である読破に彼女の行方ゆくえを尋たずねた。

「あの、綴知りません？　突然いなくなって……」

「そうか……まさか、ターゲットはあの娘こになったか」

　召喚士の意図を悟さとり、読破は自分の遅おくれを責せめた。

　最初、読破が生いけ贄にえ候こう補ほとして警けい戒かいしたのは、睦美と真ま由ゆだった。だから睦美の下もとには統馬を行かせ、真由にもとにかく用心するよう伝えてある。しかし懸け念ねんは残っていた。それが綴だ。まだ知り合って日の浅い綴が本当にターゲットになるかは疑問があったが、睦美と真由のガードが固くなれば、召喚士の興きよう味みがそちらに移うつる危険がある。

　だから読破は召喚士の正体が確定次し第だい、彼女のガードにつく予定だった。

　その目算が間違っていたわけではないが、ドラゴンの不意打ちとそれによる昏こん倒とうが結局はこの事じ態たいを招まねいた。おそらく綴は召喚士の手に落ちていることだろう。

「あの、ターゲットってどういうことですか？　綴に何かあったんですか？」

「別に君には関係ない」

　冷たくあしらったのは、香奈をこの件けんに巻まき込こまないためだ。しかしそれは彼女にとって納なつ得とくのいくものではない。相手が先せん輩ぱいであることも、あの読破であることも忘わすれて責め立てる。

「ちょっと、何よその態度！　何か知ってるんだったら教えなさいよ！　もし、もしあの娘こに何かあったら許ゆるさないから！」

　血相を変えてまくしたてる香奈を、読破は手のかかる子こ供どもを目にしたように困こん惑わくの表情で見つめた。だがすぐにそれは穏おだやかな、優やさしいものへと変わっていく。

「彼女もいい友達を持ったな」

「え………」

　読破のイメージからかけ離はなれたほめ言葉に、香奈も振り上げた拳こぶしをどうしたらいいかわからない、そんな感情に襲おそわれた。それでも読破をそう簡かん単たんには許せない。なおも綴の行方を問い質そうとしたとき、読破の顔色が悪いことに気づいた。そういえば、現れたときから足取りも重く、言葉にもどこか覇は気きがない。

「どこか、怪け我がでもしてるんですか？」

「いや……別に何でもない」

　見抜かれたことを悟り、読破は意識して平静を装よそおう。ところが運の悪いことに、背中の傷きずが疼うずき出した。顔が歪ゆがみ、足下がふらつく。

「やっぱり……あの、何かあったんですか？　だから綴も……」

　事の真相には辿たどり着けずとも、親友の身に危険が差し迫せまっていることはわかる。綴の安全のためにも、そのうち間違いなく警けい察さつに連れん絡らくを入れる気だろう。そんな彼女の想おもいを察し、読破は必死に平静を装よそおい、

「彼女に危険が迫っているのは事実だ。だから君の考えていることも否ひ定ていはしない。しかし、実行したところでいたずらに犠ぎ牲せい者しやを増ふやすだけだ。とにかく、私に任まかせてくれ」

「でも……」

　いきなりそう言われても、素す直なおに納得できない。読破の言葉に嘘うそはないようだが、彼の体調も心配だし何より綴の安全を考えれば、一いつ介かいの高校生に全すべてをゆだねることがどうしてできよう。

「君の気持ちはわかるが、下へ手たに事を荒あら立だてて奴やつを逃にがせばこの先多くの血が流れる。私を信じろとは言わない。だが少しだけ待っててくれ」

　読破にとって、これが最大限の譲じよう歩ほだった。少しと言ってもどれほどかかるかわからないし、体調も万ばん全ぜんではない。それでも香奈をこれ以上心配させるのは避さけたかった。

　仮かりに彼女に全てを話したとしても、それを信じてもらえるかはわからない。下手すればこちらの信用を落としかねないし、信じてもらえたところで不安を増ぞう長ちようさせるだけだ。ならばとにかくこの場を切り抜け、できる限り迅じん速そくに綴を救うのが最良だろう。

　どう答えていいか迷まよう香奈を前に、読破は珍しく焦あせっていた。最悪の場合はしばらく彼女には眠ねむってもらおう。いや──一いつ刻こくを争うこの状況では、迷っている暇ひまはない。致いたし方ないと自分に言い聞かせ、読破は香奈に悟られないように空いた左手を手刀に変える。しかしそれが香奈に向けられることはなかった。

「……わかりました。少しだけ待ちます。だから、綴をつれてきてください」

　迷った挙あげ句く、彼女は目の前の上級生を信じることにしたのだ。その決断に感かん謝しやしつつも、読破は尋ねずにはいられなかった。

「ありがとう。しかし、何な故ぜ信じる気になった？」

「だって……」

　脳のう裏りに、親友の言葉が浮かんだ。

　いい人だよ、部長さん。

「……だって、綴が言ってましたから。早く……行ってください」

「わかった。楠本君とは一いつ緒しよに帰る途と中ちゆうだったのか？」

「はい」

「だったらその場所で待っていたまえ」

「どうして………」

　首を傾かしげる香奈に、読破は聞く者全てを安心させるような力強い声を送った。

「戻もどったとき、そこに君がいないと彼女が不安がる」

　言うや否いなや、読破は一目散に駆け出した。

　そして初めて彼の背中が香奈の目に触れる。

　刻まれた傷きず痕あとに、香奈は思わず目を背そむけた。再び視線を戻したとき、すでに彼はいない。

　読破がどれほどの危険を背負って綴の下に向かったかを知り、香奈は自分の決断を少しだけ後こう悔かいした。





　長かった。

　ここまで至いたるには本当に長かった。

『幻げん獣じゆう召しよう喚かん指し南なん書しよ』上巻との出会いから数か月──内容の解読に時間を割さき、その秘ひ儀ぎをものにするまでは試し行こう錯さく誤ごの連続だった。ようやく最初の召喚が成功したと思ったら、あの守しゆ衛えいに目撃されてしまった。思えば、あそこから歯車が狂くるい始めたのだ。

　そしてあの忌いま々いましい異い界かい司し書しよの介かい入にゆうにより、数々の実験が妨さまたげられた。しかし今思えばそのおかげで下巻が手に入り、今日の儀式までこぎつけたのだから、そう悪いことばかりではない。何よりあの男はすでにドラゴンの手にかかり、自分を妨げるものは何もない。

　描かきかけの魔ま法ほう陣じんの中央で安らかな寝ね息いきをたてる少女には悪いが、これも大いなる儀式のためだ。多少の犠ぎ牲せいはやむをえまい。

　問題はどうやってその若わか々わかしい肉体を捧ささげるかだが、これは首でも切り裂いた方がいいのか、あるいは召喚したモノに任まかせた方がいいだろうか？

　この最後にして最大の儀式に必要なのは、生贄と満月の夜、そして召喚獣を招く魔法陣だ。一いつ般ぱんに魔法陣のサイズは召喚獣のランクに比ひ例れいするため、なるべく大きいものにこしたことはない。幸運なことに、魔法陣のための広い場所は近くにあった。

　人っ子一人いない校庭──ここならいくらでも巨きよ大だいな魔法陣を描ける。さらに体育の授じゆ業ぎようのライン引きに使う石せつ灰かいも、魔法陣の作製に一役買ってくれた。協力者がいないため描くのも一苦労だったが、これぐらいの大きさなら問題ないだろう。直径ざっと二十メートルの円の中にさらに複数の円を描き込み、本の記き述じゆつに従したがって中央に五ご芒ぼう星せいをあしらい、その周りを特とく殊しゆな魔法文字で彩いろどった。

　後は陣の中心に生贄を置き、詠えい唱しようをするだけだ。

　今までの召喚と違い、今回は何が出て来るかわからない。本の記述は召喚獣の名前だけは記されておらず、おそらくは著ちよ者しやのミスか編へん集しゆうの際さいに不ふ手て際ぎわでもあったのだろう。

　もっともそんなことは些さ細さいなこと、むしろ召喚してからのお楽しみということに、胸が高鳴ってくる。

　夜の闇やみも深まり、いよいよ儀ぎ式しきの幕まく開あけが近い。制限時間は日付が変わるまでだ。そろそろ取りかかった方がいいだろう。よりスムーズに行うためには、やはり多少血を流しておいた方がいいか。

　手術用のメスを片かた手てに、綴のもとへ歩み寄る。そのとき、彼は現あらわれた。

「そこまでだ」

「だ、誰……？」

　月明かりに照らされながら、若わかき異い界かい司し書しよは名乗りを上げた。

「こうして出会うのは初めてだな。異界図書館特とく務む班はん所しよ属ぞく、月詠読破だ。以後お見知りおきを」

　校庭の端はしから悠ゆう然ぜんとこちらに歩いてくるその足取りには、ドラゴンとの戦いの面おも影かげはまったくない。探さがし求めた召しよう喚かん士しとの邂かい逅こうに、精せい神しん力が体調を上回っているのだ。

　──生きていたとはね……。でも、問題はない。

　元々彼には儀式を見せつける気がなかったわけではない。顔を見られてもどのみち始末する予定の男だ。不ふ敵てきに彼女は笑ったが、読破の言葉がそれを打ち砕くだく。

「もうあなたのことは異界図書館に伝わっていますよ、角田先生」

「な………」

　彼女は絶ぜつ句くした。

　この距きよ離りではまだ読破は自分の顔が見えないはずだ。それなのに名前を呼よばれ、すでに異界図書館にも連れん絡らく済ずみという。何故自分の正体が看かん破ぱされたのか。

「あなた……いつからわかってたの？」

　驚おどろきを込め、召喚士こと保ほ健けん医い・角かく田た紀のり子こが問いかける。

「確かく信しんしたのは今日の放課後ですかね。そもそもあなたは最初から有力な容よう疑ぎ者しやだった。保健室登校の白しら川かわにとって、あなたは数少ない理り解かい者しや──召喚実験を手伝わせるのもたやすかったでしょうしね」

「そう……でもそれだけ？」

「いいえ。他にも条じよう件けんは揃そろっていた。例えば今朝の全校朝会……あなたはいないのが不自然ではない人物だった」

　そう、睦美が長い思し索さくの果てに導みちびいた可か能のう性せいを、読破は最初から考こう慮りよしていたのだ。しかも彼はさらに先を行っていた。

「初めからおかしいと思っていた……全校朝会のとき、生徒が倒たおれているのを見れば、まずあなたが一目散に駆かけて来るはずなのに。それもあのとき召喚のために人から離はなれていたとすれば納なつ得とくできる。だがあなた以外にも容疑者は大おお勢ぜいいた。例えば事務室の人間、さらにあのときその場にいなかった教師、欠席した生徒に遅ち刻こくした生徒──数が多いので、最初は私も迷ったが、そちらが昼休みにミスを犯おかしたおかげで、案外早く特定できた」

「ミスですって………？」

　生徒から親しまれる保健医の顔が醜みにくく歪ゆがむ。今の今まで、自分は完全に読破の優ゆう位いに立っていたのに、眼前の少年の言葉がそれを徐じよ々じよに砕くだいていく。

「サイクロプスが現れた後、私はあなたの下もとを訪おとずれた。樹いつき君の治ち療りようついでに、召喚士かどうか確かめるためにな。そしてあなたは自分から告白してくれた」

「……ウソ………」

　思わず首を大きく左右に振ふった。あのとき、自分はミスなど犯していない。むしろ自分に治療を求めた読破をほくそえみながら、生いけ贄にえ候こう補ほの睦美を品定めしていた。それに、読破の栞しおりを警けい戒かいし、本も手元に置いていない。それなのに、何な故ぜ見み破やぶられた。

「あなたはこう言った……怪け我が人にんはどこと。何故そう訊いた？　治療を頼たのんだのは私だし、あなたからは樹君が見えていなかった。それなのに私の怪我の具合を訊かず、他に怪我人がいると判はん断だんした……知っていたからだろう、私が怪我を負っていないことを。何を隠かくそう、サイクロプスに警けい告こくだけを命じたのがあなただったからだ。そうなれば栞が光らないことも逆に自然なことだろう。召喚士なら、必ず彼から私の栞について聞いている。警戒して本は手元に置かないはずだからな」

　会話を続けながら読破は距きよ離りを詰つめ、綴の奪だつ還かんを画かく策さくする。対する紀子は、まだ彼の意図に気づいておらず、ただ自分のミスに衝しよう撃げきを受けていた。

「──あなたが召喚士であることは早いうちに見当がついたが、他の容疑者の潔けつ白ぱくを証しよう明めいするのに時間がかかった。あなた以外に全校朝会にいなかったのは、用務員とある教師──だが用務員は違う。昼休みにあの場所にいたのに、栞が反はん応のうしないはずがない。残った教師の潔白も、あなたが殺した白川の死体が教えてくれた」

「なっ……どういうことよ？」

「死し亡ぼう推すい定てい時じ刻こくが、掃そう除じの後に始まる五限の授業中だった。私が本を奪うばわれる前に会話したその教師は、担たん当とうする五限の授業の準備をしていた。その彼が白川を殺せるはずもない。ゆえに残ったあなたが召喚士だ」

　揺ゆるぎない結論を背に、毅き然ぜんと紀子の前に立ちはだかる。

　睦美の予想したとおり、彼は自らの力でここまで辿たどり着いた。

「そう……私も甘あまかったわね……」

　顔は険けわしいままだが、紀子は若じやつ干かんの落ち着きを取り戻もどしていた。まだ敗北ではない。読破とてドラゴン相手に無む傷きずのはずがない。そして自分には数あま多たの召喚獣がついている。そんな心中を見み透すかしたように、嘲あざけりを込こめた言葉が届とどく。

「あなたの正体はすでに上に報ほう告こく済ずみだ。今日から、世界中の異界司書があなたを追う。仮かりにここで私を殺しても、平へい穏おんな日々は二度と訪おとずれないと知れ。もっとも、私は死ぬつもりはないがな！」

　駆け出すと同時に、読破が本から栞しおりを抜き出して紀子に投じる。栞は一いち条じようの刃やいばと化し、その外見からは到とう底てい想そう像ぞうできないスピードを誇ほこっていた。

　顔に迫せまるそれを何とか避よけたのは、女の業ごうと言えるかもしれない。しかし読破には栞が当たるかどうかなどどうでもよかった。

　魔法陣の中央に辿り着き、綴の身み柄がらを確保できればそれでいい。読破は目的を達成し、彼女の無事を確認した。薬か何かで眠ねむらされているらしいが、この場合は好都合だ。

「まだ続けるか？」

　暗に儀ぎ式しきの中止と『幻獣召喚指南書』の返へん還かんを促うながす言葉に、紀子は敵てき意いを剥むき出しにした。

「それで勝ったつもり……あなた、自分の置かれた立場がわかってないようね！　こっちにはまだ……」

「『幻獣召喚指南書』がある、か？　大いなる妄もう信しんだな。まだその本の意味がわからないのか？」

「わかってないのはあなた達でしょう？　『回かい収しゆう』だの何だのほざいて、認みとめたくない知ち識しきを遠ざける。本は読まれてこそ意味があるのよ！　私ほどこの本を愛し、その力を有ゆう効こうに使える者が他にいるとでもいうのかしら？」

「ほざくな」

　読破の一いつ喝かつに紀子は口を噤つぐまされた。

　殺気に等しい威圧感と圧あつ迫ぱく感。

　異界司書の前で“〝戒かい書しよ”〟を解とき放つ意義を語るなど、この世で最も愚おろかな行こう為いの一つだ。

「お前の言葉には真理が一つだけある。確かに本は読まれることに意味がある。だが読み手を選ぶ本があることを忘れるな。『幻獣召喚指南書』が何のために書かれたか、貴き様さまは知っているのか？」

「それは……それは、召喚の技ぎ術じゆつを後世に残すためよ！」

「違うな。文字通りそれは召喚士の育成本だ。しかも初級用──英語の教本で言えば、アルファベットのレベルだ」

「アルファベット……？」

　紀子が脇わきに抱かかえた二冊さつの本を怯おびえた目で見る。自分にとって絶対のよりどころが、その程てい度どの価か値ちしかないと？

「う、嘘うそよ、そんなの嘘！」

「いいや、真実だ。だからこそ貴様のようなドシロウトでも何とか使える。だが永えい遠えんに使いこなすことはできない。その本の著ちよ者しやが読者に最低限要求するものは何だと思う？」

　紀子は答えられなかった。

　これ以上の真実を突つきつけられることが怖こわい。

　選ばれた者であるはずの自分が、根底から揺らいでいく。

「召しよう喚かん士しの才さい能のうを欠片でも持つことが、この本を手にする最低条件だ。だがすでに魔道の時代は終わり、その素質を持つ者はいない。いたとしても、その者が望まなければこの本の存在意義はない。覚えておけ、我わが異界図書館はいたずらに本を封ふう印いんなどしない。その本を心の底から必要とし、それを読むに足る人物がいれば、自おのずと叡えい智ちへの門は開かれる。自分がそれに値あたいしないことは、いかに無能な貴様でもわかるはずだ」

「うるさいわよ！」

　絶ぜつ叫きように近い叫さけびが、衝しよう撃げきの度合いを表していた。

　確かに自分は何の変へん哲てつもない普ふ通つうの女で、無味乾かん燥そうな日にち常じように嫌いや気けが差していた。だからこそあの本との出会いによって変われる、他者を圧あつ倒とうできる力を持てると意気込んだ。それなのに──

「おとなしく本を渡せ。貴様がどれほど追い込まれようと、あの男は何も手助けしない」

「彼のことを……知ってるの？」

「ああ、よく知っているとも。異界司書ならば誰でもその存在を知っている。元異界司書にして最初の特務司書。そして、異界図書館史上最大の反はん逆ぎやく者しやにして、悪魔の精せい神しんと神の如ごとき力を持つ異い端たん作家のことを」

「な……彼が……異界司書………？」

「元だ。かつて数あま多たの“〝戒かい書しよ”〟を解とき放ち、今もまた“〝取材活動”〟と称しようして“〝戒書”〟を求め続ける。そして、時として己おのれが思い描えがいた物語を、現げん実じつにおいて具現化させる。私もお前も彼にとっては登場人物の一人にすぎない。貴様の行動も、その末路も全すべては彼の描いた“〝ストーリー”〟にすぎない」

　冷れい酷こくに言い捨すてた言葉が、紀子に彼との会話を思い出させる。

　何の見返りも求めず、何の強要もしない。

　だがあの瞳ひとみは自分の全てを見み透すかしていたのだ。

“〝戒書”〟を得た自分が何をするか、そしてその結末がどうなるかも。

　紀子は愕がく然ぜんと膝ひざを突つくが、そこに届くのは彼でなく読破の言葉だけだ。

「今さら気づいたところで無む駄だだ。彼は結末を見ることはあっても、干かん渉しようはしない」

　それは今までの数々の事じ件けんで証しよう明めいされていることだ。

“〝戒書”〟を弄もてあそび、回かい収しゆうを阻はばむ危険人物として、その名は異界図書館のブラックリストの筆頭をかざっている。

　遡さかのぼって言えば、永えい命めい学園が存在する前、まだ図書館が書庫でしかなかったころ、その地下に数多くの戒書を集めたのも彼だ。その男はさらにその戒書を使って、後の学園の敷しき地ちとなる場所で禁きん断だんの実験を繰くり返した。

　図書館裏うらのあの森にある奇き妙みような空間も、彼が行った実験の結果だ。これから何年経たとうと、あそこに生命が芽め吹ぶくことはない。

　土地を学園の理事長に売り渡し、戒書と実験の傷痕のみを残して何ど処こかに去ったはずの彼が、今再ふたたび暗あん躍やくしている。

「……もう観念して諦あきらめたらどうだ？　いつまで待っても助けはこない。ここで貴き様さまが屈くつすれば、それは彼の“〝ストーリー”〟の破は綻たんとなる」

「うるさい、うるさいわよ！」

　ヒステリックに叫ぶその姿もまた、彼は予想していたのだろう。いかに追い詰つめられようと、紀子は諦めない。

「来なさい、ドラゴン」

　下げ巻かんを開き、読破すら一敗地にまみれさせた僕しもべの名を呼ぶ。一度召しよう喚かんした幻げん獣じゆうは比ひ較かく的召喚しやすい。だが彼女の声はただ辺りの空気を震ふるわせただけで、何も招まねきはしなかった。

「どうして……？」

　理り解かいできない紀子に、読破が溜ため息いき交まじりに呟つぶやく。

「無能な主人に愛あい想そがつきたのだろう。貴様が召喚したものは、皆みな本心では貴様を憎にくんでいた」

　読破の脳のう裏りに、グリフォンやサイクロプスの姿がよみがえる。

　彼らは自分の境きよう遇ぐうを呪のろい、心を押し殺して無能な召喚士に従っていたに違いない。

「今まで何とか召喚獣を制せい御ぎよできたのは、本の魔力のおかげだ。だが高位なものにはそれも意味をなさない。最も早はやその本があろうが、貴様には無理だ。そもそも、貴様は最初から何もしていない。解かい読どくしたのも、私が施ほどこした“〝戒いましめ”〟を解いたのも、全ては彼の力だろう？　貴様に“〝戒書”〟は扱あつかえない」

「そんなこと……あるもんですか！　いいわ、だったら証しよう明めいしてあげる！」

　紀子の気配が変わった。怒いかりも突つき詰つめると冷えてくるらしく、さっきの召喚にはまるでなかった集中力という要素が大おお幅はばに増ましている。

「来たれ、汝なんじ沼ぬまに巣食いし海うみ蛇へびの王よ。九つの首持つ暴ぼう虐ぎやくと破は壊かいの王よ。その名と我わが命において誓ちかえ──仇あだなす全てを喰くらい尽つくすと！　ヒドラ！」

　名前が呼ばれると、魔ま法ほう陣じんの上に雷らい光こうに似にた閃せん光こうが走った。

　光が途と切ぎれると、異界から召喚された幻獣がその姿を現す。本来は今夜の儀式用の魔法陣だが、他の召喚術にも応おう用ようは利きくのだろう。

　ギリシア神話にその名を残す、九つの首を持つ海かい蛇じやヒドラ。

　ドラゴンに勝まさるとも劣おとらないこの伝説の獣けものを紀子が呼べたのは、この幻獣の持つ破は壊かい本能と彼女の邪じや心しんが見事に一いつ致ちしたからに違ちがいない。

　全長五メートルに届とどく巨きよ体たいの蛇頭は、全て読破、そして彼の足あし下もとに横たわる綴を睨にらみつけている。うら若わかい男女の肉を喰らうのは、この海蛇にとって至し高こうの贅ぜい沢たくに違いない。いかに読破といえど、この怪かい物ぶつに黒本と栞しおりだけで立ち向かうのはあまりに無む謀ぼうだ。

　何より、今は守るべき綴がいる。

　幸か不幸か、彼女はこのタイミングで眠ねむりから覚めた。

　茫ぼう洋ようと目を擦こすり、辺りを見回す。

　その表ひよう情じようはみるみるうちに青ざめ、自分がいまだ悪あく夢むの中にいることを感じさせる。

　唯ゆい一いつ彼女の精神を正せい常じように保たもつのは、いつもと変わらぬ読破の姿だ。しかし彼の存在はまた、眼がん前ぜんの光景が紛まぎれもない現実であることの証あかしであり、絶望の始まりでもある。

「せ、先せん輩ぱい………」

　綴が無む意い識しきに読破のズボンの裾すそを掴つかむ。

　彼と出会ってから、理解を超こえた数々の存在に出会ってきた。

　だがこれはあまりに強大すぎる。目の前の現実が全ての希望を喰らい尽くし、死よりもなお暗い運命を予感させる。

　だが彼女はそれでも読破に縋すがっていた。

　そして彼もまたその想おもいに応こたえる。

「命を懸かける覚かく悟ごはあるか？」

「…………？」

「手がないわけじゃない。だが君の命を保ほ証しようするものではない。座ざして死を待つか、命を懸けるか」

　回答を待つ余よ裕ゆうはない。

　だから決断の時は短かった。

「懸けます……！」

　悲ひ壮そうな決意を胸むねに、震ふるえながらも立ち上がる。

「せ、先輩のこと、し、信じてますから……！」

「信じるのは私ではなく、自分の素そ質しつだ。招かれるか拒こばまれるか、全ては君次し第だいだ。私の背せに掴まれ」

　綴が従したがうと、読破は前方に右手を突き出す。すると地面の栞しおりが舞まい上がり、その手に吸すい込まれる。手にした栞は読破の意に応おうじ、その身を刃やいばに変える。

　読破はためらわずにその刃で己おのが左手を切り裂き、溢あふれた血ち潮しおで栞に名を刻きざむ。

　何か危き険けんなものを感じ取り、甲かん高だかい叫さけび声と共にヒドラが迫せまる。その後ろでにんまりと笑う紀子──回かい避ひ不ふ能のうな状じよう況きように、読破はただこう叫んだ。

「異い界かい司し書しよ、月詠読破の名に於おいて命じる。異界図書館、開館！」

　命に応じ、栞がまばゆい蒼あおい光を放ち、辺りを覆おおった。

　それが晴れたとき、読破とヒドラは厚あつく高い壁かべで分かたれていた。

　ヒドラの身の丈たけに匹ひつ敵てきする、重じゆう厚こうで巨きよ大だいな鉄ごしらえの門。

　虚こ空くうに出現したそれは、表面を無数の鎖くさりで覆おおわれ、選ばれし者以外の“〝入館”〟をかたくなに拒こばむ。

　だが今その門は読破に向かって軋きしむ音と共に開かれつつあった。

　門の先に広がる深い闇やみ。



    

  
    
      　そこから吹ふきつける突とつ風ぷうが、読破と綴をあの場所へ誘いざなう。

　させじとヒドラが繰くり出した長い尾おの一打は、門に当たることはなかった。

　すでにあの門も、読破と綴の姿もない。

　周囲を見回す紀子の下もとには、ただ誰のものとも知れぬ声だけが届とどいた。

　──異界司書二名、入館許可。





「やあ、月詠君」

　アットホームな言葉で、統馬はにこやかに部下を出で迎むかえた。突然の出現にも驚おどろきはしない。ここはそういう場所なのだ。

　空間の狭はざ間まに設もうけられ、無限に近い敷しき地ちに古いにしえより集められた禁きん断だんの知ち識しきを封ふう印いんした異界図書館。

　その一角にある大広間。

　異界司書の帰き還かんのために設けられた場所であるため、異界図書館を彩いろどる無数の本ほん棚だなもこの場所からは一歩退しりぞいている。

　読破はその中央に立ち、統馬はすぐ上の階から彼を見下ろしている。吹ふき抜ぬけの構こう造ぞうのため、統馬は欄らん干かんに身をもたれさせながら読破の様子を一望でき、その横で目を覚ました綴にもすぐに気づいた。

「あれ、変わったお客さんだね。まさかここにまで来られるとは……たいした素そ質しつだ」

「どうやら、賭かけには勝ったようですね。部外者の入館は非ひ常じよう時じとして大目に見てください」

　平然と会話が交かわされる中、綴がおずおずと遠えん慮りよがちに疑ぎ問もんを投げかけた。

「あの……ここどこですか？」

「異界図書館だよ～見てわかんない？」

　呑のん気きに統馬は言うが、わかるはずがない。まだ夢ゆめでも見ているのかと周囲を見渡す綴。実際、それは夢そのものと言ってよかった。

　どこまでも続く広大な空間に聳そびえ立つ数々の本棚、歴史の重みと風ふう格かくを兼かね備そなえたこの場所の雰ふん囲い気きは覚えがある。子供のころ、夢で見た光景そのままだ。

「ここって……」

「実在しただろう？　時折、君のように夢の中だけならここに来られる者がいる」

「はあ……」

　読破は平然としているが、綴にとってはどう反はん応のうしていいのかわからない状況だ。図書館は好きだし、夢に見た場所が本当に存在したのは感動的だ。しかしいきなり連れてこられても困こまる。自分は誰かに薬を嗅かがされた記き憶おくがあるし、香奈も待たせたままだ。こんなところにいていいのか、とにかく読破に説明を求める眼まな差ざしを向けるが、彼はまったくこちらを見ていなかった。代わりに統馬が自分を興きよう味み深そうに見つめている。

「しっかし、月詠君がいたとはいえ、ここに来られるなんてね。ねえ、君本好き？」

「はい……」

　いきなりの質問だが、あまり人を疑うことを知らない綴は、条じよう件けん反はん射しや的に答えてしまった。

「あ、やっぱり。君もここに来る資格があったわけだ。ねえ、異界司書やってみない？　万年人手不足でさあ～。最初は見習いから、とりあえず僕の読書中のコーヒーいれから始めよう」

「勧かん誘ゆうは後にしてください」

　読破は綴を庇かばうように身を乗り出した。

「時間がありません。相手は『幻獣召喚指南書』によってヒドラを召喚しました。遺い憾かんながら、現状ではこちらに倒たおす術すべはなく、回収は不可能です。よって……」

「君の『死書』の封印でも解とけばいいのかな？」

　統馬の顔から軽さが失うせる。そこにいるのは読破の上司であり、彼を凌しのぐ力量と経けい験けんを持つ異界司書だった。その彼が、読破の持つ黒本に鋭するどい視し線せんを注いでいる。そう言えば、読破はこの本に栞しおりを挟はさんでいるが、読んだことは一度もない。彼がこれを常つねに持ち歩いているのは誰もが知っているが、その目的は果たして何のためだったのだろう。

「君のそれは仮かりにも『三大禁書』の一つだから、そう簡かん単たんに許きよ可かは出せないんだけどな～。それでも申しん請せいするの？」

　読破は首を左右に振った。

「いえ、その必要はありません。ただ『幻獣召喚指南書』と渡り合える本の貸かし出し許可をお願いします」

　読破が統馬に向けて栞を放った。受け取った統馬は、肩かたをすくめてそれを放り投げる。

「……ですって。どうします、館長？」

　どこかで、扉とびらの開く音がした。

　禁断の知ち識しきを収おさめた異界図書館の深しん淵えん、館長室の扉が。

　栞は読破達の視界から消え、高速でその扉をくぐり、部屋の主の手に渡った。

「許可するわ」

　その艶つややかな声だけで美び貌ぼうが目に浮うかぶ女じよ性せいは、位に相応ふさわしい豪ごう奢しやな椅い子すに腰こしかけていた。彼女の許可が下りると共に、読破の周囲に本ほん棚だなが集まり始める。

　底にキャスターがついているわけでもないのに、無数の本棚は床ゆかを滑なめらかに移い動どうし、彼を取り囲んでいく。異界図書館でしか見ることのできない異様な光景を前に、綴は息を呑のんだが、これだけでは終わらない。

　読破を囲む本棚から一いつ斉せいに本が飛び出し、そのまま彼の周囲に浮かんでいる。百冊を軽く超えるこの本の中に、彼が求める本がある。

　それを示しめすために、館長室で彼女が動いた。

　たおやかな白い手が栞を口元に運び、そっと口づけがなされる。真しん紅くのキスマークが刻きざまれた栞は、館内を駆け抜けて読破の下へ舞まい戻もどった。

　栞の帰還と共に、読破の右横、肩の高さに浮かぶ本がひとりでに開く。栞がその中に収まり本がひとりでに閉とじられたとき、読破はその本を手に取った。残りの本は全すべて本棚に戻り、本棚もまた所定の位置に帰っていく。

「貸し出し期間は十分間よ。厳げん守しゆなさい」

　どこからか戒いましめが聞こえ、読破は右手を胸むな元もとに当て、その方角に向かって恭うやうやしく頭を下げた。

「かしこまりました、館長」



    

  
    
      



　読破達が消えてから、まだ十数分しかたっていない。

　しかしその短い時間は、紀子にとって恐きよう怖ふ以外の何物でもなかった。それをもたらしたのは、何を隠かくそう自分が召しよう喚かんしたヒドラだ。

　明めい確かくな攻こう撃げき目標があるうちはおとなしく命令に従したがったが、今はそれがない。破は壊かい衝しよう動どうを持て余あまし、低い唸うなり声を上げている九つの首は獲え物ものを探さがして辺りを見回している。仮かりにも主人である自分を標的にするはずがない、そう思うのだがヒドラの爬は虫ちゆう類るいの瞳ひとみは、自分をまったく特別な存そん在ざいと認にん識しきしていない。

　読破が言った言葉など認みとめたくないが、自分が召喚士不ふ適てき格かくだという事実が徐じよ々じよに突きつけられてくる。自分の資し質しつに疑ぎ念ねんを抱いだいた時点で、精せい神しん力を要する召喚術は失敗であり、紀子には『幻獣召喚指南書』を所持する資格を失ったと言える。いや、初めからそんなものなどなかった。

　それを裏うら付づけるように、それぞれ勝手な方向を向いていた十八の瞳が、紀子に集まり始める。新たな獲物の発見と共に、九つの首が鎌かま首くびを擡もたげ始めた。

「ど、どういうつもり……？　は、早くアイツを捜さがしなさい！」

　命令には拘こう束そく力など微み塵じんもなかった。舌したなめずりをした九つの首が、先を争うように彼女を求める。それを遮さえぎるように、再ふたたび蒼あおい光が辺りに満ちた。

　紀子は目を覆おおい、ヒドラはその全ての首を自分が召喚された魔ま法ほう陣じんの中央に向けた。

　そこには読破と綴が帰還していた。

　読破の相そう違い点てんはただ一つ、愛用の黒本と共に、『幻獣召喚指南書』とほぼ同サイズの古書を所持している点だ。

「お待たせしたな──さて、回収させてもらうぞ」

「誰が……いきなさい！」

　読破の登場と同時に気力を取り戻し、ヒドラに檄げきを飛ばす。ヒドラにとってはまったく影えい響きよう力りよくのないものだったが、読破を脅きよう威いと見なしたらしく、見かけは紀子の命令に従うように彼に飛びかかった。

　九つの首のうち、ひときわ速かった一つが読破の頭上から迫せまる。

　だがすでに反撃はなされていた。

　読破の頭上の虚こ空くうが歪ゆがみ、そこから異い界かいの存在が姿すがたを現す。

　彼を喰くらわんとした首は、突とつ如じよ虚空に生じたその恐おそろしく巨きよ大だいな手に掴つかまれ、動きを完全に封ふうじられた。

　丸太ほどもある太い首を一ひと握にぎりで掴める筋きん肉にく質しつな巨きよ腕わんは、外見に見合う握あく力りよくでヒドラの動きを止めている。それだけでも怪かい獣じゆう映えい画がを髣ほう髴ふつとさせる信じがたい光景なのに、その腕うでには主がいなかった。形から右腕と知れるが、本来肩につながる付け根の部分から先は存在せず、虚空からただ右腕のみが生え、宙ちゆうに浮かんでいる。

　仮にも召喚術を使った紀子は、それが自分のものと同種の技わざと理解できる。しかし腕のみでヒドラを押さえ込むなど、自分よりはるかに高位な術だった。

「やはりヒドラ退たい治じはお手の物だな。さすが“〝ヘラクレスの右腕”〟だ」

　満足そうに言い、読破は頭上の光景を見上げた。ただ一つの首を押さえられただけなのに、他の首はまったく身動きがとれない。この右腕が放つ威圧感と、同族がかつて退治された恐怖に怯おびえているのだ。

　ギリシア神話最大の英えい雄ゆうヘラクレス──半神半人の存在として生を受け、十五の難業を成し遂とげた彼は、死後オリンポスの神々の列席に加わるという最大の栄えい誉よまで手にした。彼がヒドラを退治したのは、十五の難業の二つ目のときである。

「何で、何でアンタがそんなものを……」

「これでも異界司書でな。戒書指定された本を使いこなすのも、また求められる資格だ。一応相手が相手だからな、こちらも貴き様さまよりランクが上の魔道書を借り出してきた。貴様では手に取ることさえ許されない『聖せい魔ま召しよう喚かん法ほう秘ひ伝でん』の力、とくと味わえ」

　読破の手の中で、古いにしえの秘ひ儀ぎを記した本が開いていた。今となってはそれを使いこなせるのは異界司書しかいない本。その力は神話の英雄を右腕だけとはいえ、一時の間現世に召喚した。

　ヘラクレスの右腕が力を込めると、粘ねん着ちやく質しつな音と共にヒドラの首が弾はじけ飛び、辺りに醜しゆう悪あくな肉にく片へんを飛び散らした。逃にげ惑まどう他の首も次々と同じ運命を辿たどっていき、紀子は格の差を見せ付けられた。自分が制せい御ぎよできない幻獣をいとも簡かん単たんに屠ほふる右腕を駆る少年──これが異界司書、これが月詠読破の力か。

　最後の気力も萎なえ、紀子がペタンと地面に座すわり込こんだとき、突如“〝ヘラクレスの右腕”〟が動きを止めた。残る首はあと一本だけだが、それを掴む寸すん前ぜんで硬こう直ちよくしている。その理由は読破の手にある『聖魔召喚法秘伝』にあった。

　少し顔をしかめ、読破は残念そうに本を見つめる。

「貸し出し期限か」

　名残なごりを惜おしむ間もなく、忽こつ然ぜんと彼の手から本が消え失うせた。こちらに帰き還かんしてからはまだ五分程てい度どだが、借り出してからの時間を総そう合ごうすると、きっかり十分がたっている。その蔵ぞう書しよが全すべて戒かい書しよである異界図書館は、本の返へん却きやくを強制的に行う。今いま頃ごろ『聖魔召喚法秘伝』も、元の本棚に収まっていることだろう。

　本の消失と同時に“〝ヘラクレスの右腕”〟もまた消えた。魔力を秘ひめた戒書無き今、読破は入館前の彼と変わらないはずだ。

　消えかけていたどす黒い闘とう志しが再び燃もえ盛さかり、紀子は今一度ヒドラに命じた。

「どうやら、ここまでのようね月詠君？」

「だといいがな」

「強がりはよしなさい……さあ、早く、早くあのガキを殺して！」

　紀子に言われるまでもなく、ヒドラは握り潰された首の仇かたきを取る気でいた。残る首は一つとはいえ、読破自身には対たい抗こうする術すべはない。

　だから、彼はもう一度援えん軍ぐんを呼んだ。

　紀子よりはるかに美しく、荘そう厳ごんな詠えい唱しようが魔法陣の下もとでなされる。

「オリンポスの神々に問う。汝なんじらが同胞はらからにおいて、最も勇ましく、最も力強き者の名は？　その御み名なの力と証明を、対ついなる腕かいなで示しめしたもう──天より下れ、ヘラクレス！」

「なっ……！」

　驚きよう愕がくする紀子の前には、あの右腕、そして今度はそれと対をなす左腕さえも召喚されていた。二つの逞たくましい腕は、すぐさまヒドラの残る一本の首を圧あつ倒とう的な力で地面へと押さえ込み、身動き一つさせなかった。

「どうして、どうして……呼べたの……？　もう本はないはずなのに……」

「貴き様さまと一緒にするな」

　劣れつ等とう生せいを見下す冷ややかな視線が紀子を突き刺す。読破は出で来きの悪い生徒を叱しつ咤たするようなうんざりした口調で、

「まだわからないか？　所しよ詮せん本はきっかけにすぎない。マニュアルを読みながら車を運転する者がいないように、その内ない容ようを熟じゆく読どくし、真に自分のものとしたのなら、本はもう必要ない」

「嘘うそよ……だって、あなたあれを読んでまだ……」

「簡かん単たんなことだ」

　読破は人差し指でこめかみを軽く叩たたいた。

「五分で全ての内容を暗記してから帰ってきたからな」

「そんな……」

　紀子も読破の速読とその暗記力については聞いたことがある。だがこんなことが可か能のうなはずはない。まして自分が解読に長い時間をかけた『幻獣召喚指南書』を超こえる魔道書を五分で暗記するなど、想像を絶する力だ。これが異界司書の力とでも言うのか。

「私は時間をかけた熟読を好むが、暇ひまがないものでな。言ったはずだ、戒書を使いこなすのが異界司書だと。ヘラクレスよ、確かヒドラの最後の首は不死だったな。殺すのも面めん倒どうだろうから、そのままあなたの力で元の場所に連れ去ってくれ」

　頭がないので、彼は頷うなずくことはできない。しかし召喚術を完かん璧ぺきにこなした読破の命令を断ことわるはずもなく、二つの腕はヒドラを引きずり、それが出てきた魔ま法ほう陣じんに身を沈しずめていく。

　異界の存在が消え去り、静せい寂じやくを取り戻もどした校庭には、読破達のみが残された。回収の仕上げのため、彼は紀子に近付いていく。

「こ、来ないでよ！」

　近付いてくる彼の瞳ひとみ──それと目が合ったとき、彼女の脳のう裏りを見知った人物がよぎった。

「あ、あなた、まさか………いえ、そんなわけ………」

　読破は無言のままなおも近づく。何の変へん哲てつもない姿なのに、彼女にとって眼がん前ぜんの少年は獣けものよりも恐おそろしい死神に等しかった。無む表ひよう情じようのまま詰つめ寄よる読破を前にし、彼女はこの期ごに及およんでただ『幻獣召喚指南書』のページをめくることしかできなかった。読破にとっては初心者用の入門書であっても、自分にとっては禁きん断だんの知ち識しきを秘ひめた魔ま道どう書しよだ。何か、何か彼を斃たおす術が載のっているはずだ。

「そうよ……」

　紀子の手が最後のページで止まった。

　召喚獣の名が記されていない、今日行う予定だった最大の儀ぎ式しき。これならばきっと何とかなる。魔法陣の中央を見れば、これまでの戦いを呆ぼう然ぜんと見つめていた綴が座り込んだままだ。

　──これならできる……。

　血走った目で、紀子は声を振ふり絞しぼって詠唱を行った。

「黒き門よ、月と血の鍵かぎにより開門せよ。来たれ、魔と混こん沌とんの罪とが人びと。来たれ、死と背はい徳とくの使者。汝なんじの力と我わが調べ、共に破は滅めつの種を蒔まけ！」

　禍まが々まがしい言葉に招まねかれ、それはやってきた。魔法陣の内部が泥どろ沼ぬまのような光景に変わり、ズブリと何かが這はい出してくる。明確な形を持たない妖よう気きを放つ魔界の住人は、真っ先に獲え物ものを求めた。

　読破は冷たくそれを見み据すえ、綴は目の前の光景から目を逸そらした。

　呼び出されたものの標的は──紀子だった。

　夜の闇やみと同質のそれは、まさしく闇そのもの、定型を持たないゲル状の存在で、いわゆるスライムに近かった。魔法陣から這い出ると体の一部を触しよく手しゆのような形に変え、それで紀子の肉体を絡からめ取る。

「な、何で私が……！」

「実力を見み誤あやまったな」

　鼻で笑う読破には、紀子への同情は微み塵じんもない。彼は何度も警けい告こくしてきたのだ。

「召喚という行こう為いは、常つねに二つのリスクを負う。一つは異い界かいの存そん在ざいを現げん世せに解とき放つこと、もう一つは術者の力量と召喚する存在の力を見誤り、自らが犠ぎ牲せいとなる場合。お前は知らなかっただろうが、元々最後のページの召喚獣に名前はない。ただランダムに危き険けんな魔界の住人が出て来るだけだ。しかしそれを使いこなせれば、その術者は召喚士としての一関門を突破したことになる。貴様には無理な話だがな」

「そ、そんな………」

　肌はだを這い回る触手が、読破の言葉を裏付けていく。ゲル状のぬめりつくこの化物は、明らかに自分を魔法陣に繋つながる世界へと引きずり込み、喰くらうつもりだ。叫び声すら出せない紀子に向けて読破は栞しおりをかざした。

「今一度入館許可を願う。これより『回収』に移うつる」

　蒼あおい光と共に再ふたたびあの門が現あらわれ、読破と彼女を異界図書館へと招く。場所はさっきと同じ大広間。しかしそこには統馬もおらず、読破と紀子、そして彼女に巻きついたままの闇色の触手だけだ。

「ここは……」

「感かん謝しやしろ。貴様などでは到とう底てい入ることの許されない場所だ。冥めい土どの土産みやげに目に焼きつけておけ」

　自分の死を平然と予告した読破に、紀子は涙なみだを流して懇こん願がんした。

「ねえ、お願いよ！　助けて……お願いだから………」

「白川はそうは言わなかったか？　彼に殺された守しゆ衛えいも、死んでいい理由などなかった」

「……あ、謝あやまるわ！　だから、だから……」

「結けつ構こうだ。謝るなら地じ獄ごくで守衛と白川にしろ。貴様の命を対価として差し出さなければ、それは現世に留とどまって害をなす。全ては彼に踊おどらされた貴様の責せき任にんだ」

「そんな……ねえ……！」

　読破はもう耳を貸さず、ただ彼女の口元に人差し指を添そえた。

「図書館ではお静かに」

　紀子の顔が絶ぜつ望ぼうに染そまった。

　彼の前で、場所を顧かえりみず騒さわぐことがいかなる結果を生むか。

　いかなることがあっても破やぶることの許ゆるされないルールを突きつけ、読破は紀子の最期を看み取とった。

　赤い絨じゆう毯たんに、そこだけ底なし沼ぬまのような空間が生じ、触手に絡め取られた紀子が、ゆっくりと沈んでいく。一分とたたずに彼女は完全に姿を消し、異い界かい図書館は静せい寂じやくを取り戻す。

　唯ゆい一いつ紀子の痕こん跡せきである二冊の『幻獣召喚指南書』だけが床ゆかに残っていた。読破が拾い上げると、それを待っていたかのように彼の眼がん前ぜんに本ほん棚だなが現れる。

　丁ちよう度ど肩の高さの列に空いた二冊分のスペースに本を納おさめ、読破はようやく回収の終わりを実感できた。

「──回収完かん了りよう。これにて閉館」

　宣せん言げんと共に彼の周囲の景色が輪りん郭かくを失い、崩くずれ落ちる。代わりに彼を包む世界は、見み慣なれた学園のものだった。

　ようやく静寂を取り戻した夜の校庭に満足し、読破は綴の下へ歩き出した。

　それから数分後、校門の傍そばで待ち続けていた香奈の下へ、読破が彼女の親友を伴ともなって走ってきた。

「少し遅おくれたかな」

「綴………！」

「待たせてゴメン、香奈ちゃん……」

「バカ……！」

　申し訳わけなさそうに謝る綴を、香奈はただ抱だきしめた。

「積もる話があるだろうが、今日はとにかく帰った方がいい」

「……はい、あの先せん輩ぱいは………」

「私はまだやり残したことがある」

　静かにそう告げて、読破はその場に残った。

　ほどなくして、待っていたように背はい後ごから声がかかる。

「お見事。中々楽しませてもらったよ」

「……こんなことを続けて、何になる？」

「創そう作さく活動の一いつ環かんさ。そしてそれはまた次の作品の糧かてになる」

「ほざけ……！」

　振ふり向きざまに黒本を振るう。その刹せつ那な、激げき痛つうが彼の脳のうを灼やいた。

　額ひたいを押さえて痛いたみを堪こらえると、同どう情じようの声が聞こえた。

「もう始まったようだね。君達異界司し書しよといえど、貸かし出しには相応の“〝戒かい封ふう”〟が課される。毎回辛つらいだろうに」

「覚かく悟ごの上だ……！」

　激痛は治まってきたが、その後こう遺い症しようの方が大きい。今彼の中では、ついさっき暗記したばかりの『聖魔召喚法秘伝』の内ない容ようが急速に失われつつあった。最終的には本の題名とそれを使ったという記き憶おくだけが残される。これこそが“〝戒書”〟の貸し出しにおける“〝戒封”〟という名のリスクだった。

「ご苦労なことだ。でも、そんな状態じゃ僕ぼくを捕とらえるのは無理だよ。君への束そく縛ばくはそれだけじゃない。わかっているだろう、読破？」

「黙だまれ……！」

　忘ぼう却きやくの痛みを振り切り、読破は初めて彼の姿を目にした。

　端たん整せいな顔立ちは若わかく、子供のように澄すんだ瞳ひとみをしている。服ふく装そうはその本ほん性しようを示しめすように黒で統とう一いつされ、シャツの胸むな元もとは大きくはだけていた。ピアスにネックレス、そして指輪と数あま多たのシルバーアクセサリーがその身を彩いろどり、どこか神しん秘ぴ的な雰ふん囲い気きを与あたえている。

「聞き分けがないね。勇気と無む謀ぼうは別だよ？」

「どうかな……！」

　残った力を振り絞しぼり、栞しおりを投じる。だがそれはいつものような鋭するどい軌き跡せきを描えがくことなく、普ふ通つうのありふれた品のように空むなしく地面に落ちた。

「くっ………」

「言わんこっちゃない。今はその栞もただの紙切れだ。僕を捕らえるのは無理だよ。今日はもうこのへんにしとこう。次は是ぜ非ひとも使っておくれ──僕が執しつ筆ぴつしたその『死書』をね」

「ああ……あなたに対してな」

　彼はそれを聞いて楽しそうに微笑ほほえみ、夜の闇へと同化して去っていった。

　残された読破は、その存在を確かめるように『死書』と呼ばれた黒本に触ふれる。

　この本が開かれるとき、その決着はつくのだろうか。



    

  
    
      　エピローグ






　永えい命めい学園の保ほ健けん医いの失しつ踪そうから数日がたった。

　学園では何かしらの事じ件けんに巻まき込こまれた可か能のう性せいが高いとして、生徒達にも注意を呼よびかけた。このところの妙みような事件の頻ひん発ぱつに学園側も頭を痛めているが、全すべての事件の元げん凶きようが失踪したために、しばらくは新たな事件が起こる心配はない。

　それを知るのは生徒に限かぎれば図書部の三人のみだった。

　そのうちの二人は平へい穏おんな日にち常じようを取り戻し、昼休みの図書準じゆん備び室しつに留とどまっていた。貸し出し業ぎよう務むの方は、珍めずらしく真ま由ゆが行っている。

「あの、部長、どうでしたか？」

　おそるおそる睦むつ美みが感想を訊きいてきた。

　先日、初めて読どく破はと日曜日に待ち合わせをして、ノートに書いている自作の小説を手て渡わたした。そのときは選ぶのに一時間以上かけた勝負服も着ていったのだが、相手の方はいわゆるデートだとまったく思っていないらしく、こともあろうに学生服でやって来た。それだけならまだしも、彼女が純じゆん粋すいに小説の資し料りよう探さがしで誘さそったと思い込み、話題もそれに終始していた。

　そんなわけで睦美の目もく論ろ見みは見事に外れたのだが、大きな進歩には違いない。今後のためにも重要なアイテムとなる小説にいい評ひよう価かをもらいたい、そんな思いに気づいているのかいないのか、読破は批ひ評ひよう家かとしての冷静な態たい度どで、

「初めてにしてはかなりの出来だ。字も綺き麗れいで読みやすいしな」

「はあ……あの、内容は？」

「オーソドックスな恋れん愛あい物だが、君の女性らしい繊せん細さいな心理描びよう写しやが巧たくみなので、中々続きが気になる展てん開かいだ。しかし……」

「何でしょう？」

　身を乗り出してきた睦美を、読破はちょっと意外に思いつつ、感想を続ける。

「少々ヒロインが片かた想おもいする男性が、現げん実じつ離ばなれしてる節ふしがあるな。いくらなんでも、これだけアプローチを受ければその想おもいに気づきそうだが」

「……そうでしょうか？」

　不平たらたらの上うわ目め遣づかいを送られても、読破はその裏にある感情にまったく気づかなかった。この分だと小説の登場人物のモデルにも、まったく気づいていないに違いない。

「まあ、私もこの手の話にはうといので、どこまで参考になるかはわからんがね」

「いえ、すごく……参考になります。あの、また……ご意見を聞かせていただいてもいいですか？　その、また二人でどこかに行ったときにでも……」

「構かまわんよ」

　あっさり承しよう諾だくをもらい、睦美はその歳としに相応ふさわしい可愛かわいい笑えみを浮うかべた。もっとも、この男が相手だと、進しん展てんはまだまだ望むべくもない。しかし今の睦美は希望に溢あふれている。何だかんだいって、前進したのには変わりない。

　すっかり気をよくした睦美は、借りたい本があると図書館の方に出て行き、入れ替かわりに綴つづるが入ってきた。

「あの、失礼します。先せん輩ぱい、お返事……しに来ました」

「そうか」

　読破は顔を引き締しめ、異い界かい司し書しよとして彼女に向き合った。

　あの夜の一件の後、綴は統とう馬まの提てい案あんを真に受けたらしく、こんなやりとりが交かわされた。

「先輩、私って……その、素そ質しつみたいなのあるんですかね」

「どうもそうらしいな」

「じゃあ、その……私でもやれますか、先輩のお仕事？　私も先輩みたいにあの図書館に行って、色んな本を読んでみたいんです！」

「……私の一存では何とも言えんな。だがそう甘あまい仕事でもない。今回の件けんでもわかるだろう。もう一度よく考えたまえ」

　読破としても、綴の素質を認みとめるのはやぶさかではない。

　自分もそうであったように、幼おさない頃ころに出会った図書館に行きたいという願い、異界の知ち識しきへの興きよう味みも理り解かいできる。

　だができれば綴を巻まき込こみたくはない。そう考えたうえであえて邪じや険けんに扱あつかったが、どうやら彼女の意い志しは堅かたいようだ。そう自分と歳の変わらない読破が異界司書の資し格かくを持っていることも、彼女の決意を固めさせた理由かもしれない。

　一応事の発ほつ端たんである統馬に連れん絡らくをとって説得を仰あおいだが、

「いいじゃない、本人の意志に任まかせれば。大体、あの男が動き出したことで君の仕事も大変になるし、君も手伝いが欲ほしいでしょ？　後進の育成も大事な仕事だし、見習いにしちゃいなよ」

　……というこちらの思おも惑わくをまったく無む視しした言葉が来たのみで、結局読破は彼女の意向をそのまま反はん映えいせざるをえなかった。

「それで、結局どうする気かね？」

「私……やっぱりやってみたいです」

　キッパリと言い切った瞳には、決意の色がにじんでいた。おとなしい綴には珍めずらしいことだが、それゆえにこれが覆くつがえることはまずないだろう。

「……学業との両立は大変だぞ」

「頑がん張ばります。先輩だってやってるわけだし……」

「当分見習いだから異界図書館には自由にいけないし、貸し出しも不可だ。ついでに言うと、一生見習いの可能性もある」

「それは……やっぱり頑張ります！」

「頑張るだけで何とかなる仕事じゃない」

　冷たい真理を突きつけると、綴は少しひるんだようだった。だがすぐに言い返す。

「だったら、努力します！」

「…………」

　ふうと溜ため息いきをつき、読破は天を仰あおいだ。

「わかった。今日から君を異界司書見習いに任命しよう。ただし、君の異界司書資格認にん定ていは全て私と副館長に委ゆだねられ、直ちよく属ぞくの上司となる私の命令は絶ぜつ対たいだ。構わんね？」

「はい！」

「言っておくが、私の仕事に干かん渉しようすることは一いつ切さい許きよ可かしない。特に回かい収しゆう業ぎよう務むに関しては絶対だ」

「はい」

　綴は読破の気づかいを悟さとり、おとなしく頷うなずいた。それは自分を危険に巻き込まないために違いない。思えばあの夜、読破は自分と香か奈なに心から謝しや罪ざいしていた。それだけ巻き込んだことをすまなく思っていたのだ。

「君に何かあることで誰だれが傷きずつくか、そのことを忘わすれるな。ではこの契けい約やく書しよにサインを。言っておくが見習い中は給料が出ないぞ。しかも副館長に無茶な要求をされることが多々あるうえ、労働基き準じゆん法ほうによる保ほ護ごもない」

「……はい………」

　さすがに少し嫌いやそうな顔をしたが、背せに腹はらは代かえられない。これで自分もやっとスタートラインに立つことができる。夢ゆめに見た図書館と、そこに眠ねむる本と出会うことがようやくできるのだ。

「それで、その……先輩の栞しおりなんですけど………」

「これか？」

　読破が愛用の栞を差し出すと、綴は羨せん望ぼうの眼まな差ざしでそれを手に取り、

「あの……私にもこういうのもらえないんですか？」

　と訊きいてきた。どうやらひそかに気に入っていたらしい。

　読破は苦く笑しよう交じりに統馬から預あずかった品を手渡した。

「正式なものではないが、一応支し給きゆうされている。機能は大おお幅はばに劣おとるが、しばらくはこれで我が慢まんしたまえ」

「はい！」

　そう言って喜んだのも束つかの間、現げん物ぶつを見た瞬しゆん間かんに顔が引きつった。

　形は読破のものと同じだが、色は無地の白、そして「見習い」と大きく書かれている時点で程てい度どのほどが知れる。多分統馬の直筆だろうが、何な故ぜか文字は丸文字だ。

「あ、あの………」

「今後の頑張り次し第だいということだ。では、見習いとして最初の仕事を申し付ける」

「あ、はい！」

　やる気に満ち溢れた綴の前で、読破は机き上じようの数冊さつの本を指差した。

「これを図書館の新しん刊かんコーナーに並ならべてきてくれ」

　返事までしばらく間があった。

　真ま面じ目めな顔で待ち続ける読破に、やがて元気のいい返事が聞こえた。

「はい、行ってきます！」

　図書準備室を出て行く見習いの背を見つめ、今回の事じ件けんを思い返す。

　一つの「回収」は終わった。

　だがいずれまた何かが起きる。

　まだ何も終わってはいない。

　そして、彼との決着も。

　交こう錯さくする想いに身を委ゆだねようとしたとき、準備室に真由が欠伸あくびをしながら入ってきた。

「やっぱカウンターはだるいわ～。月つく詠よみク～ン、代わってぇ～」

「たまには仕事してください」

「だって結局論文昨日までかかったのよ～。おかげでここんとこロクに寝ねてないし……」

「いつも寝てるから大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　もっともな言葉を呟つぶやき、読破は諦あきらめたように立ち上がってカウンターに向かった。

　回収業務も図書部長の仕事も、当分忙いそがしい日々が続きそうだ。



    

  
    
      
　あとがき






　初めに一つだけいいわけをさせてください。

　この作品はいわゆるミステリーではありません。

　あくまでも一人の少年の戦いの記録であり、伝でん奇きアクションのはずなのです。

　そう受け取られないとしたら、それは僕ぼくの力量不足以外の何物でもないですが、一応目指している方向はそちらなのです。

　だからミステリー的なツッコミは勘かん弁べんしてください。

　ミステリーを読むのは好きですが、書く方はからっきしです。少なくとも今はまだそのツッコミに応こたえる自信がないので、しばらくは温あたたかい目で見守ってやって下さい。

　ではあらためてご挨あい拶さつを。



　皆みなさん初めまして、十と月づきユウと申します。

　おそらく多くの人にとってこの名前は聞き覚おぼえがないことでしょう。僕自身名乗り始めて数か月、まだまだ慣なれない毎日です。そもそも何な故ぜこうして皆さんとお会いすることができたのか──全ての始まりは、一本の電話でした。

　あれは今年の四月、大学のゼミの飲み会を終えて帰き宅たくしようとすると、見慣れない番号から電話が入りました。

「富士見書房の者ですが」

　新あら手ての振ふり込こめ詐さ欺ぎかと思いましたが、それにしてはどこかで聞いた名前です。幸いなことに原付で帰宅する僕は飲酒しておらず、思考も一応正常でした。思い返してみれば、以前大賞に投とう稿こうした気がします。と言っても投稿した直後にきれいさっぱりそのことを忘わすれ、自じ堕だ落らくな日々を送っていたので、いきなり電話されても寝ね耳みみに水でした。酔よってたとしても酔いはすっとんでいたかもしれません。

　先せん輩ぱい達が二次会に行こうと誘さそってくださいましたが、さすがにそれはできず、曖あい昧まいに理由をつけて急いで帰宅しました。その後ゆっくりお話しさせていただくと、投稿した作品はまだまだだけど一から鍛きたえればどーにかなりそうなのでいっちょ揉もんでやる、といった主しゆ旨しのお話をいただきました。

　物書き志し望ぼうの僕にとってはまたとないお話、内心でガッツポーズをしつつ二つ返事でお願いし、一から鍛え直していただくこととなりました。本当にありがたいことです。

　──それから数か月、幾いく度どものダメ出しと改稿を経へて何とか出版にこぎつけることができました。

　途中、改稿の締しめ切り前なのに父親がマッサージをねだってきたり、パソコンに向かおうと思ったら母親が韓ハン流りゆうドラマのホームページを見てて使えなかったり、デビューすることをなかなか弟が信じてくれなかったりしましたが、今となってはいい思い出……スイマセン、嘘うそです。やっぱり辛つらかったです。

　そんな紆う余よ曲きよく折せつを経てこの作品は完成しました。初めに原型となった作品を投稿して一年以上、今はもうどんな作品を投稿したのかよく思い出せません。ただ言えるのは、自分が書きたいと思った物語を多くの人の力を借り、現時点で考え得うる最高のものに仕上げたことだけです。

　そして何より、その作品を多くの方に読んでもらえる幸せ。

　物書きを志して数年、何とかここまで来られました。ですが、人間とはつくづく業ごうの深い生き物です。夢ゆめが叶かなったと思ったら、また次の夢がすぐに出てきます。しかも今度は前よりもさらにパワーアップ。

　もっと書きたい、できれば一生書き続けたい──どうやら僕は特に業が深いようです。

　言い訳をさせてもらえば、この作品に関してはまだまだ書かねばならないことが残っています。本編を読んだ方ならおわかりでしょう。そう、誰だれとは言いませんが彼です。彼を書きたい、そして彼と対たい峙じする一人の少年を書きたいがゆえに、まだまだ僕の夢は終わりそうにないのでした。



　それでは最後にお世話になった方々へ。

　僕の存在を見み出いだしてくれた編集部のＭさん。何かとご迷めい惑わくをかけてすいません。期き待たいに見合うようもっと精しよう進じんしていきます。

　イラストレーターの藤ふじ丘おかようこさん。自分の作品に美しい挿さし絵えがつく、という夢を叶かなえていただきました。心からお礼申し上げます。

　これまで僕を支えてくれた友人達。君達がいてくれなければ、ここまでやってこられませんでした。今はまだありがとうしか言えないけれど、いつかその恩おんに報むくいます。

　そしてこの本を手にとって下さったあなた。そのことに感謝すると共に、少しでも楽しんでいただけることを祈いのっています。願わくは、また新たな物語も手に取られんことを。



　　二〇〇五年　十月

十月　ユウ



P.S.後ろの方の「十月」は「とづき」と読みます。紛まぎらわしくてスイマセン。このペンネームで初めて書いたあとがきが十月というのは、ある意味運命でしょうか……？



    

  
    
      
　解　説（のようなもの）




富士見ファンタジア文庫編集部（文責：‥編集Ｍ）



　ファンタジア長編小説大賞でなんらかの賞を受賞した作家以外では異例ですが、新人のデビュー作ということなので、多少はにぎやかしになればと思いまして、つらつらと解説（のようなもの）を書かせていただきます。

　もともと、この作品の原型となる小説はファンタジア大賞に応おう募ぼされたものです。とはいえ、それはまだまだ未み熟じゆくなもので最終選考にも残りませんでした。ですが、私のアンテナにはなにかがひっかかりました。いわゆる野性のカンというやつです。まあ、たいした根こん拠きよではありませんが、これまで『スレイヤーズ』『オーフェン』『伝勇伝』といった作品を担当してきた私は、これらの作品が持つ「匂におい」と同じものを嗅かぎとったのです。

　そこで、作者と連れん絡らくを取り、応募作の問題点などを指し摘てきし、書き直してみることを勧すすめました。すると、改かい稿こうされた原稿は、数倍面おも白しろいものに仕上がってきたのです。その後も、書き直すたびに良くなっていきました。作者の潜せん在ざい的てきなポテンシャルの高さを感じさせます。私のカンも捨てたもんじゃありません。

　あとがきからも分かると思いますが、作者はまだ現役の大学生です（平成一七年一○月現在）。近頃は高校生でデビューするひとも多くなりましたので、格別すごいわけじゃありませんが、それでも若い部類に入るでしょう。若いってことは将来が非常に楽しみだってことです。私はその将来性に賭かけてみることにしました。そして、本書が出来上がったわけです。

　さて、作者が今後さらに成長していけるかどうかは、応おう援えんしてくれる読者がどれだけいるかに掛かっています。というわけで、厳きびしい意見でも結構ですので（でも、できたら褒ほめてあげて）、お手紙をお送り下さい。



    

  
    
      戒かい書しよ封ふう殺さつ記き

その本ほん、持もち出だしを禁きんず



十と月づきユウ
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